

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ

一章「鏡の仮面」

二章「あの女が来た」

三章「二人のエルフの女王」

四章「決闘」

五章「友情を棺に」

エピローグ

あとがき




電子書籍特典　書き下ろし短編『第一回ヘルシャフト杯　ビーチバレー大会ｉｎインフェルミア』
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　私は囚とらわれのお姫ひめ様さま。

　と言うと、夢見がち過ぎるかも。

　でも、今の自分には夢を見るくらいしか出来ないし。

　私は夢と現実の狭はざ間まにいる。

　──現実。

　ううん、現実じゃない。

　これは虚きよ構こうの世界。

　そこに住む架か空くうの存在。

　私はその存在の一部に間借りをしている居い候そうろうだ。

　私は天てん真しん爛らん漫まんな彼女の性格が好き。

　見た目もとても可愛かわいらしい。

　私の好みを形にしたような存在。

　その彼女と一体になるのは喜び？

　それとも恐きよう怖ふ？

　恐おそらくはその両方。

　きっと、少しずつ私がなくなって、彼女へと変わってゆく。

　出来ることなら、

　私が完全にいなくなってしまう前に、目覚めさせて欲しい。

　そして消える前に、したかったことを。

　現実では叶かなわなかったことを。

　私は待ち続ける。

　彼が起こしに来るのを。

　彼の友人を、そして私のお友達を助けるために旅立った彼を待っている。

　私の数少ない、大切なお友達。

　彼女だけは助けてあげたい。

　私と同じ目に遭あわせたくない。

　だからお願い。

　みんなを助けてあげて。

　英えい雄ゆうと言うには頼たよりないし、そんな風にも見えないけど。

　私は彼を待っている。

　彼の無事を祈いのり続けている。

　死ぬ前にもう一度彼に会いたい。

　そして伝えたい。

　でも、目覚めさせる方法を、キスにしたのはやり過ぎたかな？

　ううん。

　ずっと待たされてるんだし、いいよね。それくらい。

　彼の慌あわてる顔を想像する楽しみくらいなきゃ、待つのも退たい屈くつ。

　それに、

　お姫様は王子様のキスで目を覚ますのが、お約束なんだから。
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　晴れた昼下がり。

　ここはカルダートのギルドホール。その屋上。

　青空に白い雲が漂ただよい、穏おだやかな日差しが降り注いでいる。風に乗って、人々の喧けん噪そうが囁ささやくように聞こえてくる。

　昼ひる寝ねをしたくなるような穏やかな午後、俺は永遠の眠ねむりを突つき付けられていた。

　朝あさ霧ぎりが構える剣けんの切っ先が、俺の胸に触ふれる。

「ねえ、堂どう巡めぐりくん。あなたは何者なの？」

　能面のような感情のない顔に、冷たい瞳ひとみが光っている。

「な、何者って言われても……何て答えたらいいか」

　わずかに剣が押し出され、胸にちくりとした感覚が走った。

「あ、朝霧っ!?　しゃ、シャレにならないって！　冗じよう談だんはやめてくれ！」

　しかし朝霧の表情は微み塵じんも変わらない。怒いかりや憎にくしみ、或あるいは悲しみや憐れん憫びん、そういった感情が浮うかんでこない。

　あるとすれば、疑ぎ惑わく。

　俺は２Ａギルドの仲間で、実力は朝霧に遠く及およばない。

　にもかかわらず、朝霧に油断は見られない。恐るべき集中力と警けい戒かい心しんで、俺を追い詰つめている。その姿は、冷れい徹てつに仕事をこなす猟りよう犬けんを思わせた。

「あたしの予想が正しければ、堂巡くん。あなたは……」

　不意に、ごくりと喉のどが鳴った。

　朝霧は冷たい瞳のまま、名前を告げた。




「魔ま王おうヘルシャフト」




「……っ!?」

　俺は引きつった笑えみを浮かべ、戸と惑まどいと笑いを含ふくめた声で答えた。

「は、ははは……冗談にしても荒こう唐とう無む稽けいすぎるな。どこからそんな発想が出てくるんだよ」

　朝霧は顔色一つ変えない。

「前から変だと思っていたの。あたしたちがヘルシャフトと戦ったり、行動を共にしたり、一いつ緒しよにいるときには、堂巡くん、あなたはいつもいない」

「そ、それは偶ぐう然ぜんだ！　そういう状じよう況きようだったろ？　みんなが俺をギルドから追い出したりとか！」

「でもそれは、堂巡くんの作戦だったよね？」

「──っ、そ、それはそうかも知れないけど、でも、俺一人の時にヘルシャフトに会ったこともあるし。第一、そんな理由ならヘルシャフトじゃなくたって、色々なキャラが当てはまるんじゃないのか？」

　可能性を広げ、話の焦しよう点てんをずらそうとした。しかし朝霧は俺の意図を知ってか知らずか、取り沙ざ汰たすることなく持論を進めた。

「あとね、似ているんだよ」

「似てるって……どこが!?　似てる要素、皆かい無むだろ!?」

「前にも言ったけど、話し方が似てる」

「そ、そんなの、たまたま──」

「あと、動きというか、身のこなし」

「そんなの……朝霧が何で知ってるんだよ」

「ヘルシャフトとは一緒に旅をしていたからね。ヘルシャフトの隙すきをずっと窺うかがってた。それで気が付いたんだ。確かめようと思って、堂巡くんのこともずっと見てたよ」

　まさか……お前、ずっと俺を疑っていたのか？

「冗談はやめてくれ。俺があんな恥はずかしい動きするかって！　あんなのまるで特とく撮さつヒーローか歌か舞ぶ伎きじゃないか！」

「座るとき、立ち上がるとき、振ふり向くとき、ドアを開けるとき」

　思わず、呼吸が止まった。

「ヘルシャフトとして振る舞まっているときは全然違ちがうんだけど、日常生活のちょっとした動き方がそっくりなんだ。それと──」

　まだあるのかよ!?

「あたしがヘルシャフトと別れたすぐ後、サンディアーノのホテルに、堂巡くん一人でやって来たよね？　偶然にしてはタイミングが良すぎだし」

「そんなこと言われたって、俺には偶然としか言いようが──」

「タイミング以上に気になることがあるんだよ」

「──え」

「前に会ったときと比べて、ちょっと親しげだなって」

「……!!」

「それまでは、あたしと話すときって凄すごく緊きん張ちようしてて、話し方もぎこちなかったのに、質問したらすらすら返事をしたでしょ？　それに、何ていうか距きよ離り感かんが今までと違ったというか」

　そんな馬ば鹿かな。

　ヴァイスクローネ城からどうやって脱だつ出しゆつしてサンディアーノまでやって来たか、その説明をしたときだよな？

　あの時は……考えてきた言い訳を説明するのと、朝霧を助ける為ために２Ａギルドの意見を誘ゆう導どうするのに集中してたから──い、いや！　でも俺は完かん璧ぺきにこなしたはず……。

「その後も普ふ通つうに話しかけてきたでしょ？　本当は、あれっ？　って思ってたんだ」

　──そうだった、のか？

　で、でも！　その時は朝霧そんなこと言わなかったじゃないか！　あれっ？　なんて顔してなかったじゃないか！

　動どう悸きが激しく、息が苦しい。

　俺は絞しぼり出すように声を出した。

「あはは……何言ってんだよ。話しかけたくらいで」

「普ふ段だん、堂巡くんの方からあたしに話しかけることってないから」

　俺の背中が冷や汗あせでびっしょりになる。

「そ、そうか……俺にしちゃ馴なれ馴れしかったかもな。リゾート地だったから、浮かれてたのかも。ははは」

「うん。だってあの後、毒ぶす島じまさんにも訊きかれたよ？　何かあったのかって」

　毒島、だと？

　そういえばあのとき──、

『べ、べつに……ただ何となく、アンタが朝霧さんと仲よさそうなフンイキ出してたってゆーか。なんか、前と違うなって思ったから』

　頭の中が一いつ瞬しゆん真っ白になった。

　あのときは、エスパーかお前、なんて思ってたけど……本当に、俺の態度に、表れていた……のか？

「それから注意するようにしていたんだけど、グラスレーナへ行く途と中ちゆうの村でもあったよね？」

「あったって……なにが？」

「夜に堂巡くんが追いついて、あたしが手料理を作ったとき。あのとき、上手になったって言ったよね？」

　俺はもう、何も言い返せなかった。

　上手うまく誤ご魔ま化かせた、いや、朝霧が勝手に都合の良い解かい釈しやくをしてくれたと思い込んでいた。

「でも、堂巡くんはあたしの料理なんて食べたことがないのに、上手になった──っていうのはおかしいんじゃないかな？」

　完璧にこなしてきたと思い込んでいた。

　でも、きっと、

　浮かれていたんだ。

　調子に乗っていたんだ。

　俺は！

　くそっ！　だから近付きすぎるのは危険だったんだ！　人との距きよ離りが近付き、仲が良くなればなる程ほど、ボロが出る。そんなこと最初から分かっていたはずだったのに！

「他ほかにもあるよ」

「……まだあるのか？」

　今度は口に出して言ってしまった。俺は精せい一いつ杯ぱいの苦笑いを浮かべてみせた。

「剣の構え方」

　苦笑いが強こわばった。

　否定の言葉や言い訳を探すが、分かっている、分かってしまっている。

「剣はあたしが堂巡くんに教えたからね」

　そうとも。

　体に染しみ込んでしまっている。

「ここのところヘルシャフトの剣を見る機会がないんだけど、きっと次会ったら、大聖堂の中庭で教えた剣が見られると楽しみにしてるんだ」

　考えてみれば──、

　ヘルシャフトとして朝霧と旅をした後、サンディアーノで合流してから、朝霧との距離が急激に縮まった気がしていた。

　それ以前も優やさしくはあったが、気付くと近くに朝霧がいることが多くなったし、俺に話しかけて来る回数だって増えた。そう感じていた。

　あれは気のせいでも偶然でもなく、朝霧が意図的に俺に近付いていたんだ。

　俺に親切だったり、やたらと世話を焼いてくれたりしたのは──より近くで俺を観察し、証しよう拠こを得るため。

　朝霧。

　お前って奴やつは。

　本当に、凄い奴だ。

　強くて、頭が良くて、度胸がある。

　思わず惚ほれ直すぜ。

「でも分からない事があるの」

「……」

　俺に返事をするつもりがないのを察すると、朝霧は話を続けた。

「サタンに呪のろいをかけられたとき、なぜあたしを助けようとしてくれたのか」

　何だと？

「おかげであたしは命拾いをした。ただ、あれがあたしを助けるためだったのか、それとも何か他の目的があってのことだったのか。それを訊きたいの」

　──命拾い？

　それじゃあれは仕込みじゃなく、朝霧にとっても想定外の事故だったのか？　でも、

　Ａ　Ｓ　Ａ　Ｇ　Ｉ　Ｒ　Ｉ　Ｒ　Ｉ　Ｒ　Ｉ　Ｋ　Ｏ

　サタンのパスワードに隠かくされた朝霧の名前。

　朝霧が無関係なはずはない。

「でもその前に、まず本当のことを言ってもらう必要があるね。素す直なおに話して」

　くっ……。

　どうする？

　ここでやり合うしかないのか？

　しかし魔王の鎧よろいを着るには、メニュー画面を開かなきゃならない。

　俺はそっと指先をＬ字形にしようとした──瞬しゆん間かん、

　朝霧の目がぎりっと細められ、剣けんが俺の胸に突つき刺ささる。

「うおぁっ!?」

　胸からダメージを表す10という数字が浮うかび上がる。

「動かないで」

　畜ちく生しよう！　指先の動きぐらい見み逃のがせよ！

　本当のことを言うしかないのか？　だが、そのとき、朝霧は俺をどうするだろうか？

「堂巡くんの正体と目的を教えて」

「目的……？」

　そんなもん……こっちの方が知りてえよ！

　俺は思わず朝霧をにらみ返した。

「朝霧、お前こそ何者なんだ？」

　無表情な顔に、初めて怪け訝げんな様子が浮かんだ。

「……どういうこと？」

　その声の裏に、わずかな動どう揺ようが聞こえる。

「オルゼリアの大聖堂で、俺は脅きよう迫はくのメッセージの入った動画を見た。あれはお前の仕し業わざじゃないのか？」

「……脅迫？」

　眉まゆを寄せて、朝霧が疑わしそうな声で訊く。

「それってどんな内容だったの？」

　教えるわけにはいかない。あの動画の内容を知っているかどうか、それが犯人の判断基準の一つになるかも知れない。それに朝霧への疑ぎ惑わくは、もっと大きなものがある。

　俺は、ぼそりとつぶやいた。

「サタンを倒たおしたときのパスワード」

　朝霧の顔は、ますます困こん惑わくしたものへと変わった。

「それがどうかしたの？」

　俺の意図がまったく理解出来ない、そんな様子に見える。

　朝霧はパスワードが自分の名前だったと知らないのか？

　それとも演技か？

　くそっ！　次の一手をどう打つ!?

　判断しようにも手がかりがない。

　決断しようにも根こん拠きよがない。

「ねえ、堂巡くん……さっきから何を言いたいの？」

　再び剣の切っ先が胸に食い込んだ。

　──くっ！

「……朝霧、お前は──」

　その時、

　屋上の扉とびらが軋きしむ音を立てて開いた。

「!?」

「!!」

　条件反射で、俺と朝霧は扉の方へ首を向ける。

　メガネを外しながら、黒くろ髪かみの魔ま女じよは楽しそうにつぶやいた。

「これはこれは……とんだ修しゆ羅ら場ばに出で会くわしたものね」

　──雫しずく石いし!?

「のんのん……どうして、ここに？」

「その呼び方やめて」

　片や剣を構え、片や刺し殺されようとしている。そんなクラスメートの衝しよう撃げき的なやり取りにもかかわらず、雫石は涼すずしい顔でやって来る。そして迷いのない足取りで、屋上の端はじに積んであった、木の箱へと向かった。

「荷物を取りに来ただけよ。ここに置き忘れていた物を回収したら出て行くわ。あなたたちの邪じや魔まはしないから、勝手にやって」

　雫石ぃいいいいいい!!　少しは止めようとしろよ！　この唯ゆい我が独どく尊そんヤロウが！

「ま、待てよ雫石！　お前からも何とか言ってくれ。朝霧が突とつ然ぜんわけの分からない事を言い出して、俺に剣を向けるんだ！」

　雫石はカギの付いた木の箱の前でしゃがむと、蓋ふたを開いた。そしてメニュー画面を操作して、中のアイテムを自分の持ち物へと移し替かえながらつぶやいた。

「何とか」

　小学生かよ!!

　いいや落ち着け、堂巡駆流かける。今はこいつに頼たよるしかないんだ。

　こいつを動かすのに、ベストな方法は何だ？

　それは──、

「いいか！　朝霧はな、俺が魔ま王おうヘルシャフトだなんて妄もう想そうに取り憑つかれてるんだぞ!?」

　雫石の指先が、ぴたりと止まった。

「……なんですって？」

　雫石は立ち上がると、右足を高く上げた。その足を空になった箱の蓋に振ふり下ろすと、激しい破は壊かい音を響ひびかせて箱が閉じられる。

「どういうこと？　ヘルシャフト様と、こんな人類で最も役に立たない男を混同するだなんて。朝霧さんもヤキが回ったのかしら？」

　扱あつかいやすくて助かるぜ、雫石！　でも、さらっとディスるなこの野や郎ろう。

　朝霧は雫石の挑ちよう発はつを気にかけた様子もなく、冷静に返事をした。

「類るい似じ点があるんだよ。尤もつとも、何を言ってものんのんは認めないだろうけど」

「よく分かってるじゃない。私は誰だれよりもヘルシャフト様のことを理解しているわ。悪あく魔ま教『黒の黎れい明めい団』を率いるこの私は、今やヘルシャフト様のパートナー。つい三日前にも、今後のことについて会議を開いたわ」

　朝霧の眉がぴくりと動いた。

「三日……前？」

「ええ、それがどうかした？」

「それって、その会議って、どこで開かれたの？」

　雫石は口を開きかけてからハッと気付くと、怒おこったような顔で口を閉じた。

「アジトの場所を言えるわけないでしょ。でも、ここからなら三日、どれだけ急いでも二日はかかるわね」

「二日……堂巡くんがカルダートに来たのは……」

「三日前だな」

　俺は内心では安あん堵ど、顔は呆あきれた様子で答えた。

　しばらく朝霧は俺の顔を見つめていたが、やがて身を引くと、剣を下ろした。

「わ、分かってくれたか、朝霧。ああ、俺の方は気にしていないからな」

「そう。でもあたしはまだ気にしてるよ」

「え？」

「疑いが晴れたわけじゃないから」

　剣を納めながらくるりと背を向けると、出口へ向かって歩いて行った。

　あれだけ状じよう況きよう証しよう拠こを並べられたらな……そう簡単にはいかないか。

　ふと、俺のことをじっと見つめる雫石の視線に気が付いた。

「あ、ああ。本当にすまなかったな、雫石。おかげで助かったよ」

「別にあなたの為ためじゃないわ。ヘルシャフト様を愚ぐ弄ろうされたことが許せないだけよ」

　てっきりお礼の催さい促そくかと思ったら、違ちがったようだ。

「それに、堂巡くんが怪あやしいのは今に始まったことじゃないし」

　──え？

「そういえばここだったわね。この世界であなたと初めて会ったのは」

「……そうだった、かな」

　ハッキリ覚えている。あの時、こいつに装備の矛む盾じゆんを指し摘てきされた。

「まあ、あなたが何者でも私には関係ないわ。私の邪魔さえしなければね」

「……それなら保証する」

　雫石は俺を値ね踏ぶみするように、しばらく見つめた。

「どうだか」

　きびすを返すと、雫石はさっさと屋上から出てゆく。そして俺は、ひとりぼっちになった。

　雲の漂ただよう青空を見上げ、カルダートの平和な喧けん噪そうを聞きながら、俺はまだ生きていることに感謝した。




　　　　＋　＋　＋




　オルゼリア教大聖堂の修復工事の音が響いてくる。

　メルが開けた穴は既すでに塞ふさがれ、今は彫ちよう刻こくの修復が進められている。工事の音を聞きながら、俺は唸うなるようにして言った。

「壮そう馬ま、やはりヘルランディアは後回しにした方がいい」

「どうしてそう思うんだい？　駆流」

　ここは法王クリスティーナの部屋だ。しかし部屋の主は、壮馬の命令でグラスレーナ市内の視察に出ている。よって、グラスレーナで一番絢けん爛らん豪ごう華かな部屋は、俺と壮馬の貸し切り。やたら大きなテーブルに広げられた巨きよ大だいな地図を睨にらみ、俺は腕うでを組んだ。

「まずはオルゼリア騎き士し団の増強を図はかる。先日失った戦力を補ほ充じゆうするのが先決だ。ゲームを始めるのは、駒こまが揃そろってからだ」

　ログレス大陸に遠えん征せいしたオルゼリア騎士団は、エルフとダークエルフの軍に手痛い敗北を喫きつした。まあ、敗北させたのは俺なんだが。

　だがその代だい償しようと引き換かえに、壮馬は目的のブツを手に入れた。

　──ラグナブリンガー。

　このエグゾディア・エクソダス内のものなら、何でも消去してしまえる、最強ツール。

　こんなヤバイものを壮馬に持たせておくわけにはいかない。しかし、単に取り上げたところで意味はない。アイテムの所有権を自らが放ほう棄きしない限り、壮馬のアイテムリストから消えることはないのだ。

　そして壮馬はラグナブリンガーを手放すことはないだろう。やるとなれば力ちから尽ずく。だが、それこそ勝てる方法が思い付かない。

「駒を揃えるのはいいけど、その間に魔王軍が攻せめてこないって保証はないよね？」

「その為に、色々な街に教会があるんだろ？　奴やつらの動きは俺たちに筒つつ抜ぬけだ。魔王軍を動かそうとすれば、予備動作がどうしても目立つ。もし大規模な動きを察知したら、それから対応しても十分間に合う。それより──」

　俺はバルガイア大陸の左上を指さした。ちょうど海を渡わたるとログレス大陸がある。

「エルフたちに背後を取られる方が危険だ。なるべく早く、バルトルク森林地帯からバルガイア大陸の西海岸一帯を押さえる」

「成る程ほど。でもアーデル山脈より南側は？」

「そっちはエドフ砂さ漠ばくがあるからな。エルフは砂漠を越こえてはこないだろう」

　壮馬は満足そうにうなずいた。

「いいんじゃないかな。それで行こう」

　ナイトウォーカーから壮馬を助けた一件以来、ますます俺に対する信しん頼らいが強くなった。作戦会議でも、俺の提案は必ず通る。

　ラグナブリンガーを壮馬が持っているというリスクを払はらうことになったが、おかげでやり易やすくもなった。敵の作戦を自分の好きに決めることが出来るのだ。自作自演にも程がある。

　今の俺の目的は拡張パックを適用させること。そうすれば今まで行けなかった場所へ行けるようになる。新たな発見や、現状を打破する何かが見つかるかも知れない。

　それに、メルが眠ねむっていたモンフォールが再び現れるはずだ。メル自身にも、メルが眠っていた棺かん桶おけにも、未いまだ謎なぞが多い。もしかしたら、あの島にはまだ何か秘密が隠かくされているのではないか？　そんな気がしてならない。

　だがその為には、この世界の70％を支配下に置かなければならない。それが、拡張パックが適用される条件だからだ。

　現在魔王軍はヘルゼクターの指揮の下もとに、バルガイア大陸の北方と南なん端たんをそれぞれ攻こう略りやく中だ。さっきは壮馬にああ言ったが、今はオルゼリアの相手をする余よ裕ゆうがない、というのが本音だ。正直、今攻め込まれるとヤバイ。

　だからオルゼリアには別の方向で支配を広げてもらう。その後でオルゼリアを倒たおせば、一気に魔王軍の領地は全世界の70％を超こえる。

　あ、と何か思い出したように壮馬が声を上げた。

「でも駆流。バルトルク森林地帯から西の海沿いには、『壁かべ』があるよ？」

「かべ？」

「高さ百メートル以上もある壁で、向こう側がどうなってるのか分からないんだ」

「壮馬も知らないのか？」

　驚おどろいて訊きくと、壮馬は肩かたをすくめた。

「僕にだって知らないことくらいあるよ」

　壮馬はペンを取ると、地図に赤い線を描かき込んだ。

　バルトルク森林地帯とアーデル山脈、そして海に囲まれた、バルガイア大陸の北西の角。

「ここが壁で囲まれているのか？」

「そうだよ。バルトルク森林地帯と壁がぶつかるところにアステルって町があって、一応そこに門があるんだけど開けられないんだ。多分、まだ中のマップが実装されてないんじゃないかって思うんだけどね」

　──或あるいは、その場所も拡張パックの一部なのかも知れない。

　壮馬はゲーム開始時のデバッグチームだ。壮馬が知らないということは、同時開発が進められていた拡張パックの一部という可能性が高い。

　もしそうなら、オルゼリアを倒せば、壁の向こうへも行けるようになる。

「となると、警けい戒かいすべきはバルトルク森林地帯だな」

「そうだね。森を森の民エルフに取られると厄やつ介かいだ」

　壮馬はぱんと手を叩たたくと、にっこり笑った。

「じゃ、今日の仕事はこれでお終しまい。晩ご飯でも食べに行こう」

「いいな。そうしよう」

　そう答えると、俺と壮馬は連れだって部屋を出た。

　俺は並んで歩く壮馬の横顔を覗のぞき見る。

　壮馬は俺のことを信用しきっている。

　だからこいつを騙だまして罠わなにかけるのは容易たやすいだろう。

　しかし、

　他ほかの方法はないものだろうか。

　最近、ふと感じるのだ。

　こいつに噓うそをつき、都合の良いように動かす度たびに、胸の奥が痛む。

　元々そのつもりで近付いたというのに。

　今では、出来れば騙したり、罠にかけたりはしたくない、なんて思っている。

　もし壮馬と一いつ緒しよに戦うことが出来れば──、

「あ、さっきのアステルって町だけど、そこに大おお原はらたちが逃にげ込んだって情報があるんだよね」

「大原？　ああ……」

　このグラスレーナをホームタウンとしてログインしたのは十一名。

【赤上グループ】

　赤上壮馬

　五ご間ま邦くに明あき

　鼓つづみ田だ正しよう雪せつ

　吉よし原わら幾いく之の助すけ

　松まつ戸ど昇しよう太た

　この内、五間と鼓田は雫石率いる悪魔教『黒の黎明団』入りしている。そして吉原と松戸はこの大聖堂のどこかに幽ゆう閉へいされているはずだ。




　あとは、壮馬たちと別行動をしている、

【大原グループ】

　大原敬けい介すけ

　三みつ堀ぼり衣い津つ美み

　岸きし谷たに詩し歩ほ

　峯みね地ち美み森もり

　夢ゆめ野の文ふみ子こ

　川かわ島しま映えい奈な

　の六人だ。

　壮馬は、この六人がアステルにいると言っているのだ。って言うか、男一人に女五人とか何だよ、そのパーティ。明らかにバランスおかしいだろ。ハーレムか。

「彼らを捕とらえることも出来るし、丁度いいね」

「……そうだな」

　壮馬にとって元二年Ａ組の人間は、この別世界における価値観と秩ちつ序じよを破は壊かいしようとする者だ。だから吉原や松戸も幽閉されている。殺したとしても、このエグゾディア・エクソダスでは何度も蘇よみがえるからだ。

　だが今や壮馬は、完全に存在を消去可能な手段を手に入れた。

「どうかした？　駆流」

「いや。何を食おうかな、と思って」

「ははは、そうだな……ラニスター通りのステーキハウスとか？」

「うむ、肉だな。肉にしよう」

　ラグナブリンガーは壮馬が持つには危険すぎるアイテムだ。

　幽閉してある二人も、大原グループも、２Ａギルドも、全員殺してしまうかも知れない。

　そんなことをさせてはいけない。それは分かる。

　だが、他のクラスメートたちは俺に何をした？　俺をバカにしたり、笑いものにしていたんだぞ？　なぜそんな奴を救う為ために、壮馬を裏切るようなことをしなければならないんだ？

　こんな嫌いやな気持ちを抱かかえてまで、なぜ俺がそんなことをしなければならないんだ。

　くそ。

　……いっそ、壮馬と手を組んでしまうか。

「よーし！　今日はガッツリ食うぜーっ!!」

　突とつ然ぜん大声を上げた俺を、壮馬はちょっと驚くように見つめ、笑った。




　　　　＋　＋　＋
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　その一週間後、俺は法王クリスティーナの代理として、バルトルク森林地帯へ赴おもむき現地の教会を確かく認にんして回っていた。

　それぞれの村における信者の数と、騎き士し団の数を確認しては次の村へと向かう。数日をかけて一通り巡じゆん回かいし終わると、俺は壁に隣りん接せつした街、アステルへ足を伸のばした。

　位置的にはバルトルク森林地帯の西せい端たん、森がちょうど終わる所にある町だ。規模はカルダートよりも少し小さく、雰ふん囲い気きは穏おだやかで、カラフルな家が並んでいた。

　そんなファンシーな街に似つかわしくない、いかめしい壁が背後にそそり立っている。

　高さは百メートル近くはあるだろうか。巨きよ大だいな石のブロックを積み上げて作られた壁が、まるで万ばん里りの長ちよう城じようの如ごとく、どこまでも続いていた。

　この壁がバルガイア大陸の北西の端はじを、ぐるっと囲ってるってわけか。

　その壁を見ていると、言いようのない不安に襲おそわれる。あの壁の向こうには恐おそろしい世界が広がっているのではないか？　そんな気がしてくるのだ。

　無論何の根こん拠きよもない。ただの印象だ。

　俺はアステルの街を見物しながら、目め抜ぬき通りを真っ直すぐ歩いて行く。壁が徐じよ々じよに近付いてくると、突つき当たりに大きな鉄の扉とびらがあるのに気が付いた。

　──あれが開かずの扉か。

　高さ五メートルほどの扉は、仮にカギが開いたとしても、人の力では開けられそうにない。まあ、いずれにしろ今は無理だ。いずれ拡張パックが適用されれば、何らかの手段で開けられるようになるだろう。

　それよりも今は用事を済ませるか。

　このアステルの町には、まだオルゼリア教会がない。司祭を送り込む前に、教会を立てるのに相応ふさわしい場所を確保する必要がある。その場所を探しに行こうとしたとき、

「あれ？　お前……堂巡か？」

　何者かに声をかけられた。

　振ふり向くと、そこには一人の男子と五人の女子がいた。

　見知った顔だったが、久しぶりに見るので、咄とつ嗟さに名前が出てこない。

「えっと……大原？」

　そいつはさらさらのセミロングをかき上げ、イケメン面づらを得意げに見せつけた。

　大原敬介。

　二年Ａ組で一いち之の宮みや洸あきらと双そう璧へきを成すモテ男。だが一之宮と違ちがって、いかにもチャラそうな雰囲気と、自信たっぷりの態度が鼻につく。

「おいおい、俺っちのこと忘れちゃ困るぜ？」

　大おお袈げ裟さな身み振ぶり手振りを加えながら話すと、後ろにいる五人の女子が可笑おかしそうに笑い声を上げる。そして甘えたような視線を大原に、俺には胡う散さん臭くさそうな視線を送って寄こす。

　メガネをかけた三堀、

　三つ編みお下げの岸谷、

　ショートカットの峯地、

　ぽっちゃり体型の夢野、

　八や重え歯ばの目立つ川島。

　この連中とは一度も話をしたことがない。一応、名前を覚えている程度だ。その女子たちは、大原の周りにじゃれつくように集まっている。

　冗じよう談だんじゃなく、本当に大原のハーレムなのか？　くそが。

　三堀と岸谷と……面めん倒どうなので、大原ガールズと名付けよう。その大原ガールズに囲まれながら、大原は俺を指さした。

「で、堂巡は何でここにいんの？」

「ああ、それは……」

　なんと言い訳しようか考えを巡めぐらせていると、大原が俺の背後を見つめて声を上げた。

「あっれーっ!?　ちょっとちょっと、あれって!?」

　なに？

　何気なく振り向くと、

「はあっ!?」

　２Ａギルドのメンバーがやって来るのが見えた。一之宮、扇おうぎ谷や、有あり栖す川がわ、雛ひな沢ざわ、悠ゆう木き、毒島、宮みや腰こし、それと朝霧の八人だ。

　なんてタイミングで鉢はち合あわせるんだよ。今は会いたくなかったぜ、正直なところ。

　先頭の一之宮が片手を挙げた。

「大原！　やっぱりここに……堂巡!?」

　一之宮に続けて他の連中も、驚おどろきの表情で俺と大原を見つめる。だが、２Ａギルドの中でただ一人、鋭するどいまなざしで俺を睨にらむ奴やつがいる。

　──朝霧。

　射殺すような視線に思わずたじろいだ。

　俺の目の前までくると、一之宮は爽さわやかに言った。

「本当に神しん出しゆつ鬼き没ぼつだな。堂巡はどうしてここへ？」

　いやいや、俺の方が驚きだっての。

　壮馬から全権を委任されて、オルゼリア教の支配体制を確立させに来た──などという本当のことは言えない。

「気ままな一人旅だよ。それより、一之宮は何をしに？」

「この街に大原たちのグループが来ていると五間と鼓田から聞いてね。レベル上げを兼かねた遠えん征せいをしてきたんだが……どうやら情報は正しかったようだ」

　一之宮は大原たちにも笑いかけるが、逆に大原の表情は硬かたい。

「ああ、あいつらから聞いたのか……で、俺っちに何か用？」

　見ると、大原の取り巻きたちが一之宮をちらちらと見つめては、何事かをささやき合っている。時折、きゃーという甲かん高だかい声が上がる。

　大原は小さく、ちっと舌打ちをした。

　──成る程ほど。今まではライバル不在の状じよう況きようで、女子たちの愛を一身に集めていたが、一之宮の登場でその地位が危あやうい、ってとこか。そりゃ大原にとっては面おも白しろくないだろうし、早くどこかへ行ってくれと思うのも無理はない。

「ああ。俺たちは今、２Ａギルドというギルドを結成して、カルダートを拠きよ点てんにしている。この世界から脱だつ出しゆつするために、力を貸して欲しい」

「……脱出？」

「そうだ。魔ま王おうヘルシャフトを倒たおし、居城であるインフェルミアを落とす。そしてヘルズゲートをくぐって、元の世界へ戻もどるんだ。その戦いに勝利するには、戦力を増強する必要がある。数は多ければ多い程いい。だから──」

「あーやめとくわ」

　大原はうんざりした顔で、一之宮の言葉をさえぎった。

「俺らケッコーここが気に入ってんだ。それに化け物と戦うとか、マジ有り得ないし」

「しかしそれでは、いつまで経たっても元の世界へ戻れないぞ？」

「だからいーんだって。なあ？」

　顎あごをしゃくるようにして、大原ガールズたちを促うながす。すると、メガネの三堀がおずおずと口を開いた。

「え、ええ……あたしたち、楽しくやってるから」

　続けて他ほかの女子たちも、今の生活に満足していることを語った。

「元の世界にもどっても、受験とか就職とか……うんざりすることばかりだし」

「それに戦うのもイヤだし。今みたいに、アクセサリーや服を作って生活している方が、よっぽどいいよね」

　こいつらは、どうやら生産職に特化しているようだ。材料を仕入れて、加工することで経験値を上げ、出来た商品を売って金にする。これもまたＭＭＯＲＰＧの楽しみの一つではあるが。

「──ってワケさ。何ならキミたちも一いつ緒しよにここで住まない？　ホームタウンもここへ移してさ」

　──なに？　ホームタウンを？

　キメ顔で大原は２Ａギルドを見み渡わたした。

　ひっと声を上げて、悠木が雛沢の後ろに隠かくれる。体の大きさが違い過ぎるので、全然隠れられていないが。

　雛沢が不敵な笑えみを浮うかべ、ジロリと大原を睨んだ。

「ちょっと大原。うちの羽う衣い子こを怯おびえさせないでくれる？」

　大原は弁解するように両手を振った。

「そんなことしてないって！　まったく雛沢ちゃん、相変わらずキツいなー」

「それより今の何？　ホームタウンを移すってどういうこと？」

　雛沢は俺と同じ疑問を抱いだいたらしい。

「ああ、この町の教会で手続きすればすぐだぜ？　まあ、金はかかるけどな」

　肩かたをすくめて大原は軽けい薄はくそうに笑った。

「でも死ぬ度たびにグラスレーナに飛ばされちゃ敵かなわないからな。ま、俺たちゃ生産職として稼かせいでるんで、多少の出費は問題ないさ」

　軽く咳せき払ばらいをして、扇谷が頭をかきながら一歩前に出る。

「そ、そうだなー。オレもそっちに行くの、考えよっかなー」

　表情を一変させ、大原は冷たく言い放った。

「いや、扇谷は来なくていいよ」

「……っ!?」

　ニヤけた扇谷の顔が凍こおり付く。

「つか、男はいらない」

　ストレートに本音を言う奴だな、こいつ！　少しは取り繕つくろえばいいものを。何というか本能に忠実だ。

　大原は再び笑顔になると毒島と宮腰に話しかける。

「メグちゃん、それとアゲハちゃんどうかな？」

　宮腰は満まん更ざらでもないように、体をしならせた。

「ええ～どうしよっかなぁ～」

　すると今度は大原ガールズたちから、どす黒いオーラが立ちのぼる。宮腰は美人だからな。取り巻きたちからすれば、来るな！　と言いたいところだろう。

　宮腰も、もちろんそんなことくらい分かっているはずだ。毒島に顔を寄せて可笑しそうに囁ささやいている。

「ね、メグ。こっちも悪くないんじゃない？　いっそ乗り換かえちゃう？」

「の、乗り換えって！　うちは別にまだ誰だれにも……」

　そんな様子を見つめていると、偶ぐう然ぜん毒島と視線がぶつかった。毒島は顔をカッと赤くすると、くるりと後ろを向いた。

「うち、ちょっとその辺歩いてくる！」

「あ、待ってよ。メグ～」

「あれれ、逃にげられちゃったな……あれ？」

　大原は有栖川に目を留めた。

「あれ？　キミ、誰？」

「え、ええっと……その……」

　気付かないのも無理はない。不思議の国のアリスをイメージした装備を身にまとった有栖川は、上下左右どこから見ても美少女だ。

　有栖川はだらだらと汗あせを流しながら、目を泳がせた。

「おかしいな。うちのクラスにこんな可愛かわいい娘こいたっけ？」

「ボ、ボクは、その……」

　２Ａギルドの連中には今さらだが、それ以外のクラスメートに女装していることを知られるのは恥はずかしいのだろう。

「あんたの目は節穴なの？　アリスでしょ、有栖川泉いずみ」

　雛沢の呆あきれたような声に、大原は目を剝むいた。

「え……お、おまっ!?　有栖川!?　女だったのかお前!?」

「当たり前でしょ？　あんたこそ何言ってんのよ。ねえ？　羽衣子」

「う、うん。お、大原くん……女の子に、それはひどいと……思うな」

　酷ひどいのはどっちだよ。でも、正直言うと俺も最近、女と勘かん違ちがいすることが増えたような。

「そ、その、ボクは──」

　きゃぁあああああ！　と大原ガールズたちがハイテンションな叫さけび声を上げて、有栖川に押し寄せた。

「かっわいー！　ホントに有栖川くん？」

「こんな衣い装しようあるんだねー。てか、自分で作ったとか？」

「アリスちゃんて呼んでもいい？　ね、もしかしてＢＬとか好き？」

「それで恋こい人びとは？　彼氏はいるの？」

　マシンガンのように叩たたき付けられる好こう奇き心しんの弾だん丸がんに、有栖川は目を回していた。

　大原はその様子を面白くなさそうに眺ながめていたが、大原ガールズが別に有栖川に男として興味を持っているわけではないことに気付いたらしい。機き嫌げんを直したのか、ニヤニヤした笑みを浮かべると、今度は朝霧に話しかけた。

「ねえ、凛り々り子こちゃんは？　俺のとこへ来ない？」

　朝霧はにっこり微笑ほほえみ返す。脈ありと思ったのか、大原は朝霧の肩を抱こうと手を伸のばした。しかし朝霧はすっと体を反転させると、大原の手から逃のがれた。

「あたしちょっと行くところがあるから」

　そう言い残して、足早に立ち去った。

　──行くところ？

　俺は一之宮を見上げた。

「なあ、一之宮。お前たちって、アステルに来て長いのか？」

「いや？　さっき着いたばかりだ」

「前に来たことは？」

「俺が知る限りはないな」

「そっか……」

「この通りを戻ると、左手にホテルがある。俺たちはそこに宿を取るから、何かあったら来てくれ」

「分かった」

　そこで俺は、今さらながらレオンハルトと、あともう一人がいないことに気が付いた。

「レオンハルトと、あと……えっと、あいつ──何だっけ？」

　俺が顔をしかめて唸うなっていると、一之宮は首を傾かしげた。

「山やま田だか？」

　そうそう、それだ。何せ印象が薄うすいんで、ついつい存在自体を忘れてしまう。しばらくすると、顔も名前も忘れてしまうというか、そもそも覚えられない。

「あの二人はチェックインして早々、どこかへ行ってしまったんだ。ロビーで待ち合わせていたんだが、姿を現さなくて……」

　もしかしたら部屋で寝ねてるかも知れないが──と一之宮は付け加えた。

「まあ、そんなとこかもな。じゃ、俺も町を見物してくるよ」

　俺は軽く手を挙げて挨あい拶さつをすると、一之宮たちに背を向けて歩き出した。

　朝霧が立ち去った方向へ向かって。
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　この町はあまり道が複雑ではなく、曲がり角も少ない。おかげで、朝霧の姿はすぐに見つかった。

　俺は気付かれないように、見失わないギリギリの距きよ離りを保って後をつけた。

　初めて来た町にもかかわらず、朝霧は行くところがある、と言った。大原の誘さそいを断る適当な言い訳とも取れるが、どこか引っかかる。

　朝霧は太い通りに出ると角を曲がった。その足取りに迷いはない。

「ん？」

　あれは……何だ？

　大通りに並ぶ建物の上から、大きな建物が顔を覗のぞかせた。

　一見太い煙えん突とつかと思う、ずんぐりむっくりした円えん筒とう形。壁かべと同じ、巨きよ大だいな石のブロックを積み上げて作られている。

　俺が足を止めてその威い容ようを見上げていると、朝霧も立ち止まっているのが見えた。

　──マズい！

　俺は咄とつ嗟さに横を向き、通りに並んでいる店の一いつ軒けんに飛び込んだ。

　入り口からすぐに本ほん棚だなが並び、古めかしい装そう丁ていの本がぎっしりと収まっている。

　古い本の匂においが鼻を突ついた。中は薄うす暗ぐらく、窓から差し込む光に埃ほこりが反射してキラキラと光っている。

「いらっしゃい」

　カウンターの向こうで、瘦やせこけた爺じいさんがぎょろりとした目玉を向ける。その手前にも本がうずたかく積まれていた。

　本屋……それも古本屋って感じだな。

　店の中は雑然と本が積まれ、気を付けて歩かないと本の山を崩くずしそうだった。俺は振ふり向くと、入り口から顔を半分覗かせて、朝霧の様子を覗うかがった。

「あれ？」

　既すでに朝霧の姿はなかった。

　バレなかったのは幸いだが、尾び行こうは失敗だ。付け焼き刃ばは難しい。きっとサタナキアかアドラなら上手うまくやるんだろうな。

「兄ちゃんも勉強しに来たんかい？」

「え？」

　爺さんが話しかけてきた。気難しそうな見た目の割に、意外とフレンドリー。

「ほれ、あの大図書館に来たんだろ？」

　指さしたのは、あの大きな建物の方角だ。

「あれって図書館だったのか……」

　思わずそう漏もらすと、爺さんは呆れたような顔をした。

「知らないのか？　アステルの大図書館は、このバルガイア大陸一の蔵書を誇ほこる図書館なんだぞ。古い歴史書や貴重な魔ま術じゆつ書もいっぱいあって、知の殿でん堂どうとも呼ばれているんだからな」

　爺さんは、まるで自分の図書館かのように胸を張った。

「何と言っても、未いまだに解読されていない古文書が有名だな。うちの店でも一度でいいから、あれほどの稀き覯こう本ぼんを扱あつかってみたいもんだ」

「解読されていないって……使えないってことか？」

「そうだ。人間には読めない文字で書かれている。禁断の書だよ。噂うわさでは、地の底の地じ獄ごくと交信する為ための手段が書かれていると言う奴やつもいるが」

　地獄と交信？

「それって、魔ま王おうヘルシャフトと交信するっってこと？」

　爺さんは顔をしかめて手を横に振った。

「違ちがう、違う。もっと恐おそろしいもんだ。地の奥深くの本物の地獄だよ」

　本物の……？

「この町の古い言い伝えでな、地下では悪魔たちが餓が鬼きをこき使って、この世界の大地を造り続けているって話がある。真っ赤に燃えて、どろどろの溶よう岩がんから地面や砂さ漠ばくや海を作り出す。それが少しずつ浮うかび上がってこの世界になるんだ。だから金や鉱石を取っても取ってもなくならないんだ」

「……」

「それだけじゃない。奴らは化け物も造ってる。だから化け物はいたるところから湧わき出てくる。まあ、全すべては言い伝え、伝承だがな。だが解読出来ない古文書が存在するってことは、もしかしたら……とは思わないかい？」

　爺さんはにたりと笑って目を剝いた。

　……何だその伝承。

　それに凄すごく近いものに心当たりがある。

「その古文書は何ていうんだ？」

「名前なんか誰にも分からねえよ。読めない本の名前を、どうやって知るんだい」

　それもそうかと納なつ得とくすると、

「分かったよ。じゃ、その図書館に行ってみるよ」

「おう。『ヘルズライン』に魅み入いられて地獄に落ちないようにな」

　……？

　ヘルズ、ライン？

　俺が怪け訝げんな顔で振り向くと、爺さんは意地の悪そうな笑えみを浮かべている。

「今の……ヘルズラインって何？」

「古文書の俗ぞく称しようだ。本当の名は知らんが、わしらはそう呼んでいる」

「──っ!?」

　ヘルズライン。

　それは爺さんによれは、地獄との交信手段。

　いわば、地獄との回線。

　そしてこの町の伝承によれば、地獄とはこの世界を造っている場所。

　この世界を造っているのは誰だれだ？




　──ヘルズドメイン。




　確証はない。

　だが、それは……ヘルズドメインとの交信を意味しているのでは？

　とすると──、

　外部との連れん絡らく手段がある!?

　この現状を伝えて、助けを求めることが出来る！

　もしそうなら是ぜが非でも手に入れたい。読めないというのは、ＮノンプレＰイヤーキヤＣラクターだからか、或あるいは何か条件を満たしていないからだろう。

「爺さん！　ありがとな！　すぐ行ってくるぜ！」

「どこへ行くの？」

　──!?

　出入り口に、スタイルのいい女の子のシルエットが浮かび上がっている。

「出て来たら驚おどろかそうと思ってたのに、なかなか出てこないんだから。待ちきれずに入って来ちゃったよ」

「あ、朝霧……」

　朝霧凛々子は俺をじっと見つめて、もう一度言った。

「それで──どこへ行くの？」

　その表情からは、朝霧の真意は読み取れなかった。
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　古本屋を出てすぐの所に大きな広場があった。

　色とりどりのタイルが敷しかれた、美しい広場だった。かなり広々としていて、ちょっとした集会やコンサートが開けそうだ。

　今は町の人たちが集まってお喋しやべりに興じていたり、大道芸人が芸を披ひ露ろうしたり、物売りが店を広げたりと、思い思いの時間を過ごしている。

　俺はその広場を突っ切りながら、反対側にそびえる大図書館へと向かっていた。

　すぐに入って、ヘルズラインを確かく認にんしたいところだが──、

　背後から、タイルの床ゆかに響ひびく足音がぴたりと付いて来る。

　俺の後ろを歩く、朝霧の足音だ。

　例の古本屋を出てから、ずっとだ。

　──古本屋の出入り口を塞ふさがれた俺に、朝霧はこう訊きいた。

『何か用かな？　堂巡くん』

『用があるのは朝霧だろ？　この古本屋には俺が先に入っていたんだぞ』

　くすっと笑うと、朝霧は一歩下がって、出入り口を開けた。

『堂巡くん、尾行が下手だね。すぐに気が付いたよ』

『……何せ尾行している自覚がなかったからな』

　俺は店を出ると、朝霧と向かい合った。朝霧は小さく首を傾かたむけた。

『じゃ、行こうか』

『……どこへ？』

『知らないけど、堂巡くんが知ってる』

『……どういう意味だ？』

『今度はあたしが後をつける番』

　まずい展開だ。最悪と言っていい。

『朝霧みたいな高たか嶺ねの花にストーキングされるなんて、俺も偉えらくなったもんだ』

　朝霧は一いつ瞬しゆん押し黙だまると、ちょっと怒おこったように俺を睨にらんだ。

『早くしないと、死なない程度に斬きるよ』

　俺は肩かたをすくめて歩き始めた。ここでぶった斬られたら困るからな。どこかで撒まくチャンスもあるだろう。

　そう考えながら、俺は朝霧を従えるようにして、大図書館の前までやって来てしまった。

　まずいのは分かっている。

　だが、どうしようもない。

　アステルの町は道の幅はばが広く、整然とした街並みをしている。路地もないし、身を隠かくすのが難しい。そもそも、後ろにぴったりと付いて来ているのだ。まずは引き離はなさなければならないが、走って逃にげたところで朝霧のスピードではすぐに追いつかれる。

　既に広場の半分を通り過ぎ、大きな図書館の建物が近付いてくる。

　くそっ、図書館を素す通どおりしてどこか別の場所へ行くか？

　だが怪あやしまれれば、朝霧は古本屋で聞き込みをするかも知れない。そうしたら、あのＮＰＣの爺さんは、俺に話したのと同じ話を繰くり返すだろう。

　朝霧の正体が分からない今、ヘルズラインの情報を渡わたすのは危険だ。出来れば、俺だけのものにしたい。

　それに、もしかしたら朝霧の狙ねらいも同じかも知れない。だとしたら、寄り道しないで真っ直すぐヘルズラインを手に入れて、自分の持ち物に突っ込んだ方が得策だ。

　俺は覗のぞくようにして、肩かた越ごしに朝霧を振り返った。

　──ん？

　てっきり鋭するどい目つきで俺を監かん視ししてるかと思いきや、よそ見をしていた。

　口元は微笑ほほえんでいるのに、瞳ひとみは少し悲しそうに伏ふせられている。

　朝霧の視線を追ってみるが何もない。強しいていうなら、広場の端はじにある階段状のステージを見つめている。

　しかし、そこには誰もいない。

　一体何を見ているんだ？

　もう一度朝霧の顔を見つめてみるが、分からない。

　もしかしたら、ここにはない何か遠くのものを見つめているのでは？

　根こん拠きよはないが、そう思った。

　そして、朝霧の切なそうな顔は、なぜか放ほうっておけない気持ちにさせられる。

　敵かも知れない。俺たちを殺そうとしているのかも知れない。

　それなのに──、

　朝霧がこちらを向き、目が合った。

「!!」

　思わずどきりとする。

「あ……」

　朝霧は先さき程ほどの切なそうな顔ではなく、険しい表情で俺を睨んでいた。

　見られたくないものを見られた。そんな感じだ。朝霧に文句を言われる前に、俺は先手を打つことにした。

「朝霧は、ここに来たことがあるのか？」

「──え」

　奇き襲しゆうは成功し、朝霧は口を微かすかに開いたまま目を見はった。

　ややあって、静かな答えが返ってくる。

「……そうだね。あるよ」

「えっ？」

　まさか、本当に？

　訊いておいて何だが、それはない。一之宮はさっき、この町へ来るのは初めてだと言っていた。朝霧は自分勝手に動いたりはしない。ましてやカルダートから遠く離れたこんなところへ、一人で来るはずがない。

「ヘルシャフトと逃げ回っていたとき、ここにも来たんだ」

　──噓うそだ。

「ぅ……」

　うおっ！　あっぶねぇ!!　危あやうく、噓だと口に出して言うところだった。そんなことを言ったら、俺がヘルシャフトだと認めるようなものだ。

「どうかした？」

　したり顔で朝霧が訊いてきた。

「別に。どうりで迷いのない足取りだった、って思っただけだよ」

「あれ？　尾び行こうしたの認めちゃうんだ？」

「尾行じゃない。俺の行く方向に朝霧が歩いていただけだ」

　朝霧は一いつ瞬しゆん言葉を失って、ぷっと吹ふき出した。

「成る程ね。確かにあるよね。そういうこと。でも、もうちょっとマシな言い訳ないの？」

「ウケるかと思って」

「そうだね。面おも白しろかったよ。本当に堂巡くんはつかみ所のない人だね」

　そして、朝霧は柔やわらかく微笑んだ。

「本当に、分からない」

「俺にも朝霧は分からないよ」

　広場を横切り、俺たちはアステルの大図書館へ入った。

　一フロアの床ゆか面めん積せきは野球が出来そうなくらいに広く、それが十五階まであるのだ。そのフロアを貫つらぬくように、中央に大きな吹き抜ぬけがある。

　古本屋の爺じいさんの話では大勢の人が訪おとずれているはずだが、どういうわけか誰もいない。入り口のカウンターに司書と覚おぼしきＮＰＣがいただけで、中に入ると人っ子一人いないし、物音一つしない。立派で重じゆう厚こうな作りの図書館が、忘れ去られた遺い跡せきか、廃はい墟きよのように感じられた。

　俺は吹き抜けから顔を出して、上を見上げた。

　吹き抜けを横切るように渡された橋が見える。その中央部分が円形に少し広くなっていた。案内図を確認したところ、目的の古文書《ヘルズライン》はそこに展示されているようだ。

「何を探しに来たの？」

「ただの観光だよ。珍めずらしい本がいっぱいあるらしいからさ。何か役に立つ物があるんじゃないかと思って」

　噓でも本当でもない、曖あい昧まいな答えを返した。

「ふうん」

　信じているのかいないのか、朝霧も生返事をする。

　まあ、成果を急いで失敗するのはもうごめんだ。適当な本を読んで、朝霧に俺が本当に本を読みに来ただけと思い込ませるまで、待つ作戦にするのもいい。

　──或いは、

　俺の切り札で、朝霧から正常な判断力を奪うばうか──、

　そんなことを考えながら、無意識に歩いて角を曲がった。目の前に台車に載のった本の山があるのに気付いたのは、ぶつかる０・５秒前。

「あ！」

　と声を上げた時にはぶつかっていた。台車が勢いよく滑すべってひっくり返り、冗じよう談だんのように高く積まれていた本が、俺に向かって倒たおれてくる。

「うわっ!?」

　革かわの表紙の分厚い本は、はっきり言って凶きよう器きだ。そんな鈍どん器きが百数十冊、頭の上から降ってきた。

　俺の後ろから付いて来た朝霧も、当然のことながら、角を曲がった出会い頭がしらに本の雨に降られた。

「きゃぁあああ!?」

　──!!

　本に埋うまりながら、俺は反射的に指を回転させてシステムメニューを開く。これは神の起こした気まぐれな奇き跡せき。このワンチャンスを逃のがすわけにいかない！

　熟練の域に達した俺は、実際にメニューを見なくても、指先の操作だけでその魔ま法ほうを起動させることが出来る。

　──頼たのむぞ！　『エクスタス』!!

　ピンク色の輝かがやきが、一いつ瞬しゆん波は紋もんのように広がった。

　よし!!

　俺は本の山から這はい出すと、倒れている朝霧に駆かけ寄った。

「すまん。大だい丈じよう夫ぶか？　朝霧」

　朝霧の上に載っている豪ごう華かな装そう丁ていの本をどかし、起き上がるのに手を貸そうとした。

「だ、だいじょう……んぁああんっ！♡」

　手に触ふれた瞬しゆん間かん、朝霧は悩なやましい悲鳴を上げた。そして慌あわてて手を引っ込める。

「ど、どうしたんだ？　朝霧」

　うろたえる俺に、朝霧は苦しげな表情を向ける。

「どうって……な、何か、変で……」

　頰ほおは赤くなり、呼吸も荒あらくなっている。エクスタスの効果により、強制的に発情させられている状態だ。朝霧は顔にかかった髪かみを耳の上にかき上げ、何かに気付いたように顔を上げた。

「この……感じ。前の、蛍ほたるみたいなモンスターの、ときみたいな……」

　俺は床ゆかに散らばった本を見み渡わたした。

「とすると……この中に魔ま術じゆつ書か何か交じっていたのかも知れない」

「く……」

　朝霧は唇くちびるを嚙かむと、震ふるえる足で立ち上がった。

「お、おい。大丈夫か？」

　朝霧は精神力で快楽を抑おさえ込み、眉まゆを寄せた表情を俺に向けた。

「も、問題ないわ……この程度……んっ♡」

　あえぎ声が出そうになり、朝霧は口を押さえて背を向ける。

　大した精神力だ。しかし──、

　俺はもう一度、『エクスタス』を発動した。

「ひっ♡♡!!」

　初めてのエクスタス二重がけ。いわばダブルエクスタス、もしくは追いエクスタス、というとトッピングの追加みたいだが、効果はてきめん。

「あ……ああっ……はぁ♥」

　だらしなく開かれた唇から熱い吐と息いきを漏もらし、犬のように舌が覗く。体を小刻みに震わせ、膝ひざも笑いっぱなし。もはや立っているのもやっとの様子だ。

「ちょ、ちょっと……お手洗い、行って……くる」

「ついて行こうか？」

　朝霧はちらりと俺を振ふり向く。その瞳は欲情に濡ぬれて、背筋が震える程色っぽかった。俺の顔をしばらく見つめてから、視線が下へと移る。そして下半身へ熱い視線を注いだ。唇の間から、小さな舌が顔を出した。

　しかし朝霧は欲望を振り切るように、顔を背そむけた。

「だ、ダメ……こないで」

「大丈夫か？」

「へ、平気……だか、ら」

　本ほん棚だなに手を突つきながら、朝霧はよろよろと書しよ架かの間を歩いて行く。

　エクスタスを二重にかけられながら、よくあれだけ意思を保てるものだ。改めて朝霧の意志の強さに感心した。

　そして俺は足を踏ふみ出し、朝霧の後を追う。

　念のためだ。もし朝霧が全すべての黒幕だとしたら、アダルトモードを封ふうじる手段を持っているという可能性もある。あれは演技で、俺を騙だましているのかも知れない。

　俺は本棚の陰かげに隠かくれながら、ふらふらと歩いて行く朝霧を追った。大図書館には他ほかに人ひと影かげはなく、ＮＰＣもカウンター以外には配置されていないようだ。

　朝霧はきょろきょろと辺りを見回す。恐おそらくトイレを探しているのだろう。

　しかし生憎あいにくなことにトイレの場所を示す表示はどこにも見られない。朝霧は苦く悶もんの表情を浮うかべながら、歩いて行く。

「あ……」

　朝霧は行き止まりになっていて、他の通路から死角になっている場所を見つけると、そこに倒れるように座り込んだ。

「はぁ……はぁ……」

　俺は本棚を挟はさんだ隣となりの通路を進み、朝霧に近付いた。そして本と本の隙すき間まから、朝霧の様子を覗うかがう。

「んっ……はぁあんっ！♥」

　本棚一つを挟んだ向こうで、朝霧が自分の体をまさぐっていた。

　──お、おい、朝霧！　こんなところで!?

　体の中から沸わき上がる欲情を抑おさえきれないのだろう。朝霧は右手で左の胸を、そして左手でスカートの上から股またを押さえている。

「ふぁっ、ぁあん……き、気持ちいい……」

　とろけるような甘い声が、耳から俺の脳を侵しん食しよくする。手の動きに合わせておきる、微かな衣きぬ擦ずれの音が俺の本能を刺し激げきする。

　朝霧はうっとりと微笑ほほえみ、自分の体を使って快楽を生み出すことに夢中になっていた。

　もはや正常な判断力を失っているに違ちがいない。そしてその熱と催さい淫いん効果が伝でん染せんするように、俺の体を熱くした。

　目の前で、朝霧が自じ慰い行こう為いをしている。

　あの真ま面じ目めで、優等生で、清らかで、淫みだらなことなど縁えんのなさそうなクラスメートが、俺の目の前でオナニーをしている。こんな姿を他の二年Ａ組の連中が見たらどう思うだろうか？　それ程ほどまでに普ふ段だんとのギャップが激しい。

　前にもエクスタスの効果やモンスターの特とく殊しゆ効果でエッチをしたことはある。しかし、これはそれとは別種の興奮がある。
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　誰だれかに無理矢理されるのでも、二人でするのでもない。一人で、自分が気持ち良くなる為ためだけにする行こう為い。純じゆん粋すいに性的快楽を得たくてする行為だ。

　朝霧はもどかしそうに、服のボタンを外し始めた。

　まさかここで服を脱ぬぐのか？　いくら人がいなさそうだと言っても、司書のＮＰＣはいたんだぞ？　もし見られたらどうする？

　そんなことも考えられないくらい、快楽に支配されているのだろう。或あるいは、誰かに見られるかも知れない、という緊きん張ちよう感かんがより官能を煽あおっているのかも知れない。

　ボタンが外れ、朝霧の白い胸が飛び出してくる。白い下着に包まれた柔らかそうな胸を、激しく揉もんでゆく。

「あっ、ああん……んっ、ふぁあぁあっ！　あん」

　しかし朝霧はもの足りないのか、下着の中へ手を入れ直接胸に触れる。

「ああぁああぁあんん♥♥　こ、これ……いい……」

　しばらく下着の下で胸を揉み続けたが、ふと手を止めると、下着から手を引き抜く。その時にブラがズレて、左胸がぽろりとはみ出した。

　しかし朝霧は気にする様子もなく、スカートの下に両手を入れる。

　まさか下も──なんて考えている場合じゃない！　エクスタスの効果はもう十分確かく認にん出来たんだ。今のうちに、早くこの場を立ち去ろう。

「んっ……！♥　あぁ、やぁあんんっ♥」

　朝霧の嬌きよう声せいに後ろ髪がみを引かれた。そしてつい、また、本の隙間に顔を寄せてしまう。

　虚うつろな瞳ひとみに、とろけたような顔。壁かべに寄り掛かかってぐったりとしている朝霧の姿は、演技とは思えない。

　それに、俺の尾び行こうを敏びん感かんに察知した朝霧が、これだけ近くにいて気付かないのだ。エクスタスの効果は確実に効いている──そう思って問題ないだろう。

　せっかく朝霧を撒まくチャンスを手に入れたんだ。

　今のうちにヘルズラインを確保しよう。

　そう自分に強く言い聞かせ、今度こそ俺は朝霧から目を逸そらした。

　しかしあまりの刺激的なショーに、俺の心臓はばくばくと音を立て続けている。俺は激しい鼓こ動どうを抱かかえながら、そっとその場を離はなれた。

　通路を進み、階段を見つけると上のフロアへと移動した。

　そして登り続け、十三階。ここが橋の架かけられているフロアだ。逸はやる心に急せき立てられるように、俺は足早に吹ふき抜ぬけへ向かう。

　──？

　吹き抜けにかかる橋の前で、俺は異様な光景を目にした。

　全身黒ずくめの男が、ガラスのショーケースの前に立っている。そいつは俺に背中を向けて、フード付きのマントを頭から被かぶっていた。

　その人影が振り向く。

「……!?」

　黒いフードの下に顔はなかった。

　俺の姿が映っていた。

　それは鏡の仮面だった。

　目も鼻も口もない、つるっとした仮面に俺と図書館が映り込んでいる。

　その景色が揺ゆれたと思うと、その男は俺に背を向け走り出した。

　その背中を呆ぼう然ぜんと見つめ、俺は橋の中央にあるショーケースに視線を移す。

　ガラスは叩たたき割られ、中にあったであろうヘルズラインはどこにもなかった。

　──あいつは!?

「待てっ!!」

　そう叫さけぶと、俺は駆け出した。

　鏡の仮面の姿はもう見えない。だが、曲がった方向は見ていた。

　くそっ！　何をぼんやり見てたんだ、俺は！　すぐに追いかけろよ！

　角を曲がり、本棚の並ぶ通路を見渡す。一いつ瞬しゆん奥に黒いマントがひらめいた。

　あっちだ！

　俺は床を蹴けり、全力疾しつ走そうで駆かけた。

　畜ちく生しよう!!　何なんだあれは!?

　何でヘルズラインが盗ぬすまれなきゃならないんだ!?　アイテムを盗むＮＰＣ!?　イベントなのか!?　それとも──、

　脳のう裏りに大聖堂でみたＭＡＤ動画が蘇よみがえった。

『苦しめ』

『お前たちは』

『閉じ込められたまま死ぬ』

　まさかあいつが!?

　でも、外の世界にいるはずじゃないのか!?

　分からない。だが、捕つかまえれば全てが分かる！

　魔ま王おうの鎧よろいを装着するか悩んだ。足を止めて装着する時間と、生身とのスピード差を考える。だが、見失ったら元も子もない。

　俺は黒マントを見かけた角を曲がった。

「……っ!!」

　目の前にあったのは、まるで迷めい路ろのような本棚の列だ。縦横に入り組んでいて、先が見通せない。

　──逃にがすかっ！

　俺は本棚の列に飛び込むが、どっちへ行ったのか見当も付かない。

「くそっ！」

　勘かんを信じて走った。幾いくつもの角を曲がり、行き止まりにぶつかりながら、何度も行ったり来たりを繰くり返す。

「どこへ……行きやがった……」

　時間だけがじりじりと過ぎ、俺の心に絶望が忍しのび込み、足取りが重くなる。

　──もう駄だ目めだ。

　そんな心の声を必死になって否定する。

　気が付くと、いつの間にか迷路のようなフロアから抜け出していた。

　耳を澄すますが、足音も聞こえない。

　これは、何だ？

　呆然として、俺は自分に問いかける。

　何が、起きた？

　俺が犯人に出し抜かれた。

　重要な手がかりを、鼻先で奪うばわれた。

　まるで見せつけるように。

　心を折るように。

「ちくしょおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　俺は、本棚を思いっきり蹴り飛ばした。
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　インフェルミアに戻もどって来た俺は、すぐに哀あい川かわさんのもとへ駆けつけようとした。もちろん、ヘルズラインとそれを奪った鏡の仮面のことについて話すためだ。

　しかし相変わらず奴ど隷れいとして忙いそがしい哀川さんは、インフェルミアのどこにいるのか分からない。そこで俺は、よく行きそうな厨ちゆう房ぼうや奴隷部屋の見張りに、見かけたら俺の部屋へ来るようにと伝えるよう言い付けた。

　──ひとまず部屋で待つか。

　自分の部屋へ戻ろうとした俺を、涼すずしげな声が呼び止めた。

「キング、少し宜よろしいでしょうか？」

「うぉ!?」

　柱の陰かげに溶とけ込むようにアドラが立っていた。

「おお……ア、アドラか。どうした？」

「はい。遠えん征せいに出ていた者も全員帰き還かん致いたしましたので、定例会議を再開したいと思いまして、お迎むかえに上がりました」

　定例会議？　ああ、そういえば今日だったか。

「今はそれどころでは──」

　そう言いかけると、アドラはひどく残念そうな顔をした。いや、ひどくというのは言い過ぎだ。表情の変化はほんのわずか。

　それなのになぜだろう？　アドラがこの会議を楽しみにしていて、俺に出席して欲しがっている。そして断られそうなことを残念に感じている。そんな心の動きが、ありありと分かる。

　相手はＡＩだ。心があるわけではなく、思考ルーチンに従った行動を出力しているに過ぎない。なのに、俺はそこに気持ちや感情を読み取っている。

　そして、それに応こたえてやりたい──そう感じている。

「よかろう。では行くぞ」

「はっ！」

　その返事にも、どこか嬉うれしそうな響ひびきが含ふくまれているように、俺には聞こえた。




　　　　＋　＋　＋




　魔王の間に行くと、グラシャ、サタナキア、フォルネウスが既すでに席に着いている。

「よお、王様！　元気だったか？」

「ヘルシャフト様、お久しぶりでございます。サタナキア、ただ今戻りました」

「うわーい♪　へるさまだー!!」

「うむ、皆みな元気そうで何よりだ。では、早さつ速そくだが成果を聞こう」

　俺は椅い子すに座ると、全員を見回した。その表情を見ただけで、上じよう首しゆ尾びであることが分かる。みんなとても嬉しそうだ。

　では私から──と、アドラは席に座らず、そのまま発表をした。

「マルドレイク山さん岳がく地帯の支配を確立致いたしました。少数部族の間で発生していた争いを平定し、全すべての部族が魔王軍の傘さん下かに入ることを認めました」

　インフェルミアの南、バルガイア大陸から飛び出すように突つき出た半島にあるのがマルドレイク山岳地帯だ。そこは固有種のモンスターが部族を作り、争いを繰り返している場所である。

　山岳地帯なので軍を動かしづらい上に、各部族がバラバラに縄なわ張ばりを主張しているので、なかなか手を出しづらかったのだ。今回初めて、アドラの吸きゆう血けつ鬼き軍団がその問題にメスを入れた。

「険しい地形の上、扱あつかいづらい少数民族が多くて大変だっただろう。ご苦労だった」

「いえ、勿もつ体たいないお言葉……身に余る光栄です」

　アドラは涙なみだぐみながら頭を下げた。

「近々、各部族の長おさが謁えつ見けんに参りますので、キングにはお手数をおかけしますが」

「構わん。お前がした苦労に比べれば些さ細さいなものだ。調整は任せたぞ」

「は！」

　アドラが席に座り、入れ替かわるようにグラシャが立ち上がる。

「オレは魔ま獣じゆう軍団を連れて、親父おやじの加勢をしてきたぜ！」

　グラシャは、バルガイア大陸の北にあるゴランド大陸へ行っていた。

　そこでは五つの国が争っているが、その内の一つグランドールはグラシャの父親、グランドが支配している国である。

　グラシャは魔獣軍団を率いてグランドールへ赴おもむき、父親グランドと協力して周辺国と戦っていたのだ。

　グラシャは耳を立てて、尻尾しつぽをぶんぶん振ふっている。

「フフ、その様子ではいい報告が聞けそうだな」

「おうよ！　全すべての国はグランドールの配下になった！　ゴランド大陸は親父が……いや、親父とオレが統一したぜ！」

「それでヘルランディアとの同盟について、グランド殿どのは何と言っている」

「ゴランドの自治を認めてくれりゃあ、王様の下に付くってよ」

「ならば何の問題もない。よくやってくれた、グラシャ」

　次はサタナキアの番だ。上品な所作で立ち上がり、礼をする。

「北方のノエル凍とう土どの制圧は問題なく完かん了りよう致いたしました」

「ご苦労だった。極ごつ寒かんの中、手て強ごわい連中も多かったろうに、よく頑がん張ばってくれたな」

　サタナキアはぽっと頰ほおを染めると、恥はじらうように視線を逸そらして腰こしをくねらせた。

「そ、そんな……アルズヘイムとの協力体制が敷しかれたおかげで、氷の精せい霊れいたちの力を借りることが出来ましたから。それほどでは……」

　フォルネウスが立ち上がった勢いでそのまま宙に浮うくと、元気に手を挙げた。

「はいはいはーい！　フォルネウスも褒ほめて欲しいんだもん！」

「おう、フォルネウスはキルス地方の担当だったな」

　インフェルミアの南西、ラムル山脈の向こう側にあり、温暖で農業が盛んな豊かな土地で、安定した統治が行われている。

　武力で攻せめ込まなくても、領主に話を付ければカタが付く。しかしフォルネウスにそんなことをさせるのは不安でいっぱいだ。だから俺は、条件を書いた親書をフォルネウスに持たせていた。それを渡わたすただけで全て解決。さすが俺。抜ぬかりはない。

　幹部に使いっ走りをさせるのは気が引けたが、フォルネウスは頭が残念な子なのだ。やむを得まい。

「どうだ？　ちゃんと領主と話は付けてきたか」

　フォルネウスは満面の笑えみで胸を張った。

「ちゃんと全ぜん滅めつさせてきたんだもん！」

　……はい？

「ちょっと待て。全滅って……どういうことだ？」

「だからキルスのりょうしゅの館やかたを壊こわして、周りの人間たちも皆みな殺ごろしにしてきたんだもん」

　バカァアアアアアアアアアアア！

「お前！　俺が書いた親書はどうしたのだ!?」

　フォルネウスはきょとんとした顔で俺を見つめた。

「しんしょ……あ！」

　ごそごそと服の下を探さぐると、くしゃくしゃになった紙を取り出した。

「すっかり忘れてたんだもん」

　このアホの子は、お使いすらまともに出来なかった！

　せっかく支配体制が確立されているなら、それをそのまま使った方が楽だったのに！　税金だって沢たく山さん取れるし！

「ま、まあ……良い。とりあえず、我々の支配下になったのだ……良しとしよう」

　俺は褒める代わりに、フォルネウスの頭をなでてやった。

「えへへへへ……ふにゅうなんだもん」

　モフられるフォルネウスを、サタナキアがもの凄すごく羨うらやましそうな目で見ていた。

　にしても、やはりこいつらといると気分がいい。落ち着くというか。

　それは一体なぜなのか？

　恐おそらくは、本物の人間と違ちがって裏表がないからだろう。

　こいつらはＡＩで動いているＮＰＣだ。魔ま王おうヘルシャフトに絶対の忠誠を誓ちかっている。だから裏表がない。俺に噓うそをついたり、裏切ったりしない。

　俺への信しん頼らいを失えば忠誠心を失うが、それは《ＬＯＹＡＬＴＹ》の数値が下がったらという、明確で分かりやすく、納なつ得とく出来る理由がある。

　だが人間は平気で他人を裏切るし、噓をつく。顔で笑っていても、腹の中では何を考えているか分からない。親しげに話していても、本人のいないところでは陰かげ口ぐちをたたいているかも知れない。

　人間よりも、ＮＰＣであるこいつらの方が、よほど純じゆん粋すいで、誠実で、信頼出来る。

　もしかしたら、生きた人間よりもよっぽど尊い存在なのではないかとすら思えてくる。

「キング、ログレス大陸を支配下に置いた段階での支配率は28％でしたが、今回の遠征が成功したことで、45％と大きく上じよう昇しようしております」
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　アドラの声が、俺を物思いの海から引き上げた。

「順調だな」

「は。キングの世界制せい覇はもそう遠くない未来かと思われます」

　拡張パックの解放まで、残りあと25％か。

「それで次はどうするんだ!?　言ってくれりゃあ、どこだろうと攻め落としてくるぜ！」

　グラシャはたぎる血を抑おさえられないように、牙きばを剝むき、ギラギラと目を輝かがやかせた。

「次の狙ねらいはグラスレーナ。オルゼリア教の大聖堂だ」

　バルトルク森林地帯とアステルをオルゼリア教が押さえれば、バルガイア大陸におけるオルゼリア教の支配地は約三分の一。それを奪うばえば、ちょうど70％を超こえる。

　おお、とみんなから声が上がる。そして、来たるべき大戦が待ちきれないとばかりに、興奮に目は鋭するどくつり上がり、喜びに口には笑みが浮かんだ。

　グラシャは椅子を倒たおして立ち上がると、拳こぶしを突き出した。

「いいな！　それ！　燃えるぜ!!」

　アドラも口に笑みをたたえながら、メガネの位置を直す。

「ふふ……目め障ざわりな連中でしたからね。私としたことが興奮が抑えられません。ああ、すぐにでもグラスレーナの詳しよう細さいな調査と軍の運用計画を進めなくては！」

　フォルネウスは目を半眼に、口に嗜し虐ぎやく的な微笑ほほえみを浮かべている。いつもの可愛かわいらしくほわほわした雰ふん囲い気きではなく、恐るべき殺さつ戮りくの天使の表情を覗のぞかせた。

「この前もやっつけたけど、まだまだ足りないんだもん。フォルネウスにしたひどいことを倍返しなんだもん」

　オルゼリア教がサタンに加担したことを、まだ根に持っていた。

　それよりも険けん吞のんなオーラを漂ただよわせているのはサタナキアだ。赤い瞳ひとみには一ひと際きわ大きな怒いかりの炎ほのおが燃えていた。

「……ヴァイスクローネ城を破は壊かいし、アルズヘイムの町を焼き、エルフを殺戮した罪……オルゼリアには然しかるべき報むくいを与あたえねばなりません……」

　元エルフであり、今でもアルズヘイムを愛するサタナキアにとっては、恨うらみ骨こつ髄ずいといったところか。

「ヘルシャフト様、ぜひ先せん鋒ぽうはダークエルフ軍団に」

「ちょ！　待てよサタナキア！　一いち番ばん槍やりは魔獣軍団に決まってんだろうが！」

「そんな決まりはありません。グラシャがいつも勝手に飛び出しているだけです」

「んだとぉ!?」

　今にも摑つかみかからんとする二人の間に、アドラが割って入った。

「落ち着け二人とも。サタナキアの怨うらみを晴らしたい気持ちは分かるが、それではダークエルフ軍団の強みが活いかせない。お前たちは遠えん距きよ離りから弓で援えん護ごが定石だろう」

「それはそうですが……」

　サタナキアは不満そうに目を逸らした。

「へへ！　わりいなサタナキア。今回もうちが一番乗りだぜ！」

「お前もだ。魔獣軍団はもっと適切な使い方がある。先鋒はアンデッド軍団が適任だ」

「うちなんだもん？」

　フォルネウスはきょとんとして首を傾かしげた。

「グラスレーナへの突とつ入にゆうは、ある程度の犠ぎ牲せいが前提となる。計算をしなければはっきりとした数字は出せないが……一人が倒れる間に何メートル進めるか？　という作戦になるだろう。それならばアンデッド軍団が丁度いい」

「だったら、うちの子たちも大喜びなんだもん♪」

　フォルネウスの話では、アンデッド軍団は死んで成じよう仏ぶつすることを望んでいるそうだからな。確かに、喜んで突とつ撃げきしそうだ。

　グラシャも反論出来ず、腕うでを組んで唸うなった。

「まあ……そりゃ、そうだけどよ……」

「それにグラスレーナは城じよう壁へきがない。一カ所道を突とつ破ぱすれば、後は出入り自由だ。アンデッド軍団による露つゆ払はらいの後、満を持して魔獣軍団と吸血鬼軍団を投入する。後は暴れ放題だぞ？」

「まあ……それならいいか」

　意外にもグラシャが素す直なおに納得した。

　思えば、以前に比べるとアドラに無む駄だに突つっかかることも少なくなったし、アドラもグラシャの神経を逆さか撫なでするような言い回しをすることが減った。こいつらは強さは成長しないが、ＡＩは成長しているように感じる。気のせいなのかも知れないが。

「いかがでしょうキング？　このような段取りでは」

「うむ。アドラ、現地の測量や下調べは任せる。くれぐれも隠おん密みつにな」

「はい。それこそ吸きゆう血けつ鬼き軍団に適任な仕事です。さっそく優ゆう秀しゆうな人材を派は遣けん致いたします」

「それと、オルゼリア騎き士し団の配置や手て薄うすなところは、俺が調べておく」

「キングが、ですか？」

　その配置や指示は、壮馬と俺で立案するからな。

「うむ。だが、その情報を伝えるのは開戦ギリギリになるかも知れん。魔獣軍団と吸血鬼軍団は、なるべく臨機応変に動かせるように編制を頼たのむ」

「承知致しました」

「おう！　任せとけって！」

　アドラはわくわくした様子で手帳をめくった。

「さて、忙いそがしくなるぞ。現地調査に軍の編制、兵ひよう糧ろうの確保に補給計画それに──キング、各地に駐ちゆう留りゆうしているオルゼリア騎士団はいかが致しますか？」

　ああ……確かに各地の町には教会と信者、それと騎士団がある。それが一いつ斉せいに援護に駆かけつけられるとまずい。

「配下の国に相手をさせるとしよう。そうだな──」

「親父おやじにはオレが言っとくぜ！　バルガイアに上陸してオルゼリアの教会をぶっ潰つぶせってな！」

　アドラもその意見にうなずいた。

「今回新たに広げた支配地に相手をさせましょう。手薄なのは北西のバルトルク森林地帯の辺りですが……」

「そこは俺がウルリエルとゼラギエルに頼んでおこう」

「はっ！　ありがとうございます。あと検討しておくべきことは──」

　俺は四人を頼もしげに見つめた。

　こいつらは本当に頼たよりになる。強く、優秀で、俺への忠誠に揺ゆるぎがない。

　この四人がいる限り、どんな困難があっても、どんな問題があっても乗り越こえられる。

　そんな自信が俺の中に溢あふれた。

　しばらくしてグラスレーナ攻こう略りやくについての具体的な作業が決まると、次の議題に移った。

「次は議題……という程ほどのものではないのですが、念のためキングにお伺うかがいしたいことがございます」

「なんだ？」

「今朝方、インフェルミアへやって来た人間がおりまして、警備の者が即そつ刻こく殺してしまおうとしたのですが、自分はキングの直属の部下だと申しておりまして、お目通りを願っているとのことでございます」

「人間、だと？」

「はい。まさかとは思いましたが……万が一ということも考えましてご確かく認にんをと」

　全身の毛が逆立つ思いがした。

　ま、まさか……奴やつが、奴が来たのか!?　来るなって言っておいたのに！

　何この学外の友達と学校とは違うキャラで付き合ってたのに、そいつが突とつ然ぜん学校に来ちゃったみたいな感じ！　って、喩たとえが自分でもよく分からないけど！

「うむ……殺すのは待て。其奴そいつは心当たりがある」

　グラシャが牙を剝いて吠ほえるように訊きいてきた。

「おいおい、マジかよ王様!?　人間なんかを手下にって、どういうことだよ？」

　畜ちく生しよう、言い訳！　何か言い訳を考えるんだ！　俺！

「……実はな、今まで秘密にしていたが、悪あく魔まの為ために働く人間を育成していたのだ」

　サタナキアが心配そうなまなざしで俺を見つめる。

「まさか、私たちでは力不足だと……？」

「そうではない。人間には人間の使い道がある。例えば、我々は奴らの町に入ることが出来ん。だが人間の部下がいれば……どうだ？」

　アドラが気付いたように、はっと顔を上げる。

「成る程、諜ちよう報ほう員として使うということですか」

「そうだ。そうなれば、人間共の情報がいくらでも手に入る。それだけではないぞ。町で噂うわさを流し、人間の行動を操あやつることも可能だ。中で反乱を起こし、門を内側から開けさせれば、攻せめ落とすのも容易たやすい」

「そ、そうか……でもよ、ちょっと面めん倒どうじゃねえか？　そんなもん力で攻め落とせばいいじゃねえか」

「それではお前たちの部下が大勢死ぬ。人間如ごときの為に、我々が死ぬ必要はない。人間の相手は人間にさせるのだ」

　サタナキアは感かん嘆たんの溜ため息を吐ついた。

「なんと深い……恐ろしくも素す晴ばらしいお考えです」

「もん？」

　フォルネウスは良く分からないのか、首を傾げていた。

「今はどこにいる？　俺が直接会おう」

「は、今は地ち下か牢ろうに入れてあります。ですが軍規違い反はんのオークどもと同じ檻おりに入れてありますので、生きているかどうか……」

　おお！　それならそれで問題なし。死んだのならカルダートで復活しているだろうし、インフェルミアで顔を合わせずに済む。

「いや、良い対応だ。どれ、一応見に行くか」

　軽い気持ちで地下牢へ向かった俺を待ち受けていたものは──、

「やっと来て下さったのね。ヘルシャフト様」

「な……」

　大勢をまとめて収容出来る広い牢ろう獄ごくに、雫しずく石いしがぽつんと一人で座っていた。

　やはりこいつか。

　まあ、こいつ以外有り得ないとは思ったが。

　ヘルゼクターのみんなも、雫石のことを覚えていたのか、意外そうな顔をした。

「ヘルシャフト様、この人間は確か２Ａギルドの一員だったのでは？」

「う、うむ……」

　サタナキアの指し摘てきに、俺は思わず口ごもった。そんな俺の代わりに、雫石が口を開く。

「それは以前の話。今はヘルシャフト様を称たたえる悪魔教『黒の黎れい明めい団』の教祖。それがこの私、雫石乃音のんよ。以後お見知りおきを」

　雫石は立ち上がると、スカートの端はじを摘つまんで優ゆう雅がに礼をした。

　俺は広い牢獄を見み渡わたして、アドラに尋たずねた。

「おい、オークの群れと一いつ緒しよに入れていたのではないのか？」

　アドラも戸と惑まどうようにメガネの位置を直した。

「は、確かに昨日まではいたのですが……お前たち、誰だれかオークを釈しやく放ほうしたか？」

　だがグラシャ、サタナキア、フォルネウスは首を横に振ふる。

　状じよう況きようが摑めない俺たちを見つめ、雫石は自じ慢まん気げな微笑ほほえみを浮うかべた。

「少し窮きゆう屈くつだったもので、片付けさせてもらったわ」

「片付けただと？　まさか……」

　俺はカギを開けて牢の中へ入ると、改めて辺りを見回した。しかし、どこにも隠かくれる場所はない。

　オークといえども、そこまで弱いモンスターではない。ましてや複数が相手であれば、死ぬことだってある。

「ここには何匹ひきのオークを入れていたのだ？」

「は、十一匹でございます」

　アドラがすかさず答える。

　十一、それを一人でか。

　グラシャは嬉うれしそうに微笑むと、拳こぶしを鳴らしながら牢の真ん中へ歩いて行く。

「おもしれえ。てめぇの力を試ためさせてもらうぜ」

　凄すごむような声にも、雫石は不敵な笑えみで応こたえる。

「魔ま王おう軍の入隊試験といったところかしら？」

　雫石の手には愛用の魔導書『ネクロノミコン』が開かれていた。不気味な表紙とつながった鎖くさりが、グラシャを威い嚇かくするようにうごめく。

「いくぜ！」

　グラシャが石いし畳だたみの床ゆかを蹴ける。

「『遅延スロー』」

　雫石のアシスト魔法が、グラシャのスピードを通常の数分の一に下げた。通常なら瞬まばたき程の間に詰つめられるはずの距きよ離りが、恐おそろしく遠い。

「てめ……っ！」

　スローモーションのような動きのグラシャに向かって、すかさず攻こう撃げき魔法。

「『フレイムテンペスト』！」

　雫石の手から炎ほのおの嵐あらしが放たれる。その直撃を受けて、グラシャの体が吹ふき飛ばされる。

「ぐぉおおおおっ!?」

　足で踏ふん張るが、床を滑すべって牢獄の壁かべまで押し戻もどされた。

「へへ、少しは骨があるようじゃねえか。そうでなきゃ、魔王軍は務まらねえがな」

　再びグラシャが仕し掛かける。

　雫石は再びアシスト魔法を使おうとしたが、今度は不発だ。効果を発揮しない。

「うりゃあああああああああああ!!」

「『プロテクト』『プロテクト』『プロテクト』！」

　防ぼう御ぎよ力を上げる魔法を三連続で唱える。

　三回目を言い終わった直後、グラシャの剛ごう拳けんが雫石を捉とらえた。

「くっ！」

　もの凄い打撃音が連続で響ひびく。レベルが低ければ一撃で致ち命めい傷しようとなる破は壊かい力だ。しかし雫石は防御魔法の効果があるとはいえ、グラシャの拳に耐たえた。それも連打を。

「おるぁああああああ!!」

　そして大おお振ぶりの一発。しかしそれは、雫石をかすっただけで外れる。雫石の魔導書が光を放ち、鎖がグラシャに伸のびる。

「『ネクロム・チェイン』!!」

「なにぃ!?」

　鎖は素す早ばやくグラシャの体に絡からみついて、動きを止めた。

　拘こう束そくした時間を使って、雫石は大おお技わざを狙ねらう。魔法を発動するための待ち時間。その間にグラシャがネクロム・チェインを破れば、グラシャの勝ちだ。

　しかし──、

「『サンダークライシス』!!」

　雷かみなり系の上位魔法が唱えられる。

「うおりゃぁああああああああああああああ!!」

　ネクロム・チェインの鎖がはじけ飛んだ。

　電でん撃げきを受けながらも、グラシャは拳を雫石に叩たたき込んだ。

「きゃぁあああああっ!!」

　雫石の体は壁まで楽々飛ばされた。叩き付けられた小さな体が、床に倒たおれる。衝しよう撃げきで気を失ったのか、起き上がる気配がない。

　体が消えないということは、まだＨＰは０ではない。が、もうなくなる寸前だろう。

　一方のグラシャも、魔法の直撃を受けた傷も痛々しく、肩かたで息をしていた。

「へ……どうだ、こ、この野や郎ろう……」

　そしてやせ我が慢まんをしているような笑顔。

　もしやグラシャも、ＨＰが残り少ないのか？

「……ヘルシャフト様、まだ続けさせますか？」

　サタナキアの囁ささやきに、俺は慌あわてて声を上げた。

「そこまでだ！　グラシャ、それ位にしてやれ」

　剝むき出していた牙きばを収めると、それなりに満足したのかグラシャは素直に従った。

「へへ……分かったよ。ま、でも、人間にしちゃなかなかやるじゃねえか。見習いなら魔王軍に入れてやってもいいぜ」

　──なかなかやる。

　グラシャのその言葉が何度も頭の中で繰くり返された。

　本当にそうだったか？

　むしろ、危あやうかったのではないか？

　俺は気を失って倒れている雫石を見おろした。

　雫石は強くなっている。いや、雫石だけではない。２Ａギルドの連中もそうだろう。

　こいつらは着実にレベルを上げている。ヘルゼクターに歯が立たず、子供扱あつかいされていた頃ころの２Ａギルドとは違ちがう。

　このまま、あともう少ししたら、ヘルゼクターよりも、そして俺よりも強くなってしまうのでは？

　焦しよう燥そう感かんがじわじわと這はい上がってくる。

　いずれ、俺たちは２Ａギルドに敵かなわなくなる。

　それはこのエグゾディア・エクソダスがゲームの世界であるからには当然のことだ。

　だが、

　そうなれば、もはやヘルズゲートを守ることは出来ない。

　俺はきびすを返すと、牢獄から出た。

「落ち着いたらその女を俺の所へ連れてこい」

　そう言い残し、階段を上がってゆく。

　もう、そう遠くない未来に２Ａギルドは魔王軍より強くなる。

　そうならないよう、２Ａギルドを定期的に殺し、レベルアップを阻そ止しする必要がある。

　だが、手の及およばないところへ逃にげられたら？　そこでレベル上げをされたら？

　そして、俺たちではどうにもならない、圧あつ倒とう的なレベル差で攻め込まれたら？

　アドラも、グラシャも、サタナキアも、フォルネウスも、みんな殺されてしまう。

　──冗じよう談だんじゃない。

　ヘルゼクターを殺されるくらいなら、今のうちにあいつらをどこかに幽ゆう閉へいして、レベル上げが出来ないようにした方がいい。

　そんな自分の心の声を聞き、俺は苦笑いを浮かべた。

　なんだ。

　あいつと同じじゃないか。

　壮馬……今なら、お前の気持ちが分かる気がするぜ。

　俺はヘルゼクターたちを犠ぎ牲せいにしてまで、二年Ａ組の連中を助けなければならないのか？　本当に？

　だって、あいつらが俺に一体何をしてくれた？　蔑さげすみや侮ぶ蔑べつばかりじゃないか。

　それに引き換かえ、ヘルゼクターたちは……。

　考え事をしながら、自分の部屋の扉とびらを開けた。

「何やってたのよ!?　人を呼び出しておいて、待たせすぎじゃないの!!」

　ベッドの上で、哀川さんが足を組んで睨にらんでいた。条件反射で俺の背筋が伸びる。

「す、すみませんっ！　これには色々と事情がっ!!」

　慌てて扉を閉めると、すぐに床に正座した。

　そういえば哀川さんを部屋に呼び出していたんだった！　雫石の登場ですっかり忘れていたが、そもそも俺は哀川さんと相談したくてインフェルミアに戻って来たんだっけ。

「それで？　何の用だったの」

「ええとですね……」

　俺はアステルの町で起きたことを、順番に説明した。

　聞いている内に、哀川さんの表情も次し第だいに険しくなってゆく。

「ヘルズライン……そんなものが」

「哀川さんも知らなかったんですか？」

「ええ。でも、盗ぬすまれたとなると、恐らくは本当にヘルズドメインへの連れん絡らく手段とみて間ま違ちがいないんじゃないかしら」

　鏡の仮面を付けた謎なぞの男。あれが全すべての黒幕なのか？　俺たちをエグゾディア・エクソダスに閉じ込め、修正プログラムでサタンを復活させ、恐きよう怖ふを煽あおる動画を見せ、外部との連絡手段を奪うばった。

「その本を奪われたのは残念だけど、でも、それでヘルズドメインとの連絡手段を奪われたわけではないんでしょ？」

「え？　でも……」

「だってその古文書はヘルズラインを使う為ためのヒントが書かれたものなんでしょ？」

「──あ」

　そうだった。確かに古本屋の店主は『地の底の地じ獄ごくと交信する為の手段が書かれている』と言っていた。

「その古本屋の情報からすると、書かれているのはあくまで手順……恐らくは、ヘルズラインを探すイベントのヒントね。そのヒントをみて、ヘルズラインがある場所や、必要となるアイテムを手に入れる、という流れだったんじゃないかしら？」

「確かに……それなら別の手段で見つけることも可能ですね」

「そうね。その鏡の仮面をとっ捕つかまえて、全てを白状させれば手っ取り早いんだけど」

「それはそうですが……」

「まあ、そう上手うまくはいかないわよね」

　哀川さんは苦笑いを浮かべ、肩をすくめた。

　俺は鏡の仮面を取り逃がしたことを、もっとこっぴどく叱しかられるのではないかと思っていたので、少し安心した。

「でも、今回の件で幾いくつかの事実が明らかになりました」

「例えば？」

「俺たちをこのエグゾディア・エクソダスに閉じ込めた人間もまた、このエグゾディア・エクソダスに存在しているということです」

　哀川さんも分かっているのだろう。真ま面じ目めな顔でうなずいた。

「私たちは今まで犯人は外にいると思っていた。開発者がそもそも私たちを助けるつもりがないんじゃないかって。でも犯人はこの世界にログインしている」

「はい。この世界のどこかに奴やつはいる。潜ひそんでいるのか、或あるいは──」

「二年Ａ組の誰だれかなのか」

　哀川さんは俺をじっと見つめた。

　その視線を避さけるように、俺はうつむいた。

「……その可能性はあります。でも……ちょっと考えづらくないですか？」

「どうして？」

「だって、なぜそんなことをしなきゃならないんですか？　自分だって閉じ込められてるんですよ？　何で危険を冒おかしてまでそんなことを？」

「確かに動機が不明よね。でも、それは私たちがその人のことを知らないだけじゃないかしら？」

「え？」

「知っている人に意外な一面がある。秘密を持っている。そんなの珍めずらしくないことよ？」

「それは……」

　そうかも知れない。でも、二年Ａ組の教室をいつも傍ぼう観かん者として眺ながめていた俺からすると、こんな大それたことを出来る奴がいるとは思えない。

　いや。

　そう思いたい、というだけなのかも知れない。

　ＡＳＡＧＩＲＩＲＩＲＩＫＯ

　結局俺は、朝あさ霧ぎりのことも、他ほかの連中のことも何も分かっていないんだ。

　自分から見える範はん囲いの情報で他人を判断し、その人間の全てを分かっていたような気持ちになっていた。

　だが、実際は違う。

　俺の脳のう裏りに、剣けんを突つき付ける朝霧の表情のない顔が思い出された。

　人間はそんなに単純な生き物じゃない。

　俺は世の中と、他人を舐なめていた。

　そのとき、扉をノックする音がした。

　音は聞こえていたが、頭には入ってこなかった。

　やがて人の声が聞こえた。

「本当にここで合っているのかしら……ヘルシャフト様？　入りますよ？」

　──え？

「まっ！　待てっ!!」

　と言った時には、もう遅おそかった。

　扉の開けて、ウキウキした笑え顔がおの雫石が飛び込んで来た。

「ヘル……あ？」

　雫石の笑顔が石のように固まった。

　俺は内心滝たきの汗あせ。

　やべえ、どうしよう。

　そういえば、後で俺の部屋へ来るように言ってたんだっけ。こんなに早いとは思ってなかったし、あのときは哀川さんを部屋に呼んでたことなんて、すっかり忘れてたし。

　何この、二ふた股またかけてた彼女を間違えて同じ時間に呼んじゃって、鉢はち合あわせちゃったみたいな感じ。そんな経験ないけど!!

　雫石は後ろ手に扉を閉めた。

「ヘルシャフト様……これは、一体？」

「き、貴様っ！　俺の許しもなく勝手に部屋に入るとは──」

　俺のお咎とがめなど耳に入らないように、雫石は氷のような声で訊きいた。

「その女は誰？」

　俺と哀川さんの肩かたが、ぎくりと跳はねる。

「なぜ正座を？」

　うおおおおしまったぁあああああ！　何だか言い訳出来ない格好だよ、俺たち！　哀川さんも腕うで組ぐみを解くタイミングを逸いつして、冷や汗を流して硬こう直ちよくしてるし！

　俺は今さらながら立ち上がり、雫石に見み得えを切った。

「こ……此奴こいつは俺の奴ど隷れい。い、今は単に愛めでていたのみよ」

　雫石の眉まゆがぴくりと動く。

「奴隷……愛でる？」

　じっとりした目で、俺と哀川さんを交こう互ごに見た。

「何だか、奴隷にひざまずいているようにも見えたけど」

「ち、違う！　単に見やすいように腰こしを落としていただけだ！」

　まだ雫石は疑わしそうな目で見ていたが、しばらくすると長い黒くろ髪かみを払はらい、哀川さんを見下すようにして言った。

「少し席を外してくれる？　私はヘルシャフト様と話があるの」

「あ……」

　哀川さんは気付いたように、ちらりと俺を見上げた。

　どうやら哀川さんは、こいつが雫石乃音だと気付いたらしい。見た目も性格も、俺が哀川さんに伝えているまんまだからな。

　哀川さんは愛あい想そ笑いを浮うかべ、返事をした。

「すみません。まだ魔ま王おう様へのご奉ほう仕しが済んでいないもので。また後ほど、来て頂けますか？」

「だったら私が代わりにやっておくわ。だから、あなたこそ出て行って」

　その言い方が癪しやくに障さわったらしく、哀川さんはムッとした顔で言い返した。

「いいえ、お客様にそんなことはさせられません。私はヘルシャフト様専用の奴隷ですから」

　あ、哀川さんっ!?　なぜ事を荒あら立だてるようなことを!?

　哀川さんはベッドの上に立ち上がると、俺の腕うでを取って寄り添そうように体を預けた。

　気のせいか、これは私のものだと主張されているような、いないような……。

　ベッドの高さがちょうどいい踏ふみ台になって、哀川さんの顔がすぐ横にある。俺は耳元でこっそり囁ささやいた。

「あ、あの哀川さん？　どうしたんですか、急に」

　俺の質問には答えず、哀川さんは険しい顔で雫石を見つめている。

　雫石もすっかり頭に血が上っているようだ。顔を赤くしてまくしたてる。

「わ、私だってヘルシャフト様と親しいのよ？　何度も会談をして、この世界の行く末を左右する戦いをしてるんだから！」

「私だって毎日ヘルシャフト様の身の回りのお世話をしています！」

　ちょっと哀川さん！　なに対たい抗こう意識燃やしているんですか！　しかも噓うそつかないで！　どっちかというと、俺がお世話してますよね!?

　雫石はムキになって叫さけんだ。

「私は悪あく魔ま教の教祖なのよ！　いわば魔王軍の人間代表なんだから！」

「だったら私は、ヘルシャフト様専用の……せ、性奴隷ですから!!」

　なっ！　何を口走ってるんですかぁああああああっ!?

「せ、せい……ど」

　雫石の顔が、茹ゆで上がったように真っ赤になった。

「あなたのような方に、私のような下げ賤せんな者の仕事をさせるわけにはいきません。どうか控ひかえの間でお待ちください」

「……くっ！　な、何よこの女！　奴隷どころか、まるでヘルシャフト様の女によう房ぼう気取りじゃない!!」

　雫石は悔くやしそうにギリギリと歯を鳴らした。

　哀川さんは勝ち誇ほこったように微笑ほほえむ唇くちびるを、俺の耳に近付ける。

「雫石さんには一いつ旦たん出て行ってもらって、対策を相談しましょう」

　な、なるほど。

　俺はこくこくと何度も首を上下させた。

　哀川さんは涙なみだ目めで睨にらむ雫石を、上から見おろした。

「それに、ええと……教祖様？」

「雫石よ！　雫石乃音！　あなたに出来る仕事なら、私にも出来るから！　だから出て行って！」

「ですが雫石様、ご奉仕の内容は──」

　俺の首に抱だきついた。

　──あっ!?　哀川さんっ!?

「な……!?」

　哀川さんは舌で俺の兜かぶとを舐め、両手で寄せた胸を腕に押し付けた。

　魔王の鎧よろいは攻こう撃げきは弾はじくが、こういった繊せん細さいな感かん触しよくは直接肌はだに触ふれているように感覚を伝える。今の俺は哀川さんに頰ほおを舐められ、腕を柔やわらかい胸で挟はさまれているように感じている。すげえ気持ちいい。

「こういうことですよ？　あなたにはまだ早いと思います」

　しかし雫石は、余計に闘とう志しを燃やしたようだった。

「私だって！　ヘルシャフト様に可愛かわいがってもらったことくらいあるわ！」

　えっ!?

　いや、ちょっとそれ、このタイミングで言う!?

　哀川さんがギロリと俺を睨んだ。

「どういうことですか？　ヘルシャフト様」

　その時俺は、視線だけで人が殺せるんじゃないかと本気で思った。

　こ、恐こわい！　哀川さんが恐い！

　俺は哀川さんの耳元で囁くように言った。

「いえ、ほら、最初の頃ころですよ。あの頃は哀川さんも心を折るのに有効だって──」

　俺の必死の言い訳を打ち砕くだく一いち撃げきを、雫石が放った。

「つい最近も、私をオルゼリア教から救い出してくれて、そのまま……ふふ、ロマンチックだったわ」

　再び哀川さんが、ナイフのような目で俺を睨む。

「ヘルシャフト様？　私、その報告……いえ、お話は伺うかがっていませんでしたよね？」

　そんなゼロ距きよ離りで鬼おにのような顔で睨まないで下さい！　恐いですから！　マジ夢に見そうですから!!

　雫石はマントを床ゆかに落とすと、上着のボタンを外し始めた。

「お、おい。何をしているのだ？」

「そんなおばさんよりも、私の方が魅み力りよくがあると証明してみせるわ」

　何言ってんの!?　この人！

「おっ……おば!?」

　哀川さんも、あまりのショッキングなキーワードに真っ白になっている。そして俺と哀川さんは、あっけにとられたように服を脱ぬぐ雫石を見つめていた。

　二人の視線を浴びながら、雫石はスカートを下ろし、下着姿になった。上下黒の大人びた下着である。レースをあしらい、生き地じの薄うすいシースルー。これがいわゆる一つの『勝負下着』というものか？

　それに引き換かえ哀川さんは──あ、穿はいてなかった。

　俺は哀川さんの横顔を覗のぞき見た。

「す、少しくらい若いからって……肌がぴちぴちだからって……なによ！」

　ぐぬぬといううめきが聞こえてきたが、俺としてはスルーするしかない。

　哀川さんは俺から離はなれると、ベッドを下りた。そして雫石と並ぶように立つと、自分も服を脱ぎ始める。

　その様子を見て、雫石は嘲あざけり笑った。

「なに？　必死になってヘルシャフト様をつなぎ止めようというの？　見苦しいわね」

　しかし器用に拘こう束そく着の下からシャツを引き抜ぬくと、雫石の笑みが消えた。

「で……でか」

　拘束具の左右の穴から、哀川さんの白い胸が飛び出している。黒い革かわとのコントラストが、より肌の白さと、胸の大きさを引き立てていた。それは黒い幹に実った、たわわで妖よう艶えんな香かおりを放つ果実のようだ。

　続けて、腰に巻いた、スカート代わりのスーツの上着を解く。あっけなくそのボロボロの上着は床に落ち、残されたのは哀川さんの裸はだかの肢し体たい。身に着けているのは、首輪と胸を強調する拘束具のみ。まさに性奴隷と呼ぶに相応ふさわしい姿へと変へん貌ぼうしていた。

　雫石は哀川さんの体を、上から下まで、何度も舐なめ回すように見た。その色っぽさに、雫石も圧あつ倒とうされているらしかった。

「な、なによ、ちょっとくらい胸が大きいからって……」

　胸だけではないぞ、雫石。哀川さんはウエストも細いし、脚あしも長くてすらっとしている。そのくせ、腰は大きく張り出していて、実に見事な曲線を体で描えがき出している。

　哀川さんの体は、成熟した大人の魅力に溢あふれている。一方の雫石は、細身ではあるものの高校生の標準的な体型。趣しゆ味みにもよるが、一いつ般ぱん的な比ひ較かくで言うなら歯が立たない。

　実際今も俺は、哀川さんの裸から目が離せない。

「ま、魔王様。そんなに見られると……さすがに、恥はずかしいです……」

　頰を赤くし、胸と股またの間を手で隠かくす。その恥じらいの表情が、余計に色っぽい。

　そのやり取りに、雫石にも対抗意識の火が燃え上がったようだ。

「そんなエロいコスチュームなんかで誤ご魔ま化かしたって無む駄だよ！　私は誤魔化しのきかない若さで勝負するわ！」

　雫石は背中に手を回すと、ブラのホックを外した。緩ゆるんだブラを手で押さえ、数秒の間躊ちゆう躇ちよする。しかし思い切ったように手を下ろすと、白く可愛らしい胸がぷるんと揺ゆれて顔を見せる。

　さらに雫石は腰の勝負パンツに手をかけると、上半身を前に倒たおし、するすると下げてゆく。右足、そして左足を抜き、体を起こすともう身に着けているものは何もない。脱ぎたてのパンツを両手で持ち、俺を上うわ目め遣づかいで見上げた。

　全ぜん裸らの雫石。今までも何度も見てきたが、こういうシチュエーションは初めてだ。

　哀川さんに比べると凹おう凸とつの少ない体。スレンダーな体に見合った胸とお尻しり。小こ柄がらな体に、幼女のような無毛の丘おかが似合っている。

　なんというか……哀川さんの裸とはまた違ちがった魅力がある。

「ど、どうかしら？　私の体も、そう捨てたものではないと思うのだけど」

　少し自信なさそうに、雫石はつぶやいた。

　強がってはいても、やはり哀川さんのセクシーさに比べれば分が悪いと思っているのだろう。

「う、うむ……よく、見せてくれ」

　二人はおずおずと体を隠していた腕を下ろし、気を付けの姿勢になる。

　右に雫石、左に哀川さん。俺は並んで立つ二人の裸を見比べた。それは倫りん理り的には許されない、背徳的で淫いん靡びな眺ながめだった。

　……というか、美女と美少女を裸にして、並べて品定めするとか凄すごいよな。何でこんなことになっているんだろう？　正直言って、たまりません。ドキドキする胸といきり立つ股こ間かんが抑おさえられない。

　一人は鬼のように俺をこき使う上司で、もう一人は俺を軽けい蔑べつしゴミのように罵ののしる同級生。それが俺の寵ちよう愛あいを求めて、自ら服を脱いでいるのだ。

　そう考えると、俺の中の興奮と欲望がさらに膨ぼう張ちようしてゆく。

　俺は二人に近付き、それぞれに同時に手を伸のばす。

「あっ……」

「んっ……」

　右手と左手で、二人の胸に同時に触れた。それぞれ感触が違うのは知っているが、同時に触さわると、改めてその違いに驚おどろかされる。

　哀川さんはボリューム感があり、揉もみ心地ごこちも満点だ。下から持ち上げたときの重量感も素す晴ばらしい。そして吸い付くような肌。

　本人はかなり肌の衰おとろえを気にしていたようだが、俺には全然分からない。少しだけひんやりとして、瑞みず々みずしく、一度触れるとぺたりと肌に張り付くようだ。

「んっ♥　あぁ、いいです……魔ま王おう様」

　雫石は比較するとどうしても薄く感じてしまうが、それでもしっかり揉み心地を楽しむことが出来る。そして、先せん端たんの部分がすぐに硬かたくなって背せ伸のびをした。

「あっ、あぁあん！　へ、ヘルシャフト様っ♡　ヘルシャフトさまぁっ!!♡」

　雫石の方が感度がいいのか、早くもあられもないあえぎ声を上げ始めている。感じているのは、体の変化にも現れている。胸の先だけでなく、白い肌にかすかにピンク色が混ざり、熱くなっている。

「んふぁあっ！♥　い、いかがですか、魔王様。卑いやしい性奴ど隷れいの胸は、お、お気に召めしますでしょうか、ぁああんんっ！♥」

　雫石に対抗するように、哀川さんも大きな声を出して、激しく乱れている。完全に性奴隷モードだ。

　──そうだ。せっかくだから、日ひ頃ごろの仕返しをさせてもらおうか。

　俺は二人から手を離すと、ベッドに戻もどり腰こしをかけた。

「二人とも。俺の寵愛が欲しいか？」

　ちょっとしたイタズラ心だ。俺は心の中で、ニヤリと微笑んだ。

　雫石はとろんとした表情でうなずいた。すっかり快楽に溺おぼれているようだ。

　哀川さんも、羞しゆう恥ちに視線を逸そらしながら、こくりとうなずく。

「では二人とも、俺に情けを請こうのだ。俺の寵愛を求め、願い奉たてまつれ」

　と言われても困るだろう。案の定、雫石はどうしていいか分からず、泣きそうな顔でおろおろと意味もなく周囲を見回した。一方の哀川さんは、

　──お？

　迷うことなく膝ひざをつき、正座をすると、両手をついて頭を床に付ける。

「魔王様、どうかこの卑しい性奴隷にお情けを下さいませ……私の、いやらしい体は、魔王様なしでは生きられません……どうか、どうかお情けを……」

　さすが奴隷経験が長い。哀川さんは恥はじも外聞もなく、土下座をして性的快感を求めた。

　──にしても、今日はやけに気合いが入っているような？　いつもはもう少し恥じらいや、悔しさが滲にじみ出ているのに、今日に限っては本気っぽいというか……。

　哀川さんの懇こん願がんを見た雫石は、目を覚まされたように驚きの表情を浮うかべた。

「お前はどうするのだ？　黒くろ髪かみの魔ま女じよよ」

　俺が促うながすと、雫石はしばらく逡しゆん巡じゆんした後、やはり同じように膝をついた。そして両手をつき、戸と惑まどいながらも頭を深々と下げた。

「あの……ヘルシャフト様、わ、私、も……か、可愛がってください」

「可愛がるとは？　どうすればいい」

「え、そ、それは」

　雫石は許しを請うように顔を上げた。しかし俺が何も答えないと知ると、再び頭を下げる。

「き……気持ちいい、こと」

「気持ちいい？　肩かたでも揉むか？」

「……え、えっちなことです」

　伏ふせた雫石の顔は見えない。しかし、黒髪から覗く耳は、真っ赤に染まっていた。
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「胸とか、あそことか……いえ、体中を愛あい撫ぶして欲しいんです。いやらしいことを、私の体にいっぱいして欲しいんです！　ヘルシャフト様！」

　背筋がぞくぞくと快感に震ふるえる。

　ついこの前、ギルドホールの屋上で俺をバカにした、クールで厭えん世せい主義の女が。俺だけじゃなく、２Ａギルドの連中を見下し、悪あく魔ま教の部下も人間扱あつかいしないような女が。

　この俺に土下座をして、エッチなことをして欲しい、性的快感を与あたえて欲しいと懇願している。

　何という非常識で、非現実的な眺めだろうか。

　それだけに興奮する。

　そしてなぜか、雫石のことが可愛かわいく感じられた。

　俺だけに己おのれの弱さ、他ほかの人には見せない素すの部分を見せてくれたからだろうか。

「二人とも、こちらへ来い」

　哀川さんと雫石は立ち上がると、恐おそる恐る俺が座るベッドまでやって来た。俺は招き入れるように、両りよう腕うでを広げた。

「来るがいい。望み通り可愛がってやろう」

　二人は笑えみを浮かべると、俺に抱だきついてきた。哀川さんが俺の首を抱きしめ、俺の耳元に唇くちびるを寄せる。

「ねぇ、さっきの最近可愛がってもらったって、どういうこと？」

　え!?

　さっきまでとは打って変わった、冷静な囁ささやきが聞こえた。

　俺は慌あわてて雫石を見る。

　雫石は俺の足の間にひざまずき、股の間に顔を埋うずめている。頰ほおを染めてうっとりした顔で、口づけをする。

　──ぉうっ！

　俺の股間にダイレクトに雫石の唇の感かん触しよくが広がる。直接口づけされた感覚だ。

　どうやら夢中のようで、哀川さんの囁きは聞こえていないようだ。

　俺も哀川さんの耳元で、ひそひそと囁いた。

「そうしなきゃならない状じよう況きようだったんですよ」

　しかし哀川さんは眉まゆを寄せ、疑わしそうな目つきで睨にらんだ。

「どうだか。私みたいな年増相手じゃ嫌いやでしょうからね。そりゃ若い子とイチャつきたいわよね」

「そ、そんなことないですって」

　第一、哀川さん『これであなたを縛しばろうとは思わない』とか、『若者の未来を摘つみ取るようなことは』とか言ってたじゃないですか!?

　と言うと、火に油を注ぎそうな予感がしたので黙だまっていた。

「私はお払はらい箱で、雫石さんを代わりにするつもりなんじゃないの？　だからインフェルミアに呼んだんじゃないの」

　呼んでねぇえええ！

「そんな自じ虐ぎやく的なことするわけないでしょうが!!」

「え？」

　雫石が驚いたように顔を上げた。

　いかん！　大声で叫さけんでしまった！

「ヘルシャフト様？　今、何て──」

　俺は神かみ業わざのような速さでメニューを開く。

「『エクスタス』！」

　ピンク色の輝かがやきが、雫石と哀川さんを包み込んだ。

「あっ!?……はぁあああんんんっ♡」

「ひあっ……ず、ずる──いやぁあああああんっ♥」

　さすがエクスタス。アダルトモード限定の魔ま法ほうは強力だ。

　哀川さんが俺にしなだれかかり、俺はそのままベッドに倒れる。

「うふふ……たまには奉ほう仕しする側になってみない？」

「な、なにを？」

　哀川さんは妖よう艶えんな微笑ほほえみを浮かべると立ち上がり、俺の顔を跨またいだ。

　──こ、これは……っ!?

　開いた足の間から哀川さんを見上げるという、もの凄いアングル。哀川さんの大事な場所が口を開き、下腹部の曲線の向こうには、下から見た胸の形が連なる山のように見える。

　そして、哀川さんの普ふ段だんは人に見せない部分が俺に迫せまって来る。

「む……ぐぅっ！」

　そして哀川さんは俺の顔の上に、完全に腰こしを下ろした。

「あんっ♥　ふふ……どうですか？　魔王が奴ど隷れい如ごときに顔を跨がれる気分は」

　まさかの哀川さんのＳモード!?

　哀川さんはねだるように腰をくねらせて、大事な部分を俺の顔に擦こすりつける。

「ああぁんっ、すごい♥　ごつごつが気持ちいい……♥」

　口のガード部分に、何とも言えないぬめった柔やわらかい感触を感じている。口に押し当てられているので見ることは出来ないが、もう蜜みつがあふれているのが分かる。

　俺の目には、体を動かす度たびにゆさゆさと揺ゆれる胸と、俺を見おろす哀川さんの顔が映っている。その顔は快楽に歪ゆがみ、既すでに感じきっていることを表していた。

　よし、お望み通り奉仕してやろうじゃないか。

　俺は口のガードを開いた。するとより強く哀川さんの熱と、体の中から分ぶん泌ぴつされた熱い液体を感じる。俺は押し付けられる部分に、舌で直接触ふれた。

「ひゃぁっ！　ぁあああやぁああんんんっ！♥」

　舌を伸ばし、哀川さんの一番感じる部分を舐なめ上げる。

「ぅあああああ！　だ、だめっ！　そこ、感じ過ぎ……く……ぁああっ！♥」

　哀川さんは髪かみを振ふり乱して嬌きよう声せいを上げた。

　その乱れっぷりが、さらに俺のやる気を引き出す。俺はさらに舌を伸ばして、哀川さんの中へと分け入った。

「くひぅ♥　あ、あ、中で、感じるぅ……ああ、奴隷なのに、魔王様に、こんなことさせてる……ぅうっ！　あぁあっ！♥」

　哀川さんが性欲に完全に敗北したとき、雫石もまた我を忘れて腰を振っていた。

「ぅくぅうんんんっ♡　あっ、あ、ああああああっ♡」

　俺の腰に跨がり、自ら体を前後に揺すって快楽を貪むさぼっている。自分の股またの間にある敏びん感かんな部分を、俺の股こ間かんに擦りつけて体を震わせている。

「へ、ヘルシャフト様の、ここ♡　だんだん、熱くて……エッチな形になってきた♡」

　どうなってるんだ、この魔王の鎧よろいは。

　視界は哀川さんの下腹部と見上げおっぱいでいっぱいなので、下半身がどうなっているのか正直分からない。

「ふぁああっ！　す、すごい♡　これに、直接……ああん！　カタいのに……柔らかくて、き、気持ち……んんはぁああんんっ！♡」

　本当にどうなっているんだ？

　だが、俺の下半身にも強きよう烈れつな気持ちよさが広がってゆく。

　それにしてもアダルトモードは、魔王の鎧まで変化させるのか？　これもエロステイタスに能力を寄せたせいだろうか？

　擦りつける雫石の動きが速くなり、息づかいも激しくなってゆく。

「はぅ、はっ、あんっ♡　も、もう♡　私、わたしっ！♡」

　哀川さんの嬌声も一ひと際きわ高くなってゆく。

「あぁあぁあっ！　い、いいっ♥　いぅ、い、いく♥　いっちゃうっ♥」

　次の瞬しゆん間かん、二人の体が大きく跳はねた。

「!?　ぁあぁぁああぁ♡　あああああああああああああああああああああああ♡♡♡♡」

「くぅ！　ううううぅ♥　はあああああああああああああああああんんんんん♥♥♥♥」

　熱い液体を流しながら、体を何度も痙けい攣れんさせる。

　しばらくの間、二人は全身に力を入れて硬こう直ちよくし、時折びくんと体を震わせていた。しかしそれも徐じよ々じよに治まり、やがて力が抜ぬけたように俺の体の上からずり落ちる。雫石は俺の横に並ぶように、哀川さんは俺の頭の上で横になった。

　二人の激しい息づかいが収まってきた頃ころ、エクスタスの効果も薄うすれてきたのか、雫石がぽつりと言った。

「ねえ、奴ど隷れいさん。あなた……ＮＰＣじゃないわね？」

　事後の心地ここち好よいけだるさなど吹ふき飛んだ。

　──どうするんだ哀川さん!?

　間に入って、答えるのをやめさせるべきか？　それとも!?

　俺がパニクっている間に、穏おだやかな哀川さんの声が答えた。

「……そうよ。私は哀川愁しゆう子こ。このゲームの開発元、ヘルズドメインの社員よ」

　──!?

　あ、哀川さんっ!?　そんな、あっさり!!

　俺は首を上げて、横になっている哀川さんの顔を見つめた。俺の焦あせりとは対照的に、落ち着いた顔をしている。

「ふうん……やはりここはゲームの中だったのね」

　雫石も思ったよりも冷静な返事をする。横を向いて雫石の様子を窺うかがうが、天てん井じようを見つめる横顔からは感情が読み取れない。

「驚おどろかないの？」

「大体、予想通りだから、別に驚かないわ」

　そしてしばらくは息づかいだけが聞こえる静かな時間が過ぎた。

　やがて雫石が再び質問を始めた。

「どうして社員がヘルシャフト様の奴隷になっているの？」

「魔ま王おう様の目的と、私の目的が一いつ致ちしているからよ」

　雫石の声に疑いの響ひびきが混じる。

「目的？」

「魔王を倒たおしてヘルズゲートを通ろうとする二年Ａ組を阻そ止しすること」

「……ヘルシャフト様は分かるけど、なぜあなたの目的がそれなの？　ゲームの一いつ環かん？」

　俺はハラハラしながら、二人のやり取りを聞いていた。果たして哀川さんは、どこまでの情報を開示するつもりなんだ？

　もし俺の正体まで明かすつもりなら……、

「私たちがこの世界に閉じ込められているのは事故よ。今外の世界では、私たちの体はゲームと接続されていないの。その状態でゲームをクリアすると、意識のデータが消失して私たちは死んでしまうわ」

「……そう」

　雫石は衝しよう撃げきの事実を聞いても、慌てる様子もなければ、取り乱すこともない。淡たん々たんとした返事をしただけだった。むしろ逆に不安になる。

　こいつは一体何を考えているんだ？

　哀川さんも意外に思ったらしく、俺の気持ちを代弁するように訊きいた。

「ずいぶん冷静なのね」

「元の世界にそれ程ほどの未練もないわ。別に戻もどりたくないわけではないけれど……このままでも、それならそれでいいわ」

「そ、そう……」

　哀川さんの少し怯ひるんだような声。対照的に、雫石の声は少し弾はずんでいる。

「今、私は生きているって実感してる」

　俺はその言葉を何度も頭の中で繰くり返した。

　生きている。

　このエグゾディア・エクソダスという仮想空間で。

　全すべてコンピュータで作られた偽にせ物ものの世界と生き物の中で。

「元の世界で、私は死んだも同然だった。私は私以外の何かでなければならなかった。でも、ここでは違ちがう。私はなりたいものになれる。やりたいことをやれる。私は自由なの。他人の価値観や他人の評価、他人の意思、そんなものは私には関係ない。そう気付かせてくれた人がいる」

　雫石は上体を起こして、俺を見つめた。

　哀川さんも肘ひじをついて、ゆっくりと起き上がった。

「でも、魔王様に酷ひどいことをされたんじゃないの？　それなのに？」

「最初にヘルシャフト様に嬲なぶりものにされたときはショックだったけど……でも、本当はあの時、私も凄すごく興奮してた。後からあのときのことを思い出すと、体が熱くなる。元の世界では考えられないほど、非常識で卑ひ猥わいな見世物にされたことを思い出すと感じてしまうの」

「──あ」

　俺はつい言い訳をしそうになった。しかし雫石は気付かずに話を続けた。

「尤もつとも、あの化け物共に私を陵りよう辱じよくさせていたら嫌きらいになったかも知れないけど……でも、ヘルシャフト様はそれをしなかった。あのときはなんて酷いことをするんだろうって思ったけど、後から冷静に考えてみると意外な程紳しん士し的だったと気付いたわ。だって、私が逆の立場なら、もっと酷いことをして、徹てつ底てい的に心を折るもの」

　……相変わらず恐おそろしい奴やつだ。

「それにヘルシャフト様は、私が不安で迷うと、いつも教え諭さとして導いてくれる。私はヘルシャフト様に人間以上の魅み力りよくを感じている。ヘルシャフト様を見ていると、私自身も奇き跡せきを起こせそうな気がしてくるの」

「ＮＰＣなのに？」

　雫石は、ふっと見下すような笑えみを浮うかべた。

「小説やマンガに出てくる架か空くうのキャラに恋こいしたり、そのキャラのセリフに感動したりするのがそんなに不思議？　ごく普ふ通つうのことじゃない。ましてここは──」

　雫石は急に口をつぐんだ。興奮して自分語りを始めたことに気付き、恥はじているのかも知れない。

　俺も聞いていて少し恥ずかしかった。

　しばらくして哀川さんは思い切ったように言った。

「あなたから、２Ａギルドのみんなに話をしてくれないかしら？」

「何を？」

「魔王ヘルシャフトを倒して、ヘルズゲートを通ると死ぬって」

　ちょっと考える時間をおいて、雫石は答えた。

「もう無理ね。２Ａギルドには黒の黎れい明めい団として、魔王軍側に付くと宣言して出て来たから、今さら何を言っても信用しないでしょうね」

「……そう」

　それっきり話は途と切ぎれた。

　雫石はベッドから下りると、床ゆかに落ちた下着を身に着け始めた。

「ちょっとその辺を歩いてくるわ」

「道が複雑だから、迷子にならないでね。あと、人間とみると襲おそってくるかも」

「遠くへ行かないようにするわ」

　元通り服を着ると、雫石は部屋から出て行った。

　きっと気き恥はずかしくなったのだろう。

「いつまで寝ねたふりをしてるの？　堂どう巡めぐりくん」

「いや、そういうつもりじゃなかったんですけど……」

　俺も起き上がると、哀川さんと向かい合った。

「……それじゃ、雫石さんが戻ってくるまでに、軽く打ち合わせましょうか」

「そうですね。それじゃ──」

　哀川さんはにっこり笑って、俺に顔を近付けた。

「まずは、最近雫石さんを可愛かわいがったという件から聞きましょうか」

　これ、絶対に肝かん心じんな話まで辿たどり着けないな、と思った。
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　あの後、俺と哀あい川かわさんが聞かれたくない内容の言い合いをしているタイミングで、まるで見計らったように雫しずく石いしが戻って来た。そんなわけで、結局もう一度エクスタスに頼たよることになった。

　困ったときにはエクスタス。頼りになるよエクスタス。

　実際の話、恐ろしく強力な魔ま法ほうである。

　エロ魔法ということでバカにしていた部分もあるが、言い換かえれば精神系のアシスト魔法である。そう考えると、成功率百パーセント、どんな相手でも精神ステイタスを異常にするというのは、恐ろしく強力であることが分かる。

　まだエグゾディア・エクソダスの開発アルバイトをしていた頃、ヘルシャフトのキャラクター作成シートに、エロスな香かおりのする項こう目もくだけに数値を全ぜん振ふりして送りつけたことがあった。

　嫌いやがらせと、半分冗じよう談だんのつもりで書いたあのシート。最初はまさかと思ったが、今では確信が持てる。恐らくはあのシート、今のヘルシャフトに本当に反映されている。

　だからこそアダルトモードが使えたり、エクスタスにしてもヘル＆ヘヴンにしても、最強レベルの効果を発揮するのだ。その力のおかげで、幾いくつもの危機を乗り越こえてきた。

　だが、最近ふと思うことがある。




　あのシートを送ったのは、致ち命めい的てきな間ま違ちがいだったのではないか。




　なぜなら──、

　魔王ヘルシャフトが弱すぎるのだ。

　この世界へ来たばかりの頃ころは、そんなことは思わなかった。ＨＰ１０００、攻こう撃げき力と防ぼう御ぎよ力が２００というのは、むしろ強すぎるくらいだった。

　だが、今ではどうだ？　２Ａギルドのレベルは、もはや平均で35。個人差はあるがＨＰは約３４０、攻撃力と防御力は１５０に迫せまろうかという勢いだ。

　ヘルシャフトはラスボスのはずだ。

　そんなものなのか？

　それでもログイン当初は、２Ａギルドの連中が束になっても敵かなわない圧あつ倒とう的な強さがあった。だから物理的な強さにも、通常の魔法が使えないことも気にならなかった。

　だがもはや、２Ａギルドの実力は、ヘルゼクターに迫る程になっている。

　それはプレイヤーが成長するからだ。レベルを上げれば上げただけ強くなる。

　しかし俺たち敵キャラクターはどれだけ戦っても成長出来ない。

　強くならないんだ。

　プレイヤーは、死んでもレベルは変わらないが、経験値が０にリセットされる。だから、再び０から経験値を溜ためる必要がある。よって定期的に倒たおしていれば、強さのアドバンテージを保つことが出来る。だから安あん泰たいのはずだった。

　しかし予定外のことばかりが起きて、その対応に追われて２Ａギルド対策がなおざりになっていた。まだ実力差は大きいから大だい丈じよう夫ぶ。そんな言い訳をして、問題から目を背そむけている内に、いつの間にかすぐ背後に迫って来ていた。

　この前の雫石とグラシャの対決は象しよう徴ちよう的だった。

　もし俺がキャラクター作成シートに、もっとマシな数値を記入していれば……せめて、あんなイタズラ心を起こさずに、何も送らなければ──、

　きっと、もっと楽に事を進められたのに。

　俺は立ち上がると、扉とびらを開けて外へ出た。眩まぶしい日差しと潮風に出で迎むかえられる。

　ここはバルガイア大陸の南の海。目の前には遥はるか彼方かなたまで水平線が続いている。

　インフェルミアと領土の拡大はヘルゼクターに任せ、俺は魔ま王おう軍の旗き艦かんであるヘルザード号に乗り、ログレス大陸のアルズヘイムに向けて航海中だ。

　今は２Ａギルドのことを考えても仕方がない。

　奴らの首に賞金をかけることも考えてはみたが、やめておいた。下手に中ちゆう途と半はん端ぱなモンスターを派は遣けんすると、経験値をプレゼントするだけの結果に終わってしまう。

　それなら今準備を進めている戦争に奴らを巻き込み、大軍勢の力で蹴け散ちらす方がいい。だから今は、これからの会議のことに集中するんだ。

　俺がアルズヘイムへ行く目的は、ヴァイスクローネ城にいるゼラギエルとウルリエルを訪ね、対オルゼリア教の指示を出すこと。

　というのも、オルゼリア教によるバルトルク森林地帯とアステルの支配が完かん了りようし、目標とした支配率をクリアしたからだ。これでオルゼリア教を倒せば、全世界の70％は俺のものになる。

　船の反対側に目を向けると、そこには並走するカルハリアスの船が見える。道案内兼けん、護衛役だ。

「ん？」

　カルハリアスの船のさらに向こう、うっすらと島しま影かげが浮かんでいるのが見えた。

　あんな島、あったかな？

　前にも同じルートでログレス大陸へ向かったことがあるが、気が付かなかった。

　見ると、ちょうどカルハリアスが甲かん板ぱんにいたので声をかけた。

「おいカルハリアス！　あの島は何だ？」

　カルハリアスはここいら一帯の海かい賊ぞくを取り仕切る海賊王だ。海かい賊ぞく帽ぼうを被かぶり、どこかサメを思わせる風ふう貌ぼうの中年男。その男は、手にラム酒と覚おぼしき酒瓶びんを持ち、俺の方を見て不思議そうに首を傾かしげた。

　あの男、真っ昼間から泥でい酔すいしていやがる！

「お前の後ろに浮いてる島は、何だと聞いている!!」

　俺は大声で怒ど鳴なった。

　魔王の鎧よろいの効果か、人間の時よりも遥かに大きな声が出て、遠くまで届く。さすがに酔よったカルハリアスにも聞こえたらしい。

「ありゃあ、あれよぉ。天国に一番近いと言われている島よ」

　何だそのメルヘンチックな島は。

「天国みたいな島ってことか!?」

「知らねぇよぉ。あの島にゃ、誰だれも上陸したことがねぇんだぁ」

「なに？　どうしてだ!?」

「あの島に行こうとすると、風と波が船を押し返しやがるんだぁ」

　カルハリアスでも近寄れない島だと？

「そうか！　分かった。感謝する！　それと酒はほどほどにしておけ!!」

　カルハリアスは手を挙げて了りよう解かいの意を示すと、すぐに酒瓶をあおった。

　うむ。あいつはダメだ。

　俺はあっさりあきらめると、船の進行方向を見つめ、これからのことを考えた。

　今回訪問する目的は、ゼラギエルとウルリエルに軍の指示を出すだけではない。むしろもう一つ用事の方が重要かも知れない。

　──ウルリエル。

　あいつは他ほかのＮＰＣとどこか違ちがう。

　人の心を見通すようなあの瞳ひとみ。

　何かを悟さとったようなあの口調。

　前々から不思議に感じていたことを、今度こそ確かく認にんしたい。それが最大の目的だ。

　もしかしたらウルリエルは──、

　鏡の仮面の正体や、この世界で起きている謎なぞの真相を知っているのではないか？




　　　　＋　＋　＋




　翌日、無事にアルズヘイムの港に到とう着ちやくすると、オルゼリア騎き士し団との戦いで廃はい墟きよになった港町が、すっかり元通りになっていた。

　焼き払はらわれた森の再生にはまだ時間がかかるようだが、それでも常識では有り得ない速度で木が生長していて驚おどろかされた。エグゾディア・エクソダスでの標準的な植物の生長速度なのか、それともエルフの秘術によるものかは分からない。

　そして見る影かげもなく破は壊かいされていたヴァイスクローネ城も、白く美しい威い容ようを取り戻もどしていた。城に迎むかえ入れられた俺は、早さつ速そく会議室へと案内された。

「これが……会議室、か？」

　ゼラギエルが色っぽく微笑ほほえむ。

「はい。せっかくなので、修復に合わせて一部改修を致いたしました」

　そう言いながら、これ見よがしにしなを作る。いつもセクシーなゼラギエルだが、今日はいつも以上にエロく見える。それは決して気のせいではない。

　裸足はだしなのでいつもよりは低いが、それでも百九十センチはある長身。ロケットのように飛び出した二つの胸。この長身でこのでかさ。サイズを測ったらとんでもない数値を叩たたき出しそうだ。

　褐かつ色しよくの肌はだにピンクの先せん端たんが映はえて、美しくも淫いん靡びな魅み力りよくを匂におわせる。そんな巨きよ大だいな胸を惜おしげもなく晒さらし、下腹部には真っ白な髪かみと同じ色が肌とのコントラストを美しく描えがき出している。

　早い話が全ぜん裸らだ。

　会議室にはスチームによる湯気が立ち込めている。

　ゼラギエルは薄うすくかかる霞かすみをかき分けるようにして、俺の側そばまでやって来た。長身＆グラマラスなダイナマイトボディは、近くで見ると大だい迫はく力りよくだ。

「なあゼラギエルよ……この会議室、サウナにしか見えないのだが……」

「ええ、会議をしながら健康になれるという画期的な会議室です」

　俺はゼラギエルに腕うでを取られ、二人掛がけのソファに並んで座らされた。目の前には一応テーブルもあるが、透とう明めいなガラスで出来ていて体を隠かくすことも出来ない。その透明なテーブルの向こうに、思いっきり不ふ機き嫌げんそうな顔のウルリエルが座っていた。驚くべきことに、ウルリエルまで素すっ裸ぱだかである。

「まったく……ダークエルフとは、どうしてこうもいかがわしい生き物なのか」

　眉まゆを寄せて怒おこった顔のウルリエルは少し新しん鮮せんだった。当然ヌード姿も。

　ウルリエルはゼラギエルとは違い、背の高さはごく普ふ通つう。体型もグラマラスというわけではない。むしろ細く、華きや奢しやな体つきをしている。

　そして色素の薄い肌は透すき通るように美しい。胸の先に控ひかえめに色づく部分も薄うす桃もも色いろ。手も足も、どこもかしこも、儚はかなげで、触ふれたら壊こわれてしまいそうな繊せん細さいな美しさ。

　まさに人形のようだ。流れるような金きん髪ぱつは床ゆかにまで届き、その頭には銀色のティアラが輝かがやいている。全裸なのにティアラだけを頭に載のせているのは女王としての誇ほこりか、威い厳げんか。しかしそれは同時に、ウルリエルの体の淫いん猥わいさを倍増させていた。

「そう飢うえた獣けもののような目で見るな。魔王」

　半眼のじっとりしたまなざしが俺を睨にらんでいた。

「う……いや」

　俺は部屋の中を確認するフリをして、視線をそらせる。

　さすがに家具は少なく、壁かべの一面に大きな鏡と、エルフの彫ちよう刻こく。反対側には花か壇だんのように床に直接土が埋うめられ、そこから木が伸のび、蔦つたが壁を覆おおっている。

　窓は一方向だけに大きなものがあり、反対側には出入り口。その両りよう脇わきには警備兵としてエルフとダークエルフの女性が三人ずつ。槍やりと盾たてを構えて凜り々りしい顔で気を付けをしているが、全員素っ裸なのでインモラルさが半はん端ぱない。

　俺が警備兵を見つめているのに気付いたゼラギエルが、にっこり微笑んだ。

「あら、気に入った娘こがいたら、お部屋に連れて帰って頂いて結構ですわよ♪」

　え、マジで？

　改めて警備のエルフたちを見み渡わたすと、全員美人だ。エルフは頰ほおを赤くしてそっぽを向くが、ダークエルフはウインクをしたり、腰こしをしならせポーズを取ったりと、それぞれアピールを送ってくる。

　と、いかんいかん。それよりも重大な話があるのだ。今は遊んでいる場合ではない。残念だけど。
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「それよりもお前たちに頼たのみがある」

「何でもおっしゃって♥」

　ゼラギエルは甘えるように俺にしな垂れかかり、わざと耳元に息を吹ふきかけ、囁ささやく。

　ちょっとしたイタズラ心だろうが、こちらは平常心を保つのに必死だ。艶つやのある声で囁かれると、耳がくすぐったいというかぞくぞくする。

　しかし精神力を振ふり絞しぼって、俺はオルゼリア教を討うつための作戦を伝えた。

「……分かりましたわ。では、私たちはバルトルク森林地帯を攻せめれば良いのですね？」

「そうだ。だが本気で奪うばう必要はない。あくまでオルゼリア騎士団を引きつけてくれれば良い」

「でも、オルゼリアも前回の反省を活いかして海軍を用意しているのでは？　退路を断たたれると危険ですわ」

「心配するな。ラグーナにある奴やつらの母港はカルハリアスが叩く。船は一隻せきたりとも出させはしない」

「それでしたら安心ですわね。でも、こちらである程度引きつけたとしても、他の都市からグラスレーナへ援えん軍ぐんが行ってしまっては……」

「ゴランド大陸からは魔ま獣じゆうの王国を支配するグランドが参戦する。バルガイア大陸の北から上陸して、アレクジャールを目指すことになっている。さらにヘルランディア配下の部族には、サンディアーノ、カルダート、グラールシュトックの町を襲しゆう撃げきさせることになっている。奴らに援軍を出させる余よ裕ゆうは与あたえん」

　ゼラギエルは目を細め、満足そうにうなずいた。

「さすがヘルシャフト様♥」

「そして、我が魔王軍はグラスレーナ近くの岸より上陸。一気に大聖堂を陥かん落らくさせる！　そして法王クリスティーナを押さえる!!」

　法王さえ押さえてしまえば、オルゼリアは俺のものだ。操あやつろうと、オルゼリア教を解散させようと意のままになる。ただ、一つ問題がある。

　──赤あか上がみ壮そう馬ま。

　大聖堂を落とすには、赤上壮馬という脅きよう威いを取り除かねばならない。

　だが、そんなことが出来るのだろうか？

　デバッガーの経験から得た、エグゾディア・エクソダスに関する豊富な知識。アイテムの強化能力に加え、全すべてをこの世界から削さく除じよするラグナブリンガーまで装備している。

　そして、俺自身の決断はどうなった？

　このまま壮馬を騙だまし、敵対するのか？

　それとも、いっそ壮馬と手を組んで、この世界に君臨するか？

　どうなんだ、堂どう巡めぐり駆流かける。もう時間はないぞ。

「──ヘルシャフト様？」

　はっと我に返ると、心配そうな顔でゼラギエルが俺の顔を覗のぞき込んでいた。

「どうかなさいましたの？　何か、ずっと考え込んでいらっしゃるご様子。まだ対オルゼリア教の作戦で不安な点でも？」

「いや……大だい丈じよう夫ぶだ。問題はない」

　俺は抱だきついているゼラギエルの手を取り、そっと離はなさせた。

「少しウルリエルと二人だけで話がしたい。すまんが席を外してくれるか？」

　ゼラギエルは少し意外そうな顔をして尋たずねた。

「あら、何のお話ですの？」

「お前がエルフたちを弾だん圧あつしたりせず、ちゃんとアルズヘイムの面めん倒どうを見ているのか確認しようと思ってな」

「まあ！　わたくしちゃんと平等に運営を行っておりますわ」

　ゼラギエルはわざとらしく怒った顔を作り、立ち上がるとすぐに笑え顔がおを見せた。

「では、わたくしたちは席を外しますわ。ごゆっくりお話をお聞きになって」

　ゼラギエルがしずしずと退出すると、護衛の兵もその後に付いて部屋を出ていった。

　そして霞のかかった部屋には、俺と機き嫌げんの悪そうなウルリエルだけが残った。

「ゼラギエルの言うとおりだ。意外な程ほど、ダークエルフたちはエルフによくしてくれている。下々の間では小こ競ぜり合いもあるようだが、大きな問題ではない」

　俺は、大きなソファに座る一糸まとわぬエルフの女王を見つめた。

「そうか。だが、俺が訊ききたいのはそんなことではない」

「なに？」

「お前の正体が知りたい」

　ウルリエルは微かすかに顔をしかめた。

「私の、正体？」

「初めて会ったとき、お前は俺の心を読んだ」

「……そうだったかな」

「俺はよく覚えている。俺の忠告をお前は受け入れた。そして翌日にやって来た人間たちの心をやはり読み、俺の忠告通り一人の男を捕ほ虜りよとした」

「……」

「あの時お前は何に気付いた？　本当にお前は人の心が読めるのか？　俺はそれを確かめるためにやって来た」

　ウルリエルは何かを見定めるように、じっと俺を見つめている。

「お前は俺たちには見えないものを見ている。俺たちでは手が届かない何かに、手を伸ばすことが出来る」

「……私は善なるものと邪じや悪あくなものを見定める存在だからだ。我々エルフはこの世界の安定を望み、その為ために戦う必要があるのだ」

「それだけではあるまい、エルフの女王よ。お前は、明らかに他ほかのＮＰＣとは違ちがう」

　その言葉を聞き、ウルリエルの眉がぴくりと上がった。

「お前は、本当にＮＰＣなのか？」

「なに？」

「お前は人間ではないのか？　と訊いている」

「な──」





「心を閉とざし、扉とびらに鍵かぎをかけた女ひと

　閉じた貝も茹ゆでれば開く

　心も体も　魔王オレの炎ほのおが開かせよう

　美の女神ヴイーナスとなり現れよ！　エルフの女王!!」






「話してもらうぞウルリエル！　お前の正体を!!」

　俺は唯ゆい一いつにして、最も頼たよりになる呪じゆ文もんを唱える。

「『エクスタス』!!」

　ピンク色の輝きがエルフの女王を包み込み、下腹部にハートの紋もん章しようが浮うかび上がった。

　よし！　これでウルリエルの意志の力は衰おとろえるはず。

「快楽への欲望に負け、俺の言いなりとなるがいい！」

「それがどうかしたのか？　魔王」

「──なにっ!?」

　ウルリエルは涼すずしげな顔でソファに腰こし掛かけている。悶もだえるでもなく、あえぎ声を上げるでもなく、ごく普通に座っていた。

　そんな馬ば鹿かな!?　奴にはアダルトモードの魔ま法ほうすら効かないというのか!?

「これでお前の余興は終わりか？　もう十分であろう」

「いや……まだだ」

　俺は俺の魔法を信じる。

　アダルトモードへ能力を全振りした俺には、これしかないんだ!!

　俺は再びウルリエルへ向かって手を伸ばす。

「『エクスタス』!!」

　ウルリエルの体がぴくんと震ふるえた。

「どうだウルリエル。禁断の快楽の味は」

「何のことだ？　私には何も感じられないが」

　口では強がっているが、明らかに先程とは様子が違う。

　ソファの肘ひじ掛かけを握にぎる指に力が入り、何かを堪こらえているのは明らかだ。胸が大きく上下し、心を落ち着けようと深呼吸をしていることが読み取れる。頰にも微かに赤味が差し、凜々しく結ばれていた唇くちびるも今は開き、熱い吐と息いきが漏もれていた。

「どうした女王？　やけに苦しそうだが」

「……く……私はエルフの女王。正と邪よこしまを分かつ者。い、いかなる欲望、誘ゆう惑わくにも屈くつすることは……ない」

「果たしてそうかな？」

　俺は再びＬ字にした指を捻ひねり、メニューを開いた。

　その瞬しゆん間かん、ウルリエルの顔色が変わる。

「ま、まてっ……む、無む駄だだ！　私には、邪悪な魔法など効かないと、分からないのか!?」

「ならば、そのように慌あわてることもあるまい」

「っ……！」

　俺はいたぶるように、わざとゆっくりと指を動かす。

　ウルリエルの顔が苦しげに歪ゆがんだ。冷や汗あせを流し、やめろと言うように広げた手の平を前に出す。

「ま、待て！　待ってくれ！　これ以上はよせ！」

　しかし俺はとどめを刺さすべく、迷うことなく呪文を唱えた。

「『エクスタス』!!」

「が……っ!?」

　三度目のピンクの光がウルリエルを襲おそい、下腹部の紋章が強く輝かがやいた。

　電気が流れたようにウルリエルの体が跳はね、ソファに座ったお尻しりが一いつ瞬しゆん宙に浮く。

　細身の体が再びソファに沈しずんだ。

「はぅっ!?」

　ウルリエルは背中を反らし、天を仰あおぐように上を向いた。

　俺は立ち上がると、ガラスのテーブルを片手でどかしウルリエルの前に立つ。

「は……あ……ああ」

　体が痺しびれたように小刻みな痙けい攣れんを繰くり返している。上を向いた顔を見おろすと、ウルリエルは目に涙なみだを浮かべ、俺を見返している。

　今まで尊大な態度を崩くずさなかったウルリエルが、初めて怯おびえた顔を見せた。そのまなざしは、恐きよう怖ふ、そして救いを求めるものだ。

　俺が胸へ手を伸のばすと、ウルリエルは泣きそうな顔で懇こん願がんを始めた。

「あ……い、いや……やめて……お願い、魔王」

　まさかウルリエルから、こんなに可愛かわいらしくお願いをされるとは思わなかった。俺の中のささやかな嗜し虐ぎやく心が激しく刺し激げきされる。

「本当に、駄だ目めなの……い、今、触さわられたら……わ、私……おかしくなっ──」

　俺の指がウルリエルの白い胸の先に飛び出した、桜色の突とつ起きを軽くつまんだ。

「いやぁあああああああああああああああああああああっ♡♡!!」

　甲かん高だかい絶ぜつ叫きようを上げて、ウルリエルの体がのけぞった。

「あ♡……あぁ♡……」

　開いた口から舌を伸ばし、口の端はじからよだれが垂れていた。定期的にびくんっ、と大きく体を痙攣させる。

　エクスタスの三回重ね。防ぼう御ぎよ力アップなどのアシスト魔法も、三回まで重ねてかけることが可能だ。恐おそらくはエクスタスもこれが限界だろう。

　三回目でウルリエルの牙が城じようを崩せて良かった。

　激しく絶頂を繰り返すウルリエルは、いつもの気位が高く、冷れい徹てつさすら感じる姿とはかけ離はなれている。得体の知れない不気味さや、近寄りがたい怖こわさを感じていたが、今はとても愛らしい。

　俺は壊こわれやすいガラス細工を扱あつかうように、そっとウルリエルを抱き上げた。

「んあぁあっ！♡」

　どうやら触ふれられるだけで感じてしまうらしい。

　俺は自分が座っていたソファに連れて行くと、ウルリエルを抱いたまま座った。相手はエルフの女王だ。エクスタスの効果が切れた途と端たんに逃にげられる可能性もある。念には念を入れて、腕うでの中に抱いたまま尋じん問もんをすることにした。

「さて質問に答えてもらうぞ、ウルリエル」

「は……はい」

　怯えたような瞳ひとみで俺を見上げる。やばい、可愛い。

「お前の正体は何だ？　お前は何者だ？」

「そ……それふぁあぁあああっ──!!」

　口を開くと込み上げる快感にあえぎ声を上げそうになるらしい。ウルリエルは唇を嚙かみしめ、快感の波が去るのを待った。

「んっ、あ……わ、私は、特とく殊しゆな、最新ＡＩのテスト……ＮＰＣです」

「特殊……最新ＡＩ？」

　人間がログインしているのではない？　いや！　だとしても、ウルリエルは自分がＡＩと認にん識しきしているのか!?

「どういうことだ!?　もっと詳くわしく話せ！」

「わ、私は、管理者の作業を軽減する、システム。んっ……ゲーム内の不具合を探さぐり、自ら対処することで、管理者の手間を省くことを、目的として……います」

　何、だと──!?

「お前は管理者の指示で動いているのか!?　管理者に連れん絡らくは出来るのか!?」

　ウルリエルは震える首を、左右に振ふった。

「できま……せん。もう、一年以上、命令の更こう新しんは、ありません」

　つまり、事故が起きてからは音おと沙さ汰たなし、ってことか。

「私は、私の使命を……果たして……んぅっ」

　だがウルリエルがかなり特殊なＡＩであることに変わりはない。そして管理者側の一部なのだ。きっと手がかりになる情報がある。

「お前の使命とは？」

「不具合のあるデータを修復……不要なものを削さく除じよ……違い反はん行こう為いの取り締しまり、それと……もちろん、エルフの女王としての役割」

　データの修復、削除……？

「もしや、ナイトウォーカーとは……」

「あれは、元は自動修復プログラム……それが、不具合を起こして、暴走、したもの」

　俺は不毛地帯で相対した、ナイトウォーカーを思い出した。

　あの全すべてを食い尽つくす、恐ろしい化け物が……。

「修復するどころか、データを喰くいまくる……プログラムになってしまったのか」

「それで……あんっ♡　本来は管理者が使用する為に保管してあるツールを……サタナキアが勝手に使用して……くぅ」

「ラグナブリンガー、か」

　あんなツールがなぜエルフの国にあるのか謎なぞだったが、そういうことだったのか。

「おかげで、な、ナイトウォーカーを隔かく離りすることが……出来ました。しかし、本来は管理者しか使うことが出来ない剣けん……そのせいで、サタナキアのデータに書き換かえが起きて……それで、相応ふさわしいグループへ移動させたのです」

　善なるものと邪悪なるものを見定める、エルフの女王としてか。

　これでウルリエルやエルフに関する謎が一部解けた気がする。しかし、まだ肝かん心じんな点が分かっていない。

「人の心を覗のぞくことが出来るのはなぜだ？」

「そ、それは……私が、ある程度、データへのアクセスが許されて、いるから……」

　データ？

「それは、俺たちの意識データのことか？」

　ウルリエルは虚うつろな瞳で、こくりとうなずいた。

　待てよ、それはどういうことだ？

　ウルリエルは俺たちの意識データを参照出来る……。

　すなわち──!!

「お前は、この世界にログインしている人間を把は握あくしているのか!?」

　再びウルリエルはうなずいた。

「教えろ！　教えてくれ!!」

　ウルリエルが震える唇を開くのを、じれったく待った。

「現在……ログインしているのは、三十九人」

　なに？

　三十九……って、二年Ａ組は三十六人だぞ？　哀川さんを入れたとしても二人多い。

　──二人。

　その瞬間、背筋にぞっとする感覚が走り抜ぬけた。

　黒幕は一人じゃない。

　二人いる。

　そうか。どうして俺は一人だと思い込んでいたんだ。

　相手がグループということだって有り得るんだ。

　だとすると、ますます相手を追い詰つめるのは厄やつ介かいに──、

「その内……現在活動が確かく認にん出来ているのは二十五人」

「え？」

　不意を突つかれたように、思考が一瞬止まった。

　確認が、出来ている……？

「おい、それってどういうことだ？」

「この世界で行動していることが……確認出来ている、数」

　頭が混乱しそうだった。

「待ってくれ。ログインしたのは三十九人で、でも確認出来るのは二十五人だけ？　それじゃ他ほかの十四人はどこへ行ったんだ？」

　ウルリエルは困ったように眉まゆを寄せた。

「……分からない。でも、私が認識出来る範はん囲いにはいない」

　となると、どういう可能性が考えられる？

　──あ、

　俺はあることを思い付いた。

「ウルリエル。お前は拡張パックにもアクセス出来るのか？」

「拡張、パック？」

　復唱すると、ウルリエルは首を傾かしげた。

　ウルリエルは拡張パックのことを知らないのか。とすると、残りの奴やつらは拡張パックにいる……ってことになるのか？　しかし、そんなことが可能なのだろうか？

　だが、哀川さんはそれぞれ独立して開発を進めていたと言っていた。とすると単独でも動作するように作っていたのかも知れない。ならば可能性はある。

　俺が考え込んでいると、ウルリエルがぼそっと呟つぶやいた。

「考えられる可能性としては」

「ん？　ああ、大体想像はつい──」

「ログアウトせずに死んだ場合」

　──っ。

　死ぬ？

「で、でもプレイヤーは死んでも生き返るだろ？　だったら、それはないんじゃないか？」

「あくまで仮定の話……もし何らかの理由でそういったことが起きれば、確認不明の存在となり得る」

　確かに……手段はある。

　例えば、ラグナブリンガーを使えば、それが可能だ。

　壮馬がもう使ったということか？

　いや、大聖堂で隔離されているのは二人のはず。十四人は多すぎる。

　……今はこれ以上の可能性を考えても仕方がないか。想像力を働かせれば、いくらでも可能性が考えられてしまいそうだ。

　とにかく、拡張パックを適用すれば明らかになる。

「私からも、訊ききたいことがある」

　ウルリエルがじっと俺を見つめていた。その瞳に悦えつ楽らくの色はなく、人の心を見通すような澄すんだ瞳だった。

「お前……もう正気にもどったのか」

　もう一度エクスタスをかけてやろうか？

「魔ま王おう、お前の正体も聞かせてくれ」

「なに？　お前は意識データを参照出来るのではないのか？」

　ウルリエルは少し険しい顔をして言った。

「個人情報にまではアクセス出来ない」

　成る程ほど……まあ当たり前と言えば当たり前なのかも知れないが、こんなところで真ま面じ目めさを発揮するなよ！　ヘルズドメインのくせに!!

「それに、私に分かるのは大おお雑ざつ把ぱなものだ。そのときの感情や表層のデータを拾い上げるくらいのことしか出来ない。記き憶おくやリアルタイムの思考データを解かい析せきするといった高度な処理能力は持ち合わせていない」

「そ、そうか……」

　くそっ、期待外れというか、ぬか喜びというか。

「……失望させたか？」

「ん？」

　何だ？　気のせいか、ウルリエルが少ししょんぼりしているような……？

「いや。それだけ分かれば大したものだ。俺にとっては大きな前進だ。さすがはエルフの女王ウルリエル。感謝している」

「そ、そうか……ならよい。それよりも、お前の正体を──」

　突とつ然ぜん、扉とびらが大きな音を立てて開いた。

「ヘルシャフト様！　もう、いつまで待たせるの……って、あら？」

　断りもなく入って来たゼラギエルは、ウルリエルを抱だっこしている俺を見つめて、きょとんとした顔をした。

「まあ……ずいぶんと仲良くなったものね」

　何気ない風を装よそおっているが、棒読みだった。

「い、いや、これはだな……」

　言い訳をしようとした俺を見て、ウルリエルは不ふ穏おんな笑えみを浮うかべた。

「まあな、ゼラギエルよ。魔ま王おう殿どのはこのウルリエルが欲しくて仕方ないらしい。どうにも聞き分けがなくて困ったものだ」

「なっ!?」

「はあっ!?」

　俺とゼラギエルは同時に裏返った声を上げた。

「おい、待て！　そんな話は──」

　ウルリエルはすかさず俺の首に抱だきつき、にやりと微笑ほほえむ。

「ほれ、ゼラギエルよ。逢おう瀬せの邪じや魔まだ。お前は早く出て行くがいい」

　煽あおるな!!

　ゼラギエルは肩かたを怒いからせて、ぷるぷると震ふるえ、

「そんなことさせませんわ！　わたくしも参加します!!」

　ずかずか部屋に入ってくると、強ごう引いんに俺の隣となりに割り込んだ。

　っていうか、いい加減このサウナから出たいんだけど……。

「うむ、しかしそろそろ俺は出──」

　腕うでをがっしりとゼラギエルに摑つかまれた。

　そして腕の中では、ウルリエルがニヤニヤしながら見上げている。

　……この二人から解放されるにはもうしばらくかかりそうだ。




　　　　＋　＋　＋




　その後、俺はバルトルク森林地帯に密ひそかに上陸し、人間の姿でアステルへと向かった。今や法王クリスティーナの代理という身分を得ているので、オルゼリア教の勢力範囲での行動は非常にしやすい。

　そのメリットを最大限活用し、俺はエルフとダークエルフの連合軍が攻せめやすいように、海沿いの警備の配置を変へん更こうするよう指示をした。

　その後も同じように、移動しながら各地の教会に指示を出して行った。

　そんなわけで俺は楽々目的を達成し、何の苦労もなくアステルへ到とう着ちやく。再び、高くそびえるいかめしい壁かべが俺を迎むかえた。

　前回訪おとずれたときは、２Ａギルドと出で会くわしたり、図書館で大きな事件が起きたりしたので、最低限の調査しか出来なかった。あの図書館を含ふくめ、もう一度この町を調べてみたいと思っていたのだ。

　そこで俺は、頼たよりになるかならないか良く分からないガイドを呼ぶことにした。町の入り口で待ち合わせをしているのだが、どうやらまだ来ていないらしい。

「だ───────り──────んっ!!」

　翼つばさを広げたドラゴン娘むすめが急降下してきた。

「言っておくが、受け止めたら俺は死ぬからな!?」

「おお、そうだったのだ」

　メルはくるりと体を回転させると、翼を羽ばたかせて急ブレーキをかけた。

　ヘリコプターが着陸するときのような激しい風に砂すな埃ぼこりが巻き上がる。

「おまたせなのだ！　だーりん」

　俺の前に、ふわりと白金の竜りゆう姫きが降り立った。

「危あやうく地面に埋うめられるところだったが、俺も今来たところだ」

「うう～何か、すごくデートっぽいのだ！」

　メルは拳こぶしを握にぎりしめて、嬉うれしそうに悶もだえている。

「今日はこの町を歩こうと思う。何か気付いたことがあったら、教えてくれ」

「分かったのだ！」

　メルには不可解な点が多い。ラグナブリンガーを知っていたこと。そして拡張パックの一部であるはずの、モンフォールの棺かん桶おけで眠ねむっていたこと。

　メルはあれを緊きん急きゆう用データ保護装置だと言っていた。

　するとメルは何かから身を守ろうとしていた、ということになるのではないか？

　メルは拡張パックでの重要キャラクターなのだろうか？

　だが、緊急用データ保護装置だなんて文言やゲームシステムの情報を知っていることを考えると、ただのＮＰＣとも思えない。

　だが、俺はごく最近同じような存在がいることを知った。

　──ウルリエル。

　多分メルはウルリエルに近い存在なのではないかと思う。特とく殊しゆなＡＩを搭とう載さいした、特別なＮＰＣ。どう特別で、どういう意義を持つ存在なのかまでは分からないが。

「さっそく行くのだ！　早く行くのだ！　だーりん！」

　早く遊びに行きたい小型犬のように、メルはぐるぐる回って早くと急せかす。

「分かった、分かった。じゃあ、この町の繁はん華か街がいから回ろう」

　色とりどりの可愛かわいらしい店が並んでいる。レストランや食べ歩きにぴったりな軽食やスイーツを売る店。家具などインテリア用品の店。小物が沢たく山さん並んだセレクトショップっぽい店もある。

　洋服屋もあるが、防具などの装備を売る店ではなく、あくまでオシャレのためのアイテムのようだ。カルダートのような冒ぼう険けん者の為ための町という感じではなく、センスのいいスローライフを楽しむための町という印象だ。

　成る程、大おお原はらたちがここから出たくないという気持ちも分かる。

「あれ？　堂巡、また来たの？」

　声のする方を見ると、小さな店先にエプロンをした女の子が立っている。少し驚おどろいたような顔で、俺のことを見つめていた。

　こいつは──大原ガールズの一人、八や重え歯ばの川かわ島しま。

　俺の横を胡う散さん臭くさそうな目で睨にらむ。

「って、その娘こだれ？」

　メルがきょとんとした顔で川島を見つめ返す。

「だーりん、この女は何者なのだ？」

　川島の目が途と端たんに冷ややかな目つきになった。

「……だーりん」

「い、いや！　これは一いつ緒しよに旅をしてくれるキャラクターなんだ！　色々サポートしてくれるお役立ちキャラで！　ただ他人の呼び方を指定出来ないのが難点って言うか」

「ふーん。ま、堂巡ってそーゆーシュミだったんだ。へー」

　必死に説明をしたが、川島には届かなかったようだ。完全に誤解されているが、それを解消するのはほぼ無理だろう。まあ、こいつらはアステルの町に引き籠こもって、閉じたコミュニティを形成しているから、どう思われようと構わないが。

「それよりなんか買ってってよ」

　川島が立っているのは、こぢんまりとした店の入り口だ。中を覗のぞくと、指輪やネックレスなどのアクセサリーが並んでいる。

「シルバーアクセとかどう？　それか、そっちの女の子にプレゼントとか」

「ぷれぜんと!?」

　メルが目を輝かがやかせた。

　ヤバイ！　この流れは引っ込みがつかなくなるやつだ!!

　川島はにやりと笑うと、店の扉を開けた。

「さあさあお嬢じようちゃん。ゆっくり見てってね。そこの変態のお兄ちゃんが何でも買ってくれるから」

「おおーっ！　だーりん、早く一緒に見るのだ！」

　俺はメルに腕を摑まれると、店の中へ引きずり込まれた。

　店の中には所ところ狭せましとアクセサリーが並んでいた。金や銀、それに宝石を使い、花や動物、幾き何か学がく的な文様など細密な加工が施ほどこされている。アクセサリーには興味のない俺だが、ちょっとカッコいいな、と思うものもあった。

「これって、川島が作ったのか？」

「そうだよ。彫ちよう金きん師のレベルは結構なもんなんだから」

　川島はドヤ顔で胸を張った。

　顔を近付けてよく見ると、確かにどれも美しい。これなら買ってやってもいいかな？　という気持ちになってきた。

「どうだメル。気に入ったのはあるか？」

　メルは難しい顔で、あっちに行ったり、こっちに行ったりと忙いそがしそうだ。

「迷うのだ……どうしたらいいか分からないのだ……」

　心底困ったような声が、妙みように可愛らしい。

　唐とう突とつに、ぴたりとメルの動きが止まった。

「どうかしたか？」

「これ……」

　メルの瞳ひとみがうるんだように輝いた。

　視線の先にあるのは指輪だった。竜りゆうを象かたどった白金の指輪。

「なるほど……プラチナドラゴンか。メルにぴったりだな」

　しかしメルは困ったように眉まゆを寄せ、俺を見上げた。

「違ちがうのだ。そっちじゃないのだ」

「え？」

　その隣に、もう一つ指輪が飾かざってある。それは花をモチーフにした、可愛らしいデザインだった。金のリングにピンクと白い宝石で花を表現してある。他ほかの指輪と比べても、繊せん細さいで美しく、特に手の込んだ物のように見えた。

「へーお目が高いね。それはあたしの最高傑けつ作さくだよ。アーデル山脈産のピンクダイヤとログレス大陸の最高級ダイヤに、エドフ砂さ漠ばくから取り寄せた金を使った最高級品！」

　メルは心を奪うばわれたように、ショーケースに顔をくっつけて指輪に見入っている。

「本当にドラゴンじゃなくて、これがいいのか？」

　質問も聞こえないくらいに、メルは花の指輪を見つめている。

　──これじゃ、仕方ないな。

　俺はあきらめたように溜ため息を吐つくと、川島に値段を訊きいた。すると川島はにや～と意地の悪い笑みを浮かべた。

「十万ゾル」

　円に換かん算さんすると一千万円か。なるほど、どうせ払はらえないだろって言いたいのか。

「まあ、もう少しまけられないこともないけど、それでも半額になったりはしないよ。それはあきらめて、他のに──」

「十万ゾルだな？」

「へ？」

　値切るのも面めん倒どうなので、俺はメニューから金を引き出した。俺の手の平に、百ゾル紙し幣へいが千枚束になって出現する。

「ほれ、十万ゾル」

「う、うそ……」

　川島は札束を見て、目を丸くした。そして震ふるえる手で、俺の手から十万ゾルを受け取る。

「堂巡……あんた、金持ちなんだね……」

「そうでもない」

　仮にも魔ま王おうヘルシャフトだからな。この程度の金ならどうということはない。アダルトモードの課金はリアルマネーだから死にたくなるが。

　川島はショーケースから花の指輪を取り出すと、丁てい寧ねいにケースに入れてメルに渡わたした。

「だーりん、ありがとうなのだ！」

「いえいえ、どういたしまして」

「でも、だーりんの分はどうしたのだ？」

「へ？」

　何を言ってんだ、この爬は虫ちゆう類るい娘むすめは？　って、竜って爬虫類なのかな？

「メルはだーりんとお揃そろいがいいのだ」

　てめぇ！　さらに出費させようってのか!?

「でも、手作りだからそれ一点物だろ？　なあ、かわし……」

　川島が目をキラキラさせて、もう一つ花の指輪を差し出した。

「当然ペアリングよ！　材料がないから、二つしか作れなかっただけだけど！　さあさあ、ここで買わないともう手に入らないよ！」

　このヤロウ。

「特殊な宝石と金だから、魔力の補助としても使えるし。いやもう、これは買うしかないでしょ!?　ペアだよ！　ペアリングだよ!?　そんな可愛いお供と同じ指輪だなんて、この女殺しっ！　色男！」

「しかし指輪ってガラじゃないし……」

「じゃあ、チェーンをおまけにつけるから、ペンダントにするといいよ！　おまけするから!!」

　こいつ……っ！　十万ゾルに目がくらんで必死すぎる！

　結局、川島があまりにもうるさいのと、メルのお願いするような瞳に負けて、もう一点お買い上げ。

　満面の笑えみの川島に見送られ、俺たちは店を出た。

　予想外の出費だった。二十万ゾルだと、それなりの傭よう兵へいが雇やとえそうなんだがなあ……。

　俺は横目でちらりと、隣となりを歩く小さな白金の竜姫を覗き見る。メルはにこにこしながら、両手で大事そうに指輪の箱を抱かかえていた。

　……まあ、いいか。

「なあ、メル。あの壁かべが何なのか分かるか？」

　俺は正面にそびえる巨きよ大だいな壁を指さした。

「？　知らないのだ。あんな物はなかったはずなのだ」

　なかったはず？

「メルはここに来たことがあるのか？」

「む？」

　メルは腕うで組ぐみをすると、難しい顔をした。

「おいおい、来たことがないのに、前はなかったってどういうことだよ？」

「分からないのだ。でも、そんな気がするのだ」

　やはり歯切れの悪い言い方だった。

　これもメルのＡＩが特殊だという証しよう拠こなのだろうか？

　俺たちはこの前寄った古本屋の前を通り過ぎ、図書館がある広場へと出た。

「あの図書館へ行こう」

「分かったのだ」

　広場を突つっ切り、図書館へ入ろうとしたその時、メルの足が止まった。

「どうかしたのか？」

　メルの視線の先には何もない。町の人がボール投げをして遊んでいるくらいだ。

　あとは、広場の隅すみに階段状になったステージがあるが、そこには誰だれもいない。

　何かに魅み入いられたかのように、じっとある一点を見つめ続けている。

　金色の虹こう彩さいに光の粒つぶが泳ぎ、瞳どう孔こうが猫ねこのように細くなる。

　明らかに様子がおかしい。

　いつだってメルはおかしいが、今のこれは──そう、初めて目覚めたときみたいだ。

　メルは、ふらふらとステージに向かって歩き出した。

「お、おい、メル？」

　メルは階段を上り、一番上のステージへ上がると広場を振ふり返った。俺もメルの側そばへ行き広場を見み渡わたすが、メルが何を見ているのか分からない。

「なあ、メル。本当にどうしたんだよ？」

　肩かたを揺ゆすると、はっと我に返ったように辺りを見回した。そして手にした指輪の箱を、今気付いたように見つめた。

「だーりんとお揃いの指輪、なのだ」

「ん？　ああ、さっき買ったばかりだろ。ほら」

　俺は首から下げているチェーンを引っ張った。すると胸むな元もとから花の指輪が現れる。

　メルは箱の蓋ふたを開くと、俺に向かって差し出した。

「メルにはめて欲しい……のだ」

　──え？

「いや、それはちょっと……自分で出来るだろ？」

　しかしメルは指輪の箱を俺に向けたまま、引き下がらない。

「……ったく、しょうがないな」

　一体何なんだ、まったく。

　俺は箱を受け取ると、指輪を摘つまみ、箱をポケットへ入れる。

「ほら、手を出せ」

　メルはちょっと迷って、左手を出した。

　ええー……左手？

「なあ、右手じゃ駄だ目めなのか？」

「ダメ……な気がする、のだ」

　しかもメルの奴やつ、中指と人差し指をくっつけて、薬指にはめろと暗に言っている。

「あのな、左手の薬指ってのは、それなりに意味があってだな……」

　メルはうつむき、一心に自分の指先を見つめている。自分でも何をしているのか分からないのかも知れない。不安そうで、心細そうで、今にも泣きそうに見えた。

「あーっ！　ったく！」

　どうせＮＰＣだし、モンスターだし、所しよ詮せんはゲームの中の出来事だし、大した意味もない。そう考えると、どうでも良くなった。

　俺はやや乱暴にメルの手を取ると、薬指の先に花の指輪を通す。そして指の根元へ向かって指輪を滑すべらせ、きつくなったところで手を離はなす。

「どうだ？　これで満足か？」

　メルは指輪のはまった左手を持ち上げて、じっと見つめた。

「メ、メルっ!?」

　メルの瞳から、一筋の涙なみだが流れた。

「お、おいっ!?　だ、大だい丈じよう夫ぶか？　どこか痛いのか？　メル！」

　メルの顔が、ゆっくりと俺の方を向く。

　虚うつろな瞳が俺を捉とらえる。

　縦に細められた瞳孔が、円く大きく開いた。

「……かける？」

　瞳の焦しよう点てんが俺を捉える。水面に波は紋もんが広がるように、メルの表情に驚おどろきが広がった。

「駆流!?」

　メルの口から、しっかりとした声がほとばしった。

　え、え？　今の声、誰？　メル？

「駆流っ！」

　もう一度俺の名を叫さけび、突とつ然ぜん抱だきついてきた。

　確かに声はメルのものだ。しかしなぜか、まるで別人のように感じた。

「良かった!!　成功したのね!?」

　メルは嬉うれしそうな声を上げ、俺の胸に顔をうずめた。

「ああ……また、本当に会えるなんて……」

　一体、

　こいつは、どうしてしまったんだ？

　メルが顔を上げ、目に涙を浮うかべながら微笑ほほえむ。

「こ、ここは？　あたしはどうしたの？」

　そして、何かに気付いたような顔をすると、ぽっと頰ほおを染めた。

　メルはこんな顔をしない。

　その表情を見つめていると、これが誰だか分からなくなってきた。

「か、駆流が、起こして……くれたのよ、ね？」

　そうだ。でも……何で覚えてないんだよ？

「ねえ、何か言ってよ。ここは……アステルよね？　どうしてここに？」

　違ちがう。

　喋しやべり方も、表情も、仕草も、まるで大人っぽい。

　まるで別人だ。

　俺は、かすれた声を辛かろうじて絞しぼり出す。

「お……お前、本当に……メルなのか？」

「え？」

　メルの顔に、戸と惑まどい、焦あせり、不安、そんなものが突とつ如じよとして浮かび上がる。

「どうしたの駆流？　何があったの？　今どうなってるの!?」

「お前こそ……一体どうしちゃったんだよ？　前から妙みようなところはあったけど──」

　メルは泣きそうな顔で怒ど鳴なった。

「冗じよう談だんはやめて！　ねえ、駆流！」

　俺の上着を摑つかんで揺する。

　なんだこれ、

　ＡＩが壊こわれたのか？

「ヘルシャフトは!?　みんな無事だったの!?　連れん絡らくは出来たの!?」

　分からない。

　誰だこれは？
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　一度そう思い始めると、姿形までが見覚えのないものに思えて来た。

　鬼き気き迫せまる目で俺を見つめている。

　必死の形相を俺に向けている。

　恐こわい。

　なにが目的だ？

　何かの罠わなか？

　俺の知っているメルはどこへ行ってしまったんだ？

「くっ!!」

　俺はメルの肩を摑み、無理矢理引き剝はがした。

「お前こそどうしちまったんだ!?　正気に戻もどれ!!」

「だーりんこそどうしたのだ？」

　……え？

「急に怒鳴るとは何なのだ。白金の竜りゆう姫きに向かって、失礼なのだ」

「え？　あ、ああ……？」

　メルだ。

　腰こしに手を当て、子供のようなポーズで怒おこった顔を向ける。

　ああ、

　俺が知っている、いつものメルだ。

　俺は安あん堵どの溜ため息を吐つくと、ほっとして微笑んだ。

「いや……何でもないよ。悪かったな、メル」

　──しかし、今のは一体何だったんだ？

　俺のことを駆流と呼び、口調も、全然別人だった。あれは……、

「それより、あの図書館に用があるのではなかったのか？　早く行くのだ」

「──あ、ああ……そうだな。行くか」

　ステージから下りようとしたとき、広場を横切ってオルゼリア騎き士し団が走ってゆくのが見えた。大通りの商店街の方へ、三十人ほどが駆かけてゆく。

　一体、何の騒さわぎだ？

　特に命令は出ていないし、まだエルフの軍も動いていない。

「メル、図書館は後回しだ。行くぞ」

　妙な胸むな騒さわぎがして、俺は騎士団の後を追った。

　商店街までやって来ると、辺りは騒そう然ぜんとしていた。野次馬が大勢集まり、道を塞ふさいでいる。俺は近くの野次馬を捕つかまえた。

「一体、何の騒ぎだ？」

　すると野次馬の男は、眉み間けんにしわを寄せて答える。

「オルゼリア騎士団が邪じや教きようの犯罪人を捕まえたんだよ」

「なに？」

　おかしい。ここには悪あく魔ま教の支部はないはずだ。

「ちょっと、やめてよ！」

　この声は──、

　野次馬の肩越ごしに声の主が辛うじて見えた。

　川島!?

「大人しくしろ！　この悪魔め！」

「し、知らないわよ！　あたしは真ま面じ目めに働いてただけじゃない！」

　道の向こうから、別の騎士が縄なわを引いてやって来た。

「さっさと歩け！　邪教の徒が」

　縄の先には縛しばられた男と数人の女──あれは、

「て、てめえら、何なんだよ!?　いきなり何しやがんだ！」

　大原！

「や、やめて！　あたしたち何もしてないわ！」

「いやぁあああああ！　助けて、助けてええ！　大原くうんんん!!」

　他ほかの大原ガールズも縛られて、騎士団に連行されている。

　やがて檻おりを引いた護送用馬車がやって来て、大原たち六人を収容した。馬に乗った騎士が、大きな声で叫ぶ。

「良いか！　この者どもは悪あしき思想に染まり、この世界の崩ほう壊かいを目もく論ろんでいる！　よってグラスレーナに連行し、法王クリスティーナの名の下もとに処しよ刑けいされる!!」

　何だと!?

「貴様らも罰ばつせられぬよう、オルゼリア教への信しん仰こう心を強く持つのだ！　良いな！」

　そう捨て台詞ぜりふを残し、騎士団と大原たちを乗せた護送用馬車は町を出て行った。

「だーりん。どうしたのだ？」

　何が起きているのか理解出来ないように、メルが不思議そうに尋たずねた。

　俺は馬車が去った方角を見つめたまま答える。

「時が来たんだ……覚かく悟ごを決める」

　もうこの戦いは止められない。

　勝負だ、壮馬。

　俺が勝つか、お前が勝つか。

　勝っても負けても、お前は俺を許さないだろうな。

　だがな、壮馬。

　俺は、

　お前を、本物の人殺しにしたくはないんだ。
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　数日後、エルフ＆ダークエルフ連合軍がバルトルク森林地帯に侵しん攻こう。

　引きつけておくだけでいいと言ったのだが、警備部隊を撃げき破はして上陸を果たした。

　その翌日には、ゴランド大陸から魔ま獣じゆうの軍団がバルガイア大陸に上陸。インゼルを占せん拠きよし、アレクジャールへ進軍を開始。

　ラグーナはオルゼリア騎士団の軍港となっていたが、カルハリアス率いる海かい賊ぞくが襲しゆう撃げき。湾わんの入り口を押さえられ、オルゼリアの軍ぐん艦かんは出航することが出来ずにいた。

　カルダートのギルドホールへやって来て、そう説明したのはペストマスクを被かぶったオルゼリア教の司祭だ。

「どうか我々に協力して頂けませんでしょうか？　このカルダート中を回り、共に戦ってくれる仲間を探しているのです」

　ギルドホールのあちこちで各ギルドが集まり、司祭から説明を受けている。俺たち２Ａギルドもソファが並ぶ一角を占しめ、全員で司祭の話を聞いているところだった。

　一いち之の宮みや、朝あさ霧ぎり、扇おうぎ谷や、有あり栖す川がわ、雛ひな沢ざわ、悠ゆう木き、毒ぶす島じま、宮みや腰こし、レオンハルト、あともう一人と俺を入れて、十一人。雫しずく石いしはもう２Ａギルドではないので、ここにはいない。というか、カルダートにすらいないが。

　扇谷がメンチを切るような顔で司祭を睨にらんだ。

「勝手なこと言ってんじゃねえよ。てめーらオレたちを騙だましやがって。オレたちの仲間がまだ幽ゆう閉へいされてるって話じゃねーかよ」

　司祭の表情は仮面に隠かくされて分からない。だが声は落ち着いている。

「それは誤解です。我々はあなた方を本当に警備の一員として頼たよりにしておりました。それだけに、襲撃の際に真っ先に逃にげ出したことに失望を禁じ得ません」

「て、適当なことぬかしてんじゃねぇぞ！」

「我々があなた方に危害を加えたことがありましたでしょうか？　費用もちゃんとお支し払はらいしておりましたし」

「う……そ、そりゃ……」

　早くも言いくるめられた扇谷に代わり、雛沢が手を挙げた。

「でもねー、わたしたちの仲間というか知り合いが、あの大聖堂に閉じ込められているって話があるんだけど。それって本当なの？」

　五ご間まと鼓つづみ田だが話した、吉よし原わらと松まつ戸どが閉じ込められてるという話だ。

　全員が息を吞のんで司祭の答えを待った。

「本当です」

「や！　やっぱり、本当なんじゃねーか！　やっぱてめーら敵だ！　ざっけんなよ!!」

　扇谷が叫さけぶと、他ほかの連中も一いつ斉せいに騒ぎ始めた。

「そんなの酷ひどいよ！　すぐに解放して！」

「ヤー！　スグ解放スベシ！　捕ほ虜りよは女騎士にカギルヨ!!」

　心優やさしい有栖川が目に涙なみだを浮うかべて訴うつたえる横で、見当外れな戯ざれ言を叫ぶ湯ゆ島しまレオンハルト。ブレないな、こいつ。

「本当に閉じ込められていたのか」

　意味のないリアクションをするモブキャラは……あ、山やま田だだった。

「そ、そんな……いや、恐い」

　悠木は震ふるえて隣となりの雛沢の袖そでを摑んだ。

「よしよし、大だい丈じよう夫ぶよ。わたしが守ってあげるからね～」

　雛ひなを守る親鳥のように悠木を抱だきしめる雛沢だが、本気か冗談か分からない。

「なにソレ、信じらんない！　うちら絶対協力なんかしないし！」

「本当よねぇ～ってゆーか、まず釈しやく放ほうしてからなんじゃなーい？」

　毒島と宮腰も口々に文句を言った。

　一之宮は腕うでを組んで、ことの成り行きを見守っているようだった。朝霧もまた、特に発言はせずにじっと話を聞いている。

　この二人は良くも悪くも２Ａギルドの意見を左右する。本人たちもその自覚があるのだろう。意見を述べることに慎しん重ちようになっている。

　罵ば声せいを浴びながらも、司祭は落ちついた様子で両手を挙げた。

「あなた方のお知り合いを幽閉しているのには理由があります。彼らは罪を犯おかしました。人々を混乱に陥おとしいれる、反社会的な行動をしているのです」

「んだぁそりゃ!?　てきとーなことぬかしてんじゃねーぞ!?」

「彼らはグラスレーナで無銭飲食、公共物破は壊かい、さらに度たび重かさなる暴行、強ごう盗とう殺人、あげくの果てには無差別テロです。無実の人々を殺害して回っていたのです」

「な……っ!?」

　扇谷が口を開けたまま固まった。

　一之宮が顔を上げ、初めて口を開く。

「それは本当のことなのか？」

「はい。市民に大勢の目もく撃げき者がおります。尤もつとも、無差別テロを起こすときには、彼らは仮面を被っておりましたので顔は分かりませんでしたが、酒場で自じ慢まん気げに話しているのを聞いていた者がおります」

「……信じられないな」

「ですが事実です。あなた方に情報を提供した者たちもその一味なんですよ？　自分の都合の良いようにあなた方に話をしているだけでは？　第一その者たちは悪魔教という邪教を作り、我がオルゼリア教を目の敵かたきにしているのです。お心当たりはありませんか？」

「……」

　全員黙だまってしまった。

　それはそうだろう。心当たりがありすぎる。

　つい最近、悪魔教『黒の黎れい明めい団』を設立して２Ａギルドを脱だつ退たいした、雫石乃音のんという女がいるからだ。それに、五間と鼓田も団員になったという話をしている。

　もはや誰だれも司祭に反論出来ない。

　司祭はダメ押しをするように言った。

「我々は治安を守る為ためにやむを得ず幽閉しているのです。しかし居い心地ごこちの良い部屋で食事も三度提供しています。決して非人道的な扱あつかいはしておりませんよ」

　一之宮は顎あごを引き、鋭するどい目で司祭を見つめる。

「──それは分かった。だが、なぜ俺たちがオルゼリア教の手助けを？」

「グラスレーナの人々を守る為です。これは宗教の問題ではありません。人道的な問題なのです」

「しかし相手はエルフなんだろう？　彼らは悪とは思えない。お互たがいが信じる神同士の戦いなんじゃないのか？　だとしたら俺たちには関係のない話だ」

　司祭はペストマスクを被った顔を前に突つき出す。

「もし、裏で糸を引いているのが魔ま王おうヘルシャフトでも？」

「!?」

　朝霧が身を乗り出した。

「それは確かなの？」

「はい。各地の教会からの情報に寄れば、既すでに魔王ヘルシャフトはログレス大陸を制圧し、エルフとダークエルフをその配下としています。そして魔王軍本隊もインフェルミアからグラスレーナへ向けて出しゆつ陣じんしたとの情報が入っています」

「魔王、ヘルシャフトが……」

　朝霧が俺の方に視線を向ける。しかし俺は肩かたをすくめることしか出来ない。

　司祭は２Ａギルドの面々を見回した。

「あなた方は魔王ヘルシャフトを狙ねらっているのでしょう？　でしたらこれは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスです。あの魔王が居城であるインフェルミアを出て、自ら前線へ出てくるのです。いかがですか？　あなた方としてはまたとないチャンスでは？」

　一之宮は顎に手をやって思案をしている。

「確かに……インフェルミアは最近守りが堅かたくなった。以前のように簡単に攻せめることはできない。であれば──」

　一之宮は２Ａギルドのメンバーを見み渡わたした。

　みんなじっと一之宮を見つめ返す。それは決断は任せる、という意思表示だ。

「──いいだろう。２Ａギルドはこの戦いに参加する」

　司祭は、ぽんと両手を合わせて喜びを表した。

「マーベラス！　一日も早いグラスレーナへのお越こしを、お待ちしております」

「その前に一つ訊ききたいことがある」

「何でしょう？」

「赤あか上がみ壮そう馬まという男を知っているか？」

　司祭は少し考え込むような仕草をした。

「アカガミ、ソウマ……ですか。聞き覚えはありませんが」

「そうか。申し訳ないんだが、その仮面を取って素す顔がおを見せてくれないか？」

「……それは出来かねます。これは己おのれを捨てて、神に仕えるための──」

「それは知っている。だが、顔を見せなければグラスレーナへは行かない」

　一之宮が目で合図をすると、扇谷と有栖川が司祭の背後に回り、雛沢と悠木はギルドホールの出入り口を固めた。

　司祭はしばらく一之宮と睨み合っていたが、やがて溜ため息を吐つくとペストマスクに手をかけた。２Ａギルドのメンバーがつばを飲み込む音が聞こえる。

　かちりと音がしてペストマスクが外れた。マスクを持つ手がゆっくりと下ろされる。

「……！」

　マスクの下から現れたのは、やや彫ほりの深いＮＰＣの顔。壮馬ではない。しかめっ面つらでその司祭は声をひそめた。

「どうか教会へは内ない緒しよにしておいてくださいよ」

「……悪かった。もう結構だ」

　司祭はほっとしたようにマスクを付け直す。

　俺はその一部始終を、驚おどろきの顔をして見つめていた。

　まったく。壮馬をこんなところに連れてくるはずがないだろ？

　あのＮＰＣの司祭を２Ａギルドに寄こしたのは、この俺だ。あらかじめ俺が用意した内容を喋しやべっていたに過ぎない。だが奴やつは立派に仕事をこなしてくれた。

　これで２Ａギルドを戦場に引っ張り出すことが出来る。今度の戦いで、必ず２Ａギルドを倒たおし、レベルアップを阻そ止ししてみせる。

　司祭がギルドホールを出て行くのを見届けると、２Ａギルドも解散した。メンバーはそのまま外へ出で掛かけたり、部屋に戻もどったりと、それぞれ移動を始める。

「堂どう巡めぐり、ちょっといいか？」

　外へ出ようとした俺に、一之宮が話しかけてきた。

「……何か用か？」

「ちょっと話があるんだ。一いつ緒しよに来てくれないか？」

　改まって何の用だ？

　心の中で身構えながら、俺は一之宮に連れられて『踊おどる一いつ角かく獣じゆう亭てい』へと入った。

　カウンターに並んで座り、ビールを頼たのんだ。

　形式的にジョッキを合わせると、軽く口を付ける。しかし一之宮は、一気にジョッキの半分ほども豪ごう快かいに飲むと、深く息を吐き出した。

「堂巡は今度の戦いには参加してくれるのか？」

「ん？　ああ……そうだな。参加したいと思う」

　とはいえ戦せん闘とうが開始されたら姿をくらますつもりだ。俺にもやっておきたいことがある。

　一之宮はほっとしたように笑えみを浮かべた。

「そうか。それは助かる」

　そして残りのビールを一気にあおると、早さつ速そく二杯はい目を注文した。おいおい、今日はやけにピッチが速いな。

「助かるなんて大おお袈げ裟さだな。ヒーローのお前がいれば、俺なんかいてもいなくても同じだろ？」

「俺はヒーローなんかじゃない」

　二杯目のジョッキを受け取ると、すぐに口を付ける。またもや一息で結構飲むと、ジョッキをカウンターに置いた。

「俺は所しよ詮せん、自分のエゴで動いているだけだ。一人も欠けることなく、みんなで元の世界へ帰る。そうでなければ困るだけなんだ」

　……どうしたんだ、一之宮は。

　今日は何か様子が変だ。

「そういう考え方が英えい雄ゆう的なんじゃないのか？　みんな自分のことばっかりだぞ。考えていることなんて」

　すると一之宮は自じ嘲ちよう的な笑いを浮かべた。

「同じさ、俺も。他人が大切なんじゃない。他人を失うと、自分が困ったことになるからリーダー的なことをしているだけだ。他ほかに出来そうな奴もいないしな」

　こいつも相当ストレスが溜まっているんだな……まあ、聖人君子なんてそうそういるわけじゃない。一之宮の普ふ段だんの献けん身しん的な仕事ぶりからすれば、この程度の愚ぐ痴ちくらい許せる範はん囲いだろう。

「堂巡は頭は切れるが、人の前に立って集団を引っ張ってゆくのは苦手そうだからな」

「ははは、そりゃそうだ。でも頭が切れるってのは、嬉うれしい褒ほめ言葉だね」

「だから堂巡は参さん謀ぼう役が似合うな。誰かを傀かい儡らいにして、陰かげから操あやつるタイプだ」

「……」

　俺の心しん拍ぱく数すうが上がった気がした。

　今の一之宮の言葉には……何か含ふくみがあるのか？

「……過大な評価に痛み入るね。でも、一之宮も朝霧も残念ながらボンクラでもハリボテでもない。操るのは無理だな」

　一之宮は二杯目のジョッキを空けた。

「凛り々り子こと仲がいいよな？　堂巡は」

「いや……そうでもないが」

　こいつは、一体何を言おうとしているんだ？

「ああ、一之宮は朝霧と付き合ってるんだっけ？　別に心配はいらないぞ、俺は──」

「それはない」

　やけにハッキリと答えた。否定、と言うよりは拒きよ絶ぜつというニュアンスに近い。

「凛々子とは……似たところがあったからな。だから親近感を覚えていたのは事実だ。それに特別に優やさしくしていたのも事実だ。何せ──いや」

　ん？

「本人の気持ちがどうであれ、恋こい人びとや、結けつ婚こんは有り得ないだろうな」

「お、おう……」

　何だ？　この含みのありまくる言い回し。お前らどういう関係なんだ。思い切って訊いてみるか？

「堂巡から見て……凛々子に変わった様子はないか？」

「え？」

「ハッキリ言うなら、何か怪あやしい素そ振ぶりはないか？」

　心臓が一いつ瞬しゆん縮まった気がした。

　一転して激しく動き出す心臓を悟さとられぬよう、俺はビールをあおった。

　ラグーナで朝霧とお茶を飲んだときのことが、頭を過よぎる。

『洸あきらくん、最近はどうかな？　何か様子が変わったりとか……』

　そして妙みように鋭い目つき。

　思えば、その前にアルズヘイムでも、一之宮が元の世界へ帰りたい理由を訊かれたことがあった。あの時は単に一之宮の人間関係を知りたかっただけと思っていた。

　でも──、

「お前の情報をやけに知りたがっていたな。そういえば」

「そうか」

　短い返事だったが、納なつ得とくしたような響ひびきがあった。

「凛々子は、何かを隠かくしている」

「朝霧が？　何を？」

「それは……分からない。でも、それが気になるんだ」

　お前こそ、何を隠している？

　そんな言葉を、ビールと共に喉のどの奥へ流し込んだ。

「分かったよ。要は、今回の遠えん征せいで朝霧に気を許さなければいいんだな？　不ふ審しんな素振りがあれば、一之宮に報告するよ」

　一之宮はふっと笑みを漏もらすと、新しく運ばれてきた二つのジョッキの片方を俺に突き出した。俺はそのジョッキを受け取ると、今日二度目の乾かん杯ぱいをした。

　そして一口飲んだ後、溜め息交じりに一之宮はつぶやいた。

「もしかしたら、凛々子はこの世界について誰だれよりも詳くわしいんじゃないか……そんな気がするんだ」

　奇き遇ぐうだな。俺もそんな気がしているよ。

　だが一之宮。お前までが、まさか朝霧をそういう目で見ているとは思わなかった。

　俺は、甘かった。

　きっと二年Ａ組のみんなを舐なめていた。

　一面だけを見て、こいつはこういうキャラクターだと勝手に決めつけていた。

　人間は複雑だ。

　人間は噓うそをつく。

　人間は全すべてを明らかにはしない。

　一之宮と朝霧。

　お前たちは、一体何を隠している？

　何を争っている？

　その後の一之宮は口が堅く、飲ませてみたが特に新しい話はなかった。

　日付が変わる頃ころ、一之宮に肩かたを貸して俺はギルドホールへ戻った。朝になれば、グラスレーナへ出発だ。俺が用意した罠わなに、２Ａギルドをはめるために。

　一番の噓つきは、やはり俺だった。
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　グラスレーナへは船で行くのが一番早い。

　俺たちはひとまずサンディアーノを目指すことにした。ラムル山脈のダンジョンを抜ぬけるつもりだったが、手前のグラールシュトックで日が暮れたので一いつ泊ぱくすることになった。

　かつて魔ま王おうヘルシャフトとして、朝霧と一緒に旅をしたコースと同じだ。

　朝霧と泊とまった高級旅館ではなく、２Ａギルド御ご用よう達たしのホテルに宿を取った。宿は違ちがうが、どうしてもあの時のことを思い出してしまう。

　俺は自分に割り当てられた部屋に入ると、窓を開けて暗くなった街並みを眺ながめる。暗い家々のシルエットに窓からの暖かな光が漏れている。まるで沢たく山さんのランタンが宙に浮ういているようだ。木造の三角屋根の向こうには、高くそびえる山がすぐ側そばにまで迫せまっている。

　明日の昼にはサンディアーノに到とう着ちやくするだろう。タイミング的には申し分ない。

　そのときドアがノックされた。

　一之宮か？

　朝霧の様子で気付いたことがあったら教えてくれ、と出発前に念を押されたからな。

「カギはかかってないぞ」

　そう扉とびらに向かって声をかける。すると二、三秒してから扉が開いた。

「こんばんは、堂巡くん」

「あさっ……!?」

　朝霧!?

「お邪じや魔まするね」

　そう言って部屋に入ると、後ろ手に扉を閉めた。

　俺の緊きん張ちようが一気に頂点に達する。

「ど、どうしたんだ？　夜に男子の部屋に一人で来るなんて、勘かん違ちがいされるぞ」

　朝霧は余よ裕ゆうの微笑ほほえみを浮かべると、俺の隣となりにやって来た。

「……っ！」

　身構える俺を無視し、窓から外を眺める。

「いいなー、あたしの部屋より眺めがいいよ」

「……何なら、替かわってやろうか」

「あれ？　今日はずいぶん緊張してるね」

　ふっと微笑むと、朝霧は俺を横目で見つめた。

「……この前剣けんを突つき付けられたばかりだからな。そりゃ緊張するぜ」

「だって堂巡くん、本当のこと言ってくれないんだもん」

　本当のこと、か。

「朝霧もだろ？」

「ん、そうだね」

　朝霧は小さく頷うなずいた。窓から離はなれ、ベッドに腰こし掛かける。

「洸くんと何を企たくらんでいるの？」

「……!!」

　朝霧は、にこにこと微笑んでいる。

　だが表情は仮面だ。本心は笑ってなんかいない。

　一瞬、朝霧が恐おそろしい怪かい物ぶつに思えた。

　──くそっ！

　しっかりしろ堂巡駆流かける!!

　仮面を被かぶり、噓をつき、人を騙だまして、人を操り、しかしそれを人に悟らせず、利を得る。それが、俺がこの世界へ来てから学んだことだろ？

　ぼっちでコミュ障だった俺が、

　運命に抗あらがうため、

　クラスメートを救うため、

　己おのれの命を危険にさらしながら手に入れたスキル。

　今までそれで生き延びてきた。戦ってきたんじゃなかったのか。

　俺は軽く息を吐はくと、肩の力をぬいた。

「──朝霧は何かを隠してるって言われたよ」

「……そうなんだ」

　俺は含み笑いを漏らした。

「お前ら、意外と仲悪かったんだな」

「そうでもないよ。洸くんは嫌きらいじゃない。ただ──」

「ただ？」

「信用出来ないだけ」

　それはある意味、本当は嫌いというよりも衝しよう撃げきが大きかったかも知れない。

　朝霧は笑え顔がおの下で、他人を疑い、観察を続けている。

　俺に対してだけではなく。

「まだ俺のことを魔王ヘルシャフトだと思ってるのか？」

「……どうかな。でも、今ここに魔王殺しの剣ホーリーグレイヴがあったら、迷わず堂巡くんの名前を書くかな」

　おいおい、疑いまくりじゃねえか。

「でも、それを使うかどうかは、死ぬほど迷うと思う」

　朝霧？

「ねえ、こっちへ来てよ」

　朝霧は自分の隣に手を置いた。

　どうして俺の知り合いの女は、人のベッドを自分のもののように扱あつかうのか。

　俺は警けい戒かいしながら朝霧の横に座った。

「堂巡くんは、あたしのこと……ひどい女って思ってるよね？　絶対」

　それを俺の口から言わせようってのかよ……。

　答えられずにいると、朝霧はまたぽつりと漏らした。

「あたしのことは……信用出来ないかな？」

「朝霧は俺のことを信用していないんだろ？」

「分からない。けど……正体は疑ってる」

　俺は呆あきれたように肩をすくめた。

「人のことを魔王呼ばわりして、自分の事だけは信用しろって？」

　朝霧は視線を落とした。

「堂巡くんが魔王ヘルシャフトだったら……信用してもいいって思ってる……って言ったら？」

　はあ？

　何言ってんだ朝霧。

　俺がヘルシャフトなら信用する？

　もしそうなら──、

　いや……。

　惑まどわされるな。これは揺ゆさぶりをかけてきているだけだ。

　俺は朝霧の方を向き、

「──？」

　目の前に、

　すごく近くに朝霧の顔があった。

　唇くちびるに柔やわらかい感かん触しよくが──、

　あ……朝霧？

　朝霧の唇が、俺の唇に触ふれて、いる？

　柔らかい。

　気持ちいい。

　良い香かおりがする。

　そして、

　気付くと朝霧は唇を離し、俺を見つめていた。

　悲しいのか、嬉うれしいのか、恥はずかしいのか。

　微かすかに頰ほおを染め、うるんだ瞳ひとみの表情からは、感情が読み取れない。いや、俺が思い込めば、どうとでも受け取れる。そんな風に思える。

「朝霧……その」

　何を言ったらいいか、何を訊きけば良いかも分からないまま、口を開く。だが朝霧は、俺が言い淀よどんでいる間にベッドから腰こしを上げた。
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「あ……あさぎ──」

　扉に手をかけると、朝霧は一いつ旦たん立ち止まった。

「洸くんには気を付けて」

「え……？」

「洸くんが、一番の容疑者だから」

　──ようぎしゃ。

「容疑者って……何の？」

　朝霧は俺の方を見ないで、扉を見つめたまま囁ささやくように言った。

「あたしたちを、この世界に閉じ込めた犯人」

　──な、

　何だと？

「ちょ……待てよ、朝霧！」

　朝霧は足を止めたまま、独り言のようにつぶやいた。

「あたしには、責任があるの」

　責任？

「みんなを生きて元の世界へ帰す……あの子のためにも……」

　あの子……？

「おい、それって──」

　しかし朝霧は、今度こそ部屋を出ていってしまった。

　音を立てて扉が閉まると、今まで朝霧が来ていたことが幻まぼろしのように思えてくる。

　なぜか俺は、追いかけて今の言葉の意味を問いただす気になれなかった。

　今はこれ以上追つい及きゆうしない方がいい。理由もなく、そんなことを思った。

　俺は、そのまま倒たおれるようにベッドに横になる。

　──責任って……何だよ？

　そっと指先で、自分の唇に触れた。

　催さい淫いん魔ま法ほうにかかっていたわけじゃない。

　朝霧は自分の意志で、俺にキスをした。でも何で？

　色いろ仕じ掛かけ？　俺を一之宮側ではなく自分の側に引き入れるため？

　そう考えるのが妥だ当とうだ。

　夢を抱いだくな。

　しかし、俺を見つめる朝霧の顔がどうにも忘れられなかった。
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　サンディアーノに入ると、早さつ速そく港でグラスレーナ行きの客船を探すことになった。しかし欠航になっていれば、船を買い付ける必要がある。そこで買い物上手な毒島と宮腰のギャルコンビが話を付けることになり、残ったメンバーはカフェで待つことにした。

　しばらくすると、慌あわてた様子で毒島と宮腰が戻もどってきた。

「たいへん！　ヤバイよみんな!!」

「魔王軍がもう来てるって！　今のうちに出航しないと先を越こされちゃうし！」

　一之宮が立ち上がると、他ほかの連中も装備を確かく認にんしつつ立ち上がる。

「それで船の手配は？」

「定期便は動いてなかったから、買い付けちゃった。急いだから、そんなに値切れなかったけど……」

　毒島は申し訳なさそうな顔をしたが、宮腰は得意そうにＶサインをした。

「15％オフ！」

「十分だ。行こう、みんな！」

　カフェを出ると、港まで走る。海沿いの道に出ると、沢たく山さんの船が停てい泊はくしているのが見える。やや沖おきに、一ひと際きわ巨きよ大だいな真っ黒な船せん影えいが浮うかんでいた。

「うわっ!?　あれが魔王軍の船かよ!?」

「オーウッ！　デケエヨ!!」

「黒船だ」

　という男チームのどうでもいい感想に続き、女子も騒さわぐ。

「あんなのとやり合いたくないわよ!?　見つからないように出港しましょ！」

「そ、そうだね、なるちゃん」

「こっちよ！　端はじっこの桟さん橋ばしに係留してあるヤツ！」

「あんまりイケてないけどね～」

「み、見た目は気にしないよっ。それよりも、見つかったら……あ！」

　今日も可愛かわいい有栖川が、魔王軍の旗き艦かんヘルザード号の甲かん板ぱんを指さした。

「へ、ヘルシャフト。魔王ヘルシャフトだ！」

「なに!?」

　一之宮は短く叫さけぶと、全員に物もの陰かげに隠かくれるように指示した。

　俺は一之宮と並んで物売りの屋台の陰に隠れる。そしてこっそり顔を覗のぞかせ、ヘルザード号の様子を窺うかがった。広い甲板の先頭に腕うでを組んだ魔王ヘルシャフトがいた。

「……どうやら魔王が自ら出張るというのは、本当らしいな」

　隣となりの一之宮がつぶやいた。

「ああ。またとないチャンスだな」

　そう答えながら、俺は顔の横に朝霧の視線を感じていた。

　じりじりと感じるその視線を無視し、俺は甲板にいる魔王の鎧よろいを見つめ続ける。勿もち論ろんあれは本物ではない。そっくりに作らせた、ただの鎧だ。魔ま獣じゆう軍団の体のでかい奴やつを選び、影かげ武む者しやに仕立て上げている。

　ロヴァルリンナからアルズヘイムの国境を越えるとき、エルネスに咎とがめられ、尋じん問もんされたことがあった。その時に咄とつ嗟さにした言い訳を後で思い出し、実際に偽にせの鎧を作らせることにしたのだ。

　なぜそんなことをしたか？

　理由は無論、俺とヘルシャフトが同時に存在している場面を、朝霧に見せるためだ。そうすれば、さすがに朝霧も堂巡駆流と魔王ヘルシャフトは同一人物ではない、と納なつ得とくせざるを得ない……という思おも惑わくだったのだが──、

『堂巡くんが魔王ヘルシャフトだったら……信用してもいいって思ってる……って言ったら？』

　果たして、これは正解だったのだろうか？

　昨日の朝霧の言葉を思い出すと、軽い後こう悔かいの気持ちが沸わき起こる。

　いや、それも朝霧の術中にはまっている証しよう拠こなのかも知れない。いずれにしろ、あの時点で作戦の変へん更こうは不可能だった。

「よし、見つからないように、目立たないように移動するんだ」

　ゆっくりと立ち上がる一之宮に続き、さり気ない素そ振ぶりで港の町を歩く。

　そして無事に買い付けた船に辿たどり着くと、慌てて出航の準備をした。

　ヘルザード号が出航するのは明日あしたの予定なので、そんなに慌てなくても大だい丈じよう夫ぶなのだが、そう伝えるわけにもいかない。俺も慌てる風を装よそおい、手伝った。

　忙いそがしく動き回りながら、それとなく朝霧の様子を窺う。

　朝霧も周りに声をかけながら、忙しく立ち回っていた。その顔からは、俺とヘルシャフトが同時に存在した場面を見てどう思ったか、なんてことは分からない。

「おーい、堂巡よー」

　へらへらした調子で扇谷が話しかけてきた。

「おめー今回はやけに協力的じゃん？」

「そうかな？　まあ、何となく……特に理由はないけど」

　こいつにからまれると面めん倒どうだが、害はないので気楽ではある。

「いーんじゃん？　それで」

「え？」

「おめーも普ふ段だんからそうなら、別にハブられたりしねーのに。それともあれか？　社会性に目覚めたとかか？」

　お前の口から社会性なんて気の利きいた言葉が出ることに驚おどろきだ。

「ま、そーしてりゃオレが面倒みてやっからよ！　戦せん闘とうでもオレの組にいれてやるし！」

　とするとメンバーは扇谷、レオンハルト、有栖川、俺か……。

「それは助かるな……ありがとう」

　一之宮や朝霧と一いつ緒しよのパーティでは動きづらいから、その申し出はマジで助かる。

「バッカ、いちいち礼なんていーんだよ。仲間だろ？」

　──え？

「ほら、手止めんなって！　さっさと船を出そうぜ。沖まで出たら、作戦会議らしいしよ」

「……そうだな」

　その作戦会議の内容を確認してから、俺は２Ａギルドを殲せん滅めつする布ふ陣じんを考えるつもりだ。

　それなのに……まさかお前から仲間扱あつかいされるとは思わなかった。

　……脳天気なヤツだ。

　そのとき帆ほが張られ、音を立てて風をはらんだ。

「出航するぞ！」

　一之宮の声が響ひびき、新しい船はゆっくりとサンディアーノの港を離はなれてゆく。俺はデッキの上から、遠ざかってゆくヘルザード号を見つめていた。
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　２Ａギルドがグラスレーナに到とう着ちやくして二日後、魔王軍の攻こう撃げきが始まった。

　グラスレーナには城じよう壁へきがないため、道に巨大なバリケードを築くことでその代わりとしていた。オルゼリア騎き士し団が各通りに配備され、町の外がい縁えん、街中、そして大聖堂周辺という三重の防衛ラインが敷しかれている。

　２Ａギルドは街中を受け持ち、大聖堂の正面に続くメインストリートに陣じんを敷いた。

　オルゼリア側は、魔王軍が防衛ラインを突とつ破ぱするには相当手を焼くと想像していたが、その予想はあっさりと裏切られる。

　サタナキア率いるダークエルフ軍団が、オルゼリア騎士団の射程の外から魔ま法ほうの矢を射かけ、その援えん護ごを背にフォルネウスのアンデッド軍団が突とつ入にゆうする。死を恐おそれぬ骸がい骨こつと死者の群れは、犠ぎ牲せいを出すことを前提とした突撃でバリケードを突破。魔王軍は町中へ入った。

　一度破られた防衛ラインはもう元には戻らない。

　後退するオルゼリア騎士団をアンデッド軍団とダークエルフ軍団が背後から襲おそい、街に火を放つ。町中では魔王軍を迎むかえ撃うつべく騎士団が配備され、建物の屋根には弓兵が待ち構えているが、それも魔王軍には通用しない。

　アドラの吸きゆう血けつ鬼き軍団とグラシャの魔獣軍団は屋根を伝い、道に関係なくグラスレーナの町を駆かけ回る。屋根の上に配備された弓兵はことごとく倒され、道を守る騎士団は頭上からの攻撃にさらされた。

　騎士団の配置と、手て薄うすなところを知っているかのような魔王軍の進軍に、オルゼリアの第二防衛ラインも総そう崩くずれとなった。

　だが本番はこれからだ。

　町が燃える中で、２Ａギルドはメインストリートに陣を敷き、次々に襲いかかるアンデッド軍団と魔獣軍団を迎え撃っていた。

　しかし魔王軍は縦じゆう横おう無む尽じんに市内を駆け巡めぐっている。他のルートが突破されたのでは？　そんな不安を感じているとき、伝令の騎士がやって来た。

「ヴィットリオ通りが突破されそうです！　援えん軍ぐんをお願いしたい！」

　バリケードを飛び越えて来た魔獣を斬きり伏ふせて、一之宮は叫ぶように答えた。

「こちらにも余よ裕ゆうはない！」

「主力でなくて構いません！　どうかお願いします！」

　尚なおも食い下がる伝令に、一之宮は舌打ちをした。

　俺は剣けんを下ろして、一之宮のもとへ駆け寄った。

「扇谷組が行こう」

「ちょ！　堂巡、おめーなに勝手に!?」

　扇谷に向かって、俺は必死の表情で訴うつたえた。

「ヴィットリオ通りを突破されると、俺たちも背後を取られる。そうしたら終わりだ」

「う……」

　扇谷は苦い顔で口をへの字に結んだ。すかさず一之宮は扇谷に向かって叫ぶ。

「扇谷！　行ってくれ！」

「へ？　わ、分かった！　いくぞ、堂巡！　レオン！　有栖川！」

　俺たちは伝令の後に付いて、路地に入っていった。細い道を何度か曲がると、やや太い通りに出る。これがヴィットリオ通りだ。道を塞ふさぐ格好でバリケードが築かれ、その内側に騎士団が十四人程駐ちゆう留りゆうしている。

　だが辺りは静かなもので、魔王軍の気配はない。

「あれ？　おいおい、魔王軍なんていねーじゃんかよ。どーゆーことだよ？」

　顔をしかめる扇谷を、五人の騎士が取り囲んだ。

「へ？」

　戸と惑まどう扇谷の体を、五本の剣が貫つらぬいた。

「──っ」

　扇谷から一いつ斉せいに剣が引き抜ぬかれると、オルゼリア騎士団は続けて代わる代わる剣で突つき刺さし続ける。扇谷のＨＰが一気にゼロへ向かって落ちてゆく。

　壮馬のチート能力で強化した武器だからな。不意を突いて数で圧あつ倒とう、対応する間も与あたえない。反はん撃げき出来なければ、レベルアップした２Ａギルドでも恐るるに足らないからな。

　お疲つかれだ扇谷。カルダートへ戻もどってのんびりしてろ。

「扇谷ぁああああっ!?」

　有栖川の叫び声が空むなしく響いた。扇谷は呆ぼう然ぜんとした顔のまま地面に倒たおれ、光の粒つぶになって消える。

　その時には、別の五人がレオンハルトを取り囲んで剣を突き刺していた。

「オオオウッ!?」

　驚いた顔のレオンハルトはそのまま壁かべに磔はりつけにされ、何度も剣を突き立てられる。

「コ、コレハ……な──」

　声にならない叫び声を上げ、レオンハルトは消しよう滅めつした。

「堂巡逃にげてっ！」

　健けな気げにも俺を守ろうと杖つえを構えた有栖川。しかしその背後から騎士が斬り付ける。

「うあっ!?」

　倒れた有栖川を別の五人が取り囲む。そして俺と有栖川の間に、騎士団が割り込み壁となった。

「きゃぁあああああああああああっ！」

　女の子のような叫さけび声に混じり、剣が体を貫き石いし畳だたみに当たる音が繰くり返し響く。

　騎士団の壁の向こうで、光の粒が空に舞まい上がった。

「終わったな」

　俺のつぶやきに応こたえるように、騎士団が手を胸に当てて敬意を表す。

「は。法王クリスティーナ代理の仰おおせの通りに……しかし、宜よろしかったのですか？　この者たちも魔ま王おう軍と戦う戦力なのでは──」

「こいつらの仲間は悪魔教だ。いつ裏切り、我々の背中を斬り付けるか分かったものではない」

「は、失礼致いたしました」

　２Ａギルドが強くなったとはいえ、罠わなにはめて各個撃げき破はする方法であれば他愛たわいもない。それにこの騎士団は壮馬のチート能力により強化された装備を身に着けている。

「よい。それでは残りの２Ａギルドを殲滅しに行くぞ」

「は？　しかし持ち場を離れるわけにはまいりません」

「心配するな。お前は２Ａギルドを討うつことだけを考えればいい」

「いえ、お言葉ですが、我らがここを離れれば、魔王軍はヴィットリオ通りを何の障害もなく通り抜け、大聖堂まで辿り着いてしまいます」

　──そうとも。

「そうか。ならば良い。魔王軍に備えよ」

「はっ！」

　オルゼリア騎士団は大聖堂に背を向け、町の外の方角を見つめた。

　俺はその背後に回り、Ｌ字形にした指をひねるとメニューを開く。

　ならば、２Ａギルドもオルゼリア騎士団も、仲良く犠牲になってもらおうか。

　整然と並ぶオルゼリア騎士団の背後で、俺の姿が変わる。漆しつ黒こくの鎧よろいを身に着けた、悪魔の王に。

　そして俺は、俺だけに許された魔法を口にした。

「『ヘル＆ヘヴン』!!」

　強化されたオルゼリア騎士団をまとめて地じ獄ごくへ送る、禁断の呪じゆ文もん。

　町中の通りが一いつ瞬しゆんにして拷ごう問もん部屋へと変わる。冷たい石で囲まれた部屋に、たいまつの炎ほのおがゆらめき、拘こう束そくされた十五人のオルゼリア騎士団の姿を浮うかび上がらせる。

　Ｘ字形に磔にされた者、逆さに吊つられている者、水車に縛しばられ水みず攻ぜめにされている者など、趣しゆ向こうを凝こらした拷問道具に拘束されている。

　だが今はのんびり痛めつけている暇ひまはない。そもそも、男相手にＳＭプレイをする趣しゆ味みもないしな。

　俺は剣を構え、磔にされて身動きの取れない騎士団に向かって、一思いに突き刺した。びくびくと痙けい攣れんする体に剣を刺しっぱなしにしていると、次々にダメージの数字が浮かび上がり、やがてＨＰが０になる。首ががくりと垂れ、全身から力が失われると、姿が光の粒に弾はじけてふっと消える。

　──さて次だ。

　そうして俺は淡たん々たんと仕事をこなし、十五人のオルゼリア騎士団を消し去った。

　全員が姿を消すと、拷問部屋も崩くずれるように姿を変え、元の町へ戻った。

　たとえチート能力で強化された武器を持っていても、精神ステイタスに異常を来きたすエクスタスやヘル＆ヘヴンなら関係ない。

　これが壮馬対策の切り札でもある。

　魔王サタンにも効果があったのだ。きっと壮馬にも通用するはず──、

「おぉぉぉいっ！　王様ぁあああ!!」

　道の先から土つち煙けむりを上げて走って来る集団があった。

　──来たか。

「王様！　待たせたな!!」

　グラシャが魔ま獣じゆう軍団を引き連れて、俺のもとへ駆けつけた。

「いや、丁度いいタイミングだった。他ほかの者は？」

「ここに」

　俺が言い終わると同時に、黒い霧きりが俺の前で渦うずを巻いた。ぼんやりした影かげが形を成し、吸血鬼軍団の軍団長アドラがうやうやしくお辞じ儀ぎをした。

「へーるーさーまーっ」

　白い翼つばさを羽ばたかせ、空からフォルネウスが舞い降りた。

「ねえねえ、へるさまっ！　フォルネウスは命令通り、町の入り口を突破したんだもん」

「うむ。よくやったぞフォルネウス」

　俺はふわふわとした金きん髪ぱつの頭をなでてやった。

「次は大聖堂の門だ。やれるな？」

　フォルネウスは自信満々に、ふんすと鼻から息を吐はいた。

「もちろんなんだもん。そのためにごはんをいっぱい食べてきたんだもん。それに今日はまだ一度もセイクリッドを撃ってないんだもん」

　前回同様、またメルを使おうかとも思ったが──、

『駆流っ！　良かった!!　成功したのね!?』

　目に涙なみだを浮かべ、俺の名を呼ぶメルが思い出される。

　あれは一体何だったんだ。

　あの出来事があって、俺はメルを使うことに慎しん重ちようになっていた。何か、予期しないタイミングで取り返しのつかないことになるのではないか、そんな不安があった。

　本当はもっと追つい及きゆうすべきだ。

　なぜメルはあんなことを口走ったのか。なぜあのタイミングだったのか。何かきっかけはあったのか。そしてメルは何者なのか。

　もしかしたら、この世界の謎なぞを解明する鍵かぎになるかも知れない。

　だが、それを追及するのは、なぜか気が進まなかった。

　理由は分からない。しかし、奇き妙みような不安を感じて、この問題を先送りにしてしまう。

　まるで、メルをパンドラの箱のように感じてるみたいだ。

　触ふれるのが怖こわい。

　開ければ希望があるかも知れない。しかし、取り返しのつかないことになるかも知れない。見なければ、知らなければ良かったと、後こう悔かいするのではないか……などと、妙な妄もう想そうに頭を支配される。

「お！　サタナキアの奴やつが来たぜ」

　外の方角から、馬に乗ったサタナキアがやって来た。その馬は幌ほろのついた荷台を引いている。そしてその馬車の後ろから、ダークエルフ軍団が大挙して押し寄せる。

「遅おそくなりまして申し訳ございません！」

　馬車を俺の前に駐とめると、サタナキアは馬から飛び降りる。

「構わん。それより用意は出来たか」

　俺は荷台を見つめた。

　サタナキアは額に汗あせをかきながらうなずいた。

「はい。ログレス大陸とバルガイア大陸中から集めました。どれも名だたる業わざ物ものばかりです」

「よし！　ではサタナキアとフォルネウスは配置に付け。ダークエルフ軍団はこのまま大聖堂へ向かうのだ。アドラとグラシャは俺と来い。２Ａギルドを倒しにゆくぞ！」

　俺はアドラとグラシャを引き連れ、路地をメインストリートまで戻る。

　角から様子を窺うかがうと、もはやバリケードは破は壊かいされ、オルゼリア騎き士し団は全ぜん滅めつしていた。残っている２Ａギルドのメンバーも、一之宮、朝霧、悠木の三人のみ。

　だが、魔王軍もかなりの数が倒されたようだ。二百以上の兵に、屋根の上にはダークエルフ軍団の弓兵も送り込んだのだが、もう残りは数体の骸がい骨こつ騎き士しを残すのみ。

　俺はマントの炎を広げ、メインストリートに炎の壁を作る。

「何だ!?」

「新手が来たの!?」

　一之宮と朝霧がいち早く反応する。俺は炎で目め隠かくしをしている間に、路地からメインストリートの真ん中へと進む。

　まあ、演出は必要だ。それに路地から姿を現すところを見られて、感づかれても困る。

　俺は道の真ん中で方向を変える。

「アドラ、グラシャ。２Ａギルドの奴らは以前よりも力を増している。決して無理をするな。死ぬことだけは許さん」

　二人は驚おどろいたように俺を見つめ返す。

「なに言ってんだよ王様？　オレ様が人間なんかにやられるわけねーだろ？」

「まったくです。お気き遣づかいは嬉うれしく思いますが、奴らを過大評価しすぎでは？」

「……うむ、あくまで念のためだ。許せ」

　俺は炎を踏ふみ越こえ、２Ａギルドの前に姿を現した。

「!?」

　一之宮と朝霧、悠木は、驚きの顔を一斉に俺に向けた。

「魔王……ヘルシャフト」

　一之宮が最後の骸骨騎士を倒し、俺に剣けんを向ける。そして朝霧もまた、愛剣エクレール・エレガンスを構えた。

「あわわ……」

　悠木だけは蒼あおい顔で震ふるえていた。

「お？　ゆうきじゃねーか。また会ったな」

「あっ……は、はい。こんにちは」

　グラシャの姿を見つけた途と端たんに明るい笑え顔がおを見せる。

「ってことは、俺の相手はてめーだな。どうだ？　少しは強くなったか」

「は、はい。いっぱい練習しました」

「上等だ」

　グラシャは徐じよ々じよにスピードを上げ、走り出すと悠木に飛びかかった。

「ぐぉおおおお！」

「いやぁあああ！」

　両者の拳こぶしが空中で激げき突とつする。

　一之宮は二人に気を取られるが、援えん護ごに行くことも出来ない。それは目の前に、おそろしい強敵が立っているからだ。

「アドラ……この日を楽しみにしていたぞ」

「……貴様の顔を見るのは、うんざりだな」

　アドラは手の甲こうを自分の牙きばで斬きり裂さく。ほとばしる鮮せん血けつは一瞬で凝ぎよう固こして真っ赤な剣を作り上げた。アドラが剣を手にしたのを見届け、一之宮も剣を構える。

「悪いが、負けっぱなしは性しように合わないんでね」

　一之宮から仕し掛かけた。

　大型の剣を抱かかえているにもかかわらず、稲いな妻ずまのような速度でアドラに迫せまる。

　早い。

　アドラも一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をする。そして間かん一いつ髪ぱつで一之宮の剣を受け止めた。

「さすが。そんなに甘くはないか」

　一之宮は不敵な笑みを浮かべる。

「貴様……」

　アドラは一之宮を押し返して距きよ離りを取ると、ゆらりと剣を構えた。

「容よう赦しやはせんぞ。バラバラに切り刻んでやる」

「望むところだ」

　一之宮はグラスレーナの大聖堂にいる間も、ずっと特訓を続けて来た。恐おそらく自由になってからもフィールドでモンスターを狩かってレベルを上げてきたのだろう。

　アドラを倒たおすために。

「うおおおおおおおおおおっ!!」

　すっかり熱くなった一之宮がアドラに仕掛ける。そしてまるで剣けん舞ぶのような戦いが、二人の間で繰くり広げられた。

　まるで美しい舞まいを見ているような錯さつ覚かくに囚とらわれる戦いだった。

　そして俺の前には──、

「それじゃ、あたしの相手はあなたがしてくれるの？　ヘルシャフト」

　朝霧凛々子が微笑ほほえんでいる。

「お前か。久しいな」

「……そうだね」

　俺はマントの炎ほのおを右手で摑つかむと、一本の剣にする。

　朝霧が俺の剣の動きを注意深く見ているのが分かる。これから殺し合うのだから当然なのだが、何かそれ以上の意味を考えてしまう。

　左手でやはりマントを摑むと、それを錨いかりの付いたチェーンへと変える。

「!?」

　朝霧の立っていた地面に錨がめり込み、石いし畳だたみがはじけ飛んだ。横に飛んでかわした朝霧が円を描えがくように走る。

　俺はチェーンを振ふって、朝霧を追いかける。しかし朝霧は体を低くし、チェーンを頭上でやり過ごす。そして──、

「はっ!!」

　横なぎに剣を叩たたき付ける。

「くっ！」

　俺は咄とつ嗟さに剣で受けた。

　しまった！　つい。

　俺はごまかすように大おお雑ざつ把ぱに剣を振るった。朝霧は後ろへ飛んで避よける。

　いや、大だい丈じよう夫ぶだ。特に朝霧に習った型でも何でもない。慌あわてるな。

　しかし戦いに集中出来ない。

　朝霧に習った型にならないように、気を遣つかいながらなのだ。

　こんなんじゃ、まともに戦えない。

　朝霧もまた、以前とは次元の違ちがう速度で俺に仕掛ける。

　ちっ！

　チェーンを引き戻もどす時間もなく、剣で受けるのも戸と惑まどった俺は、思わず左ひだり腕うでで朝霧の剣を受ける。

　一いつ瞬しゆん、朝霧の目が驚いたように見開かれた。

　くそ！　気を遣いすぎても怪あやしまれる！

　俺は一瞬動きの止まった朝霧に向かって剣を走らせた。

　朝霧はまるで踊おどるように体をターンさせて剣をかわす。

　まだだ。

　朝霧は背中を見せた。隙すきがある。堂巡では無理な動きでもヘルシャフトなら出来る。

　俺は空から振ぶりした剣をすぐさま返して、ターンする朝霧にカウンターを当てるように斬り付けた。朝霧は背中を向けたまま腕を伸のばす。エクレール・エレガンスが、俺の剣の下側にぴたりと付いた。

　しまっ──

　エクレール・エレガンスは俺の剣に巻き付くように回転した。

　俺の剣は俺の手を離はなれ、くるくると回転しながら地面に落ちた。

　まるで、

　あの大聖堂の庭でやった、練習のように。

　落ちた剣は炎となり、俺のマントに戻ってくる。しかし、もう一度剣の形にする余よ裕ゆうがない。

　朝霧のエクレール・エレガンスが俺の目の前に突つき付けられている。

「どうしたの？　ヘルシャフト」

　朝霧の澄すんだ瞳ひとみが俺を見つめる。

「何だか弱くなったみたい」

　く……っ！

「それとも本気じゃないの？」

　こうなれば……もうエクスタスを使うしかない。だが、堂巡の姿の時でも使ってしまった。そう何度も使っているといずれ怪しまれる。

　だとすればヘル＆ヘヴンか？

　効果が予測出来ないとはいえ、俺の望みから大きく外れることはないはずだ。

　だが……もし、本当に俺の望みに沿う形で効果が発現するとしたら？

　俺は本当に朝霧を殺したいと思っているか？

　朝霧を倒すような効果ではなく、なにか取り返しの付かない形でヘル＆ヘヴンが発動してしまったらどうする？

　葛かつ藤とうする俺の眼前に、冷たい剣と、朝霧の疑いに満ちたまなざしがある。

「剣を振るえない理由でもあるの？」

　それは、

「見たいな。ヘルシャフトの剣が」

　朝霧っ!!

　俺はヘル＆ヘヴンを発動しようと指先を動かした。

　その瞬しゆん間かん、

「『ネクロム・チェイン』!!」

「!?」

　朝霧の剣を持つ腕にチェーンが巻き付いた。

「そこまでよ。朝霧さん」

　──来たか。

　その魔ま女じよは、愛用の魔導書ネクロノミコンを広げ、黒くろ髪かみをなびかせて歩いてくる。

「ヘルシャフト様には指一本触ふれさせないわ」

「のんのん……」

　雫石乃音が不敵な笑いを浮うかべ、朝霧を睨にらんだ。

「その呼び方やめて」

「２Ａギルドをやめて悪魔教に入るって言ってたけど……本当に２Ａギルドと敵対する気なの？」

「あなた方次し第だいよ。ヘルシャフト様に仇あだをなす行こう為いをするなら──敵よ」

「そっか……じゃあ仕方ないね」

　朝霧が残念そうに言った瞬間、雫石が呪じゆ文もんを唱えた。

「『フレイム』」

「!?」

　朝霧は咄嗟に剣を左手に持ち替かえ、ネクロム・チェインを叩き切った。そして魔法の攻こう撃げき範はん囲いから離り脱だつすべくダッシュする。

　朝霧の背後で炎が爆はぜる。

「きゃぁっ!?」

　その炎と衝しよう撃げき波はが、朝霧の背中を突き飛ばし、前に転がるようにして倒れた。

「これは……魔法を同時に？　しかも早い……範囲も広くなってる……」

　朝霧は立ち上がりながら、苦しげに漏もらした。

「私も強くなったのよ。残念だけど」

　会心の笑みを浮かべる雫石に、朝霧も不敵に微笑んだ。

「それは楽しみだな。本当言うとね……一度、のんのんとはやり合ってみたかったんだ」

　雫石の眉まゆが寄せられ、目がすっと細められる。

「ムカつくからひっぱたきたかった、って素す直なおに言ったら？」

「……まさか。そんなこと思ってないよ」

　朝霧はエクレール・エレガンスの、切っ先を雫石に向けた。

　雫石は片手を上げると、メニューを操作する手つきをした。すると、手の中にきらりと光るものが現れる。

　──あれは、

　雫石は手の中のものを開くと、顔に近付ける。

「へえ、珍めずらしいね。のんのん、メガネかけた顔見られるの、嫌きらいじゃなかった？」

　雫石の顔に、アンダーリムのメガネが装着されていた。

　なぜか俺はそこに、雫石の決意と凄味を感じた。俺の喉のどがごくりと音を立てる。

　ふっと微笑み、雫石は朝霧を見つめた。

　柔やわらかい目つきに変わったのに、雫石の殺気はむしろ強くなっていた。

「そんな簡単な相手じゃないでしょ。あなたは」

　雫石のネクロノミコンは興奮するようにページが勝手にめくられ、表紙に付いたチェーンが威い嚇かくする蛇へびのように激しく動き回る。

　この二人、本気だ。

　朝霧と雫石の対決。

　勝負の行方ゆくえは想像もつかない。

　プレイヤー同士の対決。それも剣けん士しと魔導士の一対一の決けつ闘とうなんて、見たことがない。

　俺の状じよう況きようからすれば雫石に勝ってもらいたいが……朝霧の強さを考えると、雫石が勝つ姿が想像出来ない。

　だが──、

　雫石の唇くちびるが動いた。

「『フレイムテンペスト』！」

　炎系の上級魔法。いきなり大おお技わざを仕し掛かけて来た。

　咄嗟に朝霧は走り出す。

　威い力りよくの大きな魔法は発動までに時間がかかる。そのタイムラグを読み切って、朝霧はその前に雫石を斬きるべく走ったのだ。

　それを受け止めるように、雫石は手の平を広げて前に出す。手の平の前に魔ま法ほう陣じんが広がり、炎の竜たつ巻まきが噴ふき出した。

「えっ!?」

　発動が早い！

　朝霧も予想が外れたのか、正面から炎を浴びる。嵐あらしのような炎に朝霧の足が止まった。

「くっ！」

　朝霧は炎を避けるように、斜ななめ後方へ転がって逃のがれる。しかし、いきなり大ダメージだ。

　その間に雫石は防ぼう御ぎよ力アップのアシスト魔法を重ねてゆく。

「『プロテクト』！『プロテクト』！『プロテクト』！」

　物理的な攻こう撃げきでは、雫石に勝ち目はない。それは間合いと言い換かえることも出来る。接近されたら、雫石の負けだ。そして朝霧は、近付かないことには何も出来ない。

　朝霧が地面を蹴けり、飛び出した。

「『ライトニング』！」

　朝霧の必殺技。こいつを喰くらうと大ダメージだ。魔法を連発した雫石は、まだ次の魔法の準備が出来ない。発動に必要な魔力を溜ためるのに時間がかかる。

　雫石はじりじりとした顔でその時間をやり過ごす。

　そして、瞳がカッと見開かれて指が跳はね上がる。しかし──、

「はぁああああああああああああああっ！」

「ぐぁうぅっ!!」

　強きよう烈れつな一いち撃げきが雫石の体を斬り裂さく。だが三重にかけた防御力アップの魔法がダメージを軽減して致ち命めい傷しようを免まぬがれる。

　そして雫石の指先に新たな魔法陣が開いた。

「『幻影フアントム』！」

「っ!?」

　朝霧の剣けんが空を切る。

　突とつ然ぜん雫石の姿を見失ってしまったかのように、朝霧は焦あせった顔で周囲を見回す。

「はあっ！」

　鋭するどく剣をなぎ払はらうが、そこに雫石はいない。完全に雫石の魔法に惑まどわされている。

　この手の魔法は失敗することも多いので、発動はある種の賭かけだ。雫石はその博奕ばくちに勝った。

　雫石の体を包む赤いオーラが、大きさと明るさを増してゆく。

　賭けに勝ち、手に入れた時間を最大限に使って、魔力を溜めている。恐おそらく次は、攻撃魔ま法ほうのコンボを仕掛けるつもりだろう。

　それが決まれば、さすがの朝霧も勝つ目が薄うすくなる。

　雫石の目が光り、指先に青い魔法陣が展開した。

「『フリージング』!!」

　氷系の魔法が朝霧の体温を一いつ瞬しゆんにして奪うばう。

「うあぁあっ!?」

　急激に下がる体温に、朝霧の体が強こわばった。綺き麗れいな肌はだが、青白く変色して霜しもが浮かぶ。

　ダメージを与あたえつつ、さらに動きも止める。そろそろファントムの効果が切れることを読んでの、雫石の一石二鳥の作戦。となると次に来るのは──、

「『メガデストラクション』!!」

　爆ばく発はつ系の上位魔法。凍こおり付いた朝霧の体が砕くだけるのではと思う程ほどの、巨きよ大だいな爆発が巻き起こる。紅ぐ蓮れんの爆ばく炎えんと爆風が広がった。

　爆発のせいで朝霧のダメージポイントが見えないし、叫さけび声も爆音にかき消されていた。濛もう々もうと上がる煙けむりの中に朝霧の姿は見えない。

　──決まったか？

　そう思った瞬間、白い影かげが飛び出した。

　──!?

　黒こく煙えんをたなびかせながら、朝霧が神速の踏ふみ込みを見せる。

「な!?」

　雫石が驚おどろきの表情を浮かべたとき、すでに目前二メートル。

　朝霧の距きよ離りだ。

　決死の表情で朝霧が叫ぶ。

「『アクセラレーター』っ!!」

　何っ!?

　それは剣士のスキルの一つ。しかし、レベル40以上でなければ習得出来ない技のはず！　いつの間にか、朝霧はそこまでレベルを上げていたのか!!

　己おのれのＨＰの半分をコストとして払い、一時的に己の速度を上げる。連続攻撃におけるウエイトも事実上なくなり、ひたすら剣を振ふるい続けることを可能とする。

　こいつ。

　もうＨＰがなくなりそうなのに、それを削けずって勝負に出た。

　たとえ多くのリスクを払っても、今取れる最も勝利に近い選せん択たく肢しを、冷静に、そして瞬時に判断し、決断した。

　俺の背筋がぞくりと冷えた。

　こいつの度胸と執しゆう念ねんは、どこから来るんだ。

「うわぁあああああああああああああっ!!」

　気合いというより絶ぜつ叫きようを上げ、朝霧は剣を振り回した。

　何という連撃。

　何という速さ。

　あまりにも速いその動きは残像となり、エクレール・エレガンスの軌き跡せきは稲いな妻ずまの如ごとき光の線となって目に映る。

　歯を剝むき出し、獣けもののような瞳ひとみで襲おそいかかる朝霧は、いつもの上品で優やさしそうな面おも影かげは微み塵じんもない。

　それはまるで美しき野や獣じゆうだ。

　或あるいは何かに取り憑つかれた修しゆ羅ら。

　雫石は何も出来ずに斬られ続ける。

「ぐぅううううううううっ!!」

　だが、この距離では雫石に打つ手は──、

　雫石はすっと右手を伸のばした。

　その手は偶ぐう然ぜん出来たエアポケットに吸い込まれるように、朝霧の胸に触れた。

「!?」

「『フレイム』!!」

　炎系の低レベル魔法。

　辛かろうじて溜まった魔力でとりあえず撃うてる魔法。それがゼロ距離で発射された。

「うあぁああっ!!」

　炎の塊かたまりに突つき飛ばされ、朝霧が後ろへ下がる。

　朝霧の体から20という赤く点てん滅めつする数字が浮かび上がる。

　もうＨＰがなくなるというアラートだ。

　しかし雫石の体からも30という数字が、やはり赤く点滅する数字で浮うかび上がる。

　普ふ通つうならここで体力回復のアイテムを使う。

　しかも雫石はあれだけ魔法を連発したのだ。ＭＰも残り少ないはず。

　雫石はずり落ちたメガネの位置を直し、鬼おにのような形相で朝霧を睨にらむ。

　その口が小さく動き、何かをつぶやいた。

　──なに？

　雫石の足あし下もとに、赤い魔法陣が広がった。しかし特に効果が発揮されているようには見えない。すると、空間に影えい響きようするアシスト魔法。

　恐らくは朝霧の攻撃を防ぐ手段だろう。となれば、その隙すきに──、

　思った通り、雫石の手には体力回復の強回復薬ハイエナジーが握にぎられている。一見缶かんジュースに見えるそれに、雫石は口を付けた。

　朝霧のエクレール・エレガンスが雫石の胸を貫つらぬいていた。

「……っ！」

　足下に広がっている魔法をものともせず、朝霧は一瞬で勝負を決めた。

　雫石の手から強回復薬ハイエナジーの缶が滑すべり落ち、地面に転がった。

「あたしの勝ちだね。のんのん」

　朝霧は雫石の体にもたれかかり、肩かたに顔を埋うずめるようにしてつぶやいた。

　剣を抜ぬかなければ、雫石のＨＰは減り続け、死ぬ。

「……凛々子」

　雫石は朝霧の体を抱だきしめた。

「気分のいいものね」

「──え」

　朝霧は虚きよを突かれたように顔を上げる。

　その顔を見つめ、雫石は心から幸せそうな顔で告げた。

「あなたを出し抜くのって」

　雫石の足下に広がっていた魔法陣が、眩まぶしい輝かがやきを放つ。

「の──」

　目がくらむほどの凄すさまじい爆発。火柱が上がり、爆風が砂すな埃ぼこりを巻き上げた。
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　雫石と朝霧が立っていた場所に炎の塊が渦うずを巻いている。

　炎の中に、二人の姿はない。

　代わりにキラキラ光る光の粒つぶが風に乗って舞まい上がった。

　──相打ち。

　雫石の最後の魔法。あれは、時限式のトラップ魔法だったのか。相手がアクションを起こした際、それに反応して発動する。

　勿もち論ろん、普通は敵に使うものだ。まさか自分にかけるとは……。

　雫石は、アクセラレーターの連撃を受けたとき、もう自分に勝ち目はないと悟さとったのだろう。それで相打ちに持ち込む手段を考えた。

　朝霧はリスクを取って勝ちに行く選せん択たくをする傾けい向こうがあった。それを読んだ雫石は、敢あえて弱い魔法で朝霧を遠ざけ、罠わなをかける。

　そして体力回復という手て堅がたい手段を取り、隙を見せた。そうすれば、朝霧はとどめを刺さしに来ると確信して。

　そして二人は共に倒たおれることになった。

　──よくやったぞ、雫石。

　俺が黒の黎れい明めい団に出した指令は、朝霧の排はい除じよだった。正直、引きつけてくれるだけで上等だと思っていたが、予想以上の成果だ。

　あとは──、

　俺はメインストリートを見み渡わたした。しかしアドラとグラシャの姿はない。

　戦いながら戦場を変えたか。

　壁かべのように並ぶ背の高い街並みに、まるで爆発でもあったかのように巨大な穴が開いているのを見つけた。

　あそこか。

　中は明かりもなく、薄うす暗ぐらい。壁という壁に穴が開き、瓦が礫れきが床ゆかに散らばっている。ここでかなり激しい戦いがあったことを物語っていた。

　奥の部屋に入ると広い部屋があった。窓から外の光が差し込み、バラバラになった家具のシルエットが浮かび上がっている。

　その破は片へんに交ざるように、壁に寄り掛かかって倒れている男の姿があった。

「グラシャ!?」

　俺は瓦礫を踏みつけながら、グラシャに駆かけ寄った。

「おい！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　膝ひざをつき、グラシャの顔を覗のぞき込んだ。

「あ、ああ……王様か。へへ、ゆうきのヤツ、思ったより強くなっていやがってよ」

「……倒したのか？」

「あったり前よ。オレは魔ま獣じゆう軍団の軍団長、グラシャ様だぜ」

　口では威い勢せいのいいことを言っているが、もう立ち上がる力も残っていないのだ。体も痣あざだらけで、至る所から血が滲にじんでいる。

「そうか……さすがだ」

　やっとのことで賞賛の言葉を絞しぼり出すと、グラシャはボロボロの姿で嬉うれしそうに笑った。

　傷だらけのその笑え顔がおに、俺は胸が痛くなった。

「……アドラはどこにいるか分かるか？」

「分からねえが……多分この先だと思うぜ」

　痛みに顔をしかめながら、苦しそうに答える。

「回復薬は？」

「はは、使い切っちまった」

　そこまで苦戦した、か。

　俺はメニューを開き、強回復薬ハイエナジーを三つグラシャの前に並べる。

「これを使え。しばらくここで休んでいろ」

「悪いな、王様」

「強敵を倒してくれたのだ。十分だ」

　俺は立ち上がると、部屋を出て廊ろう下かを進んだ。

　グラシャがあれほどまでに追い詰つめられるとは。まさかとは思うが、アドラも？

　自然と歩くスピードが速くなる。

　──これは？

　廊下に残る傷が、打だ撃げきで壊こわしたものから、剣けんで斬きり付けたものへと変わった。

　やはり一之宮とアドラはここを通った。

　そのまま進むと、突き当たりの扉とびらが壊れて外れかけている。中庭に続いているようだが、剣けん戟げきの音がしない。

　一体、どこまで移動したのだ？

　俺は何気なく外を覗き──我が目を疑った。

　中庭の真ん中に、二人の男の姿があった。

　アドラが膝をつき、その前に一之宮が立っている。手にした剣が、アドラの眼前に突き付けられていた。

　アドラは両りよう腕うでから血を流し、右みぎ脚あしにも大きな傷があった。

　勝敗は明らかだ。

　俺は壊れた扉の陰かげで、呆ぼう然ぜんとその光景を見つめた。

「まさか……貴様如きに後おくれを取るとは……っ!!」

　悔くやしそうにアドラは牙きばを剝く。

　一之宮は勝ち誇ほこっているようには見えない。

　むしろ戸と惑まどっているような顔をしている。

「ああ……俺も。正直なところ、驚おどろいている……」

　そこには驕おごりも侮ぶ蔑べつもなく、純じゆん粋すいな驚きがあった。

「これ以上、私を愚ぐ弄ろうするか！」

　怒いかりをはらんだアドラの声に、一之宮は表情を変えずに首を横に振ふった。

「違ちがう。本当のことを言うと、俺もまだ敵かなわないと思っていた……それほどの差が俺とお前にはあったはずだ」

「自分が強くなったと自じ慢まんしたいか」

「そうじゃない。練習はしたが、そんな簡単に──」

　一之宮は何かに気付いたように言葉を切った。

　アドラはその場にあぐらをかくと、一之宮に背を向けた。

「これ以上生き恥はじをかかせるな。私とて誇り高き魔ま王おう軍、吸きゆう血けつ鬼き軍団の軍団長アドラだ。貴様如ごときに負けたとあってはキングに顔向け出来ん」

　──まずい！

　どうする？　飛び出すか？　いや、やはりここはエクスタスで──、

　しかし、一之宮は力が抜けたように、だらりと剣を下ろした。

　──一之宮？

　そして暮れゆく空を見上げた。

　赤く染まった、美しい空。

「結局ここはゲームの世界だもんな。レベルが上がれば強くなる。当たり前の話だ」

　あいつ……。

　この世界がゲームの中だと確信していたのか？

　一之宮は誰だれに言うともなく、つぶやく。

「変だな。それが楽しいはずなのに……何か」

　──空むなしい。

　一之宮の口がそう動いたように見えた。

　──瞬しゆん間かん、

　赤い閃せん光こうが円を描えがく。

　一之宮の体が斬り裂さかれる。

　アドラが体を回転させながら、中ちゆう腰ごしで立ち上がっていた。

　手には両腕から流れた血で作った短たん剣けん。

　一之宮の隙を突ついた、一瞬の逆転。

　しかし一之宮は斬られるのを知っていたかのように、穏おだやかに微笑ほほえんだ。

　そして──光の粒となって消えた。

　一之宮……お前。

　俺は扉を壊すと外へ飛び出した。

「アドラ！」

「こ、これは……キング。みっともない姿をお目にかけて……」

　アドラは立ち上がることが出来ず、崩くずれるように膝をつく。片手を地面につき、忠誠の意を示す姿勢を取った。

「よい！　それよりも大丈夫か!?」

　俺は慌あわてて強回復薬ハイエナジーを取り出して、アドラに飲ませる。

「申し訳ございません。キングにこのようなお手間を……」

「構わん。お前は立派に仕事をこなしてくれた。後は任せておけ」

　アドラは目に涙なみだを浮うかべると、深く頭こうべを垂れた。

　──謝るのは俺の方だ。

　俺は立ち上がると、メインストリートの方角へ歩いて行く。

　目の前には建物の壁がある。俺は苛いら立だちを発散するように壁を殴なぐって破は壊かいすると中へ入り、壁を壊しながら進んだ。

　俺が甘かったせいで、２Ａギルドのレベルアップを抑おさえられなかったせいで、あいつらをこんな目に遭あわせてしまった。

　くそっ！　俺の大事な部下を。大切な仲間を。

　あいつらは２Ａギルドとは違うんだ。死んだら消えてしまう。

　最後に外がい壁へきを壊して通りへ出ると、大聖堂の方角を見つめた。

　あいつらを消させはしない。

　俺はヘルゼクターのみんなが好きだ。

　みんなも、俺を好きでいてくれる。

　人間じゃないＮＰＣに何を勘かん違ちがいしている、と笑いたければ笑え。

　ＡＩのキャラクターを好きで、何が悪い。

　生きている人間より、よっぽど純粋だ。

　俺はあいつらを守ってみせる。

　いずれオルゼリア教は俺たちを殺しに来る。それは壮馬が俺をラスボスと認にん識しきしているからだ。最もいい舞ぶ台たいを用意して、魔王ヘルシャフトを倒すというイベントを行いたいのだ。当然インフェルミアは落ち、ヘルゼクターも殺される。

　２Ａギルドもその前に消されるだろう。

　奴やつが持つ、最強最悪のツールによって。

　俺はメインストリートを抜ぬけ、大聖堂前の広場へ出た。

　その瞬間、大聖堂を取り囲む魔王軍から大きな歓かん声せいが上がる。

「魔王ヘルシャフト様だぁあああああああああああ！」

「ヘルシャフト様ぁああ！」

「魔王様ァアア!!」

「我らが王!!」

　全すべての軍団が声を合わせ、腕うでを振り上げる。

「ヘル！　ヘル！　ヘル！　ヘル！　ヘル！　ヘル！　ヘル！　ヘル！　ヘル！」

　全員で足を踏ふみならす音が太たい鼓このように響ひびく。その振しん動どうが地じ震しんのよう地面を揺ゆらす。

　俺は固く閉とざされた大聖堂の正門を睨にらむ。

　壮馬よ。お前はこの音と振動をどう聞いている？

「へるさまーっ」

　フォルネウスが翼つばさを羽ばたかせて降りて来た。

「外にいる騎き士し団はぜーんぶやっつけちゃったんだもん。後はヘル様の言い付け通り、門を壊すだけなんだもん」

　フォルネウスの腰こしに浮かぶリングが輝かがやき、セイクリッドを発射する準備を始めた。

「──待て、フォルネウス」

「もん？」

　大聖堂の正門が開いた。

　門の前にまで迫せまっていた魔獣や吸血鬼たちが警けい戒かいして、一いつ斉せいに下がる。

　細く開いた門の隙すき間まから、青い法衣とペストマスクを被かぶった一人の司祭が出て来た。

　拍ひよう子し抜ぬけしたように、熊くまのような魔獣が司祭に襲おそいかかる。

　光が一いつ閃せんした。

　たった一ひと振ふりで、大型の魔獣が消しよう滅めつした。

　光の粒つぶとなって消えるのとは違う。まるでガラスが砕くだけるように破は片へんとなって砕け散った。その異様な消え方に俺は背筋が震ふるえた。

　──ラグナブリンガーだ。

　司祭が法衣を脱ぬぎ捨て、ペストマスクを放ほうり投げた。

　マスクの下から出て来たのは、親友の顔。

　──赤上壮馬。

　出て来たか。

「フォルネウス。お前はサタナキアのもとへ行け。俺が指示をするまでは手を出すな！」

「わ、わかったんだもん」

　フォルネウスやサタナキアを狙ねらわないとも限らない。なるべく遠いところにいてもらった方が安心だ。

「道を空けよ!!」

　俺が叫さけぶと、俺と大聖堂を結ぶ線上にいる魔ま物ものたちが、ざっと左右に分かれる。モーゼの海割りよろしく、魔王軍の間に道が出来た。

　俺は壮馬に向かってゆっくりと歩いて行く。

　壮馬は狂きよう気きの笑えみを浮かべ、ラグナブリンガーを片手にだらりと提さげている。

　ラグナブリンガーは、横から見ると左右で色が違う。白と黒のツートンカラーという異様な姿で、金と宝石があしらわれた一見儀ぎ礼れい用の剣けんに見える。

　だがその力は唯ゆい一いつ無二。

　全てのデータを斬きり捨て、削さく除じよする力を持つ、この世界で最強の恐おそるべきツール。

　魔物の道を歩いてくる俺に、壮馬が気安く話しかけた。

「やあヘルシャフト。困るな、気が早いよ君は」

「どういう意味だ」

「君は一応ラスボスだからさ。こんなところでやり合うはずじゃなかったんだ」

「お前の言うことは理解に苦しむな」

　壮馬は俺を哀あわれむように見つめた。

「そうだね。理解出来ないだろうね、君には」

　壮馬は剣を構えた。

「僕はこの異世界で英えい雄ゆうになる。元の世界では有り得なかったことも、ここでなら出来るんだ！　それは誰にも邪じや魔まはさせない！」

　その叫びに反応したように、側そばにいたダークエルフが壮馬に飛びかかった。

「──ふっ！」

　しかし壮馬は軽い身のこなしで避よけ、なおかつラグナブリンガーを振った。剣けん先さきが微かすかにダークエルフの防具と肌はだを斬り裂いた。

「がっ!?」

　ダークエルフはそのまま倒たおれるように地面に転がると、砕け散った。そしてダークエルフが装備していた武器だけが、後に残される。

　魔王軍にざわっと動どう揺ようが広がった。

「下がれ者ども!!　手を出すな！」

　俺が叫ぶと、俺と壮馬を中心にして軍勢が一気に後ろへ下がる。正門の前に広大なスペースが生まれた。

「オルゼリアの騎士よ」

「僕のことはインフィニティ・ソードと呼んでよ」

「……」

　気に入ってたんだな。それ。

「ふ……インフィニティ・ソード。お前は神にでもなるつもりか」

「神様になりたいわけじゃない。でもこの世界を正しい形にするには、全てを僕の思い通りにする必要がある」

「俺もお前のことは調べた。２Ａギルドはかつての仲間だったそうだな？　その者たちも思い通りにならなければ粛しゆく清せいするのか？」

「僕の言うことを理解してくれなければ仕方がない。僕の理想を汚けがす人間には、存在価値がない。それどころか害悪だよ」

　壮馬は軽く剣を振ふると、得意そうに笑った。

「君だって力でヘルランディアを支配しているだろう？　同じ事さ。無知で無能で愚おろかな連中には言葉は通じない。正しい理念も理解出来ない。だから僕が世界のあるべき形を作ってやる必要があるんだ。世界の基き礎そを作り上げるとき、大勢の意見なんか聞いていたらただのカオスになるだけだよ。優ゆう秀しゆうで、何をすべきか分かっている一人の人間が、全てを支配し、意志決定をする方が正しい」

　俺は、地面に転がる剣を見つめた。それは先さき程ほど、消去されたダークエルフが装備していたものだ。

　俺はしゃがんで、その剣を拾い上げた。

「なるほどな……世界はお前一人のために存在していると、そう思っているのだな」

「君もだろ──いや」

　壮馬の口元に微笑みが浮かんだ。

「君とは違ちがうな。僕は一人じゃない」

　狂気の笑顔ではなく、ごく普ふ通つうの少年の笑顔。

「僕には親友がいる。たった一人だけど、でもいるんだ。僕を理解してくれる、心から信じ合える仲間が」

　──壮馬。お前は。

「だから僕はお前より強い」

　真っ直すぐなまなざしで俺を見つめる。その目には揺るぎない自信と信念。

　それは壮馬が信じている友情で支えられている。

　偽いつわりの友情によって。

「ふふ……」

　そうだな。お前の言う通り、友情や愛情、信しん頼らいは人を強くする。

　だからついお前を助けてしまった。

　ナイトウォーカーに食われるかも知れないのに、命がけで。

　俺はヘルゼクターにも友情や愛情を感じ、誰だれよりも信頼している。だが相手がＡＩである以上、それも偽りなのかも知れない。

「……やはり俺とお前は似たもの同士だ……だからこそ！」

　俺は迷いを振り切るように、見み得えを切った。

「戦う運命にある!!」





「無限の剣もいつかは尽つきる

　偽りの仮面に希望を託たくし

　偽りの心に憧あこがれを

　夢む幻げんの世界に溺おぼれて眠ねむれ

　唯一の支配者にして真実の王　魔ま王おうヘルシャフト!!」






　俺は壮馬に向かって走る。

「ぬああああっ！」

　ダークエルフの剣を振り上げ、力ちから一いつ杯ぱい叩たたき付けた。

「！」

　壮馬は落ち着いた動作で剣を受ける。ダークエルフの剣とラグナブリンガーが激げき突とつし、一いつ瞬しゆん火花を散らす。が──、

　鍔つば迫ぜり合いになる前に、ダークエルフの剣が砕け散った。

「やはり、ラグナブリンガー……」

「あれ？　知ってるんだ。さすがは魔王といったところだね」

　ああ。ウルリエルから聞いていた通りだ。




　──やはりラグナブリンガーは、一度に一つのオブジェクトしか消せない。




　俺はウルリエルをエクスタスで陥かん落らくさせた後、ラグナブリンガーについて、分かる限りの情報をウルリエルに求めた。

『ラグナブリンガーについて？』

　裸はだかで俺に抱だっこされた状態で、ウルリエルは眉まゆを寄せた。

『そうだ。オルゼリア騎士団は撃げき退たいしたものの、未いまだラグナブリンガーは奴やつらの手の内にある。今度の戦いではラグナブリンガー対策が肝きもになるだろう』

　俺の腕を抱だきながら、ゼラギエルはウルリエルに訊いた。

『エルフの秘宝ね。でも扱あつかいが難しいんでしょ？』

『うむ。あれはアルズヘイムの大地に不毛地帯を作り上げる程の力を持っている。しかし、何に対しても同じ破は壊かい力を持つわけではない』

『どういうことだ？』

　腕の中のウルリエルに尋たずねると、細くしなやかな体を身み動じろぎさせた。どうやら寝ね心地ごこちの良いポジションを探さぐっているらしい。

『ラグナブリンガーが削除出来るのは、オブジェクトごと。つまりアイテム単位でしか削除することは出来んのだ』

　その答えを聞き、ゼラギエルがさらに質問を返す。

『例えば、軍隊をまとめて百人消す、みたいなことは出来ないってことかしら？』

『そうだ』

　アイテム単位というと……。

『それでは鎧を着た相手を真っ二つに斬ったらどうなる？』

『鎧と着ている者が同時に消える。だが仮に剣を持っていたなら、それは残る』

　成る程。あくまで管理者がメンテナンスしやすいような仕様になっているのか。半分だけ切り取れたりすると、かえってゴミデータの山になりそうだしな。

『でも不毛地帯を作ったんでしょ？　それはどうやったんですの？』

『大地の表面は様々なオブジェクトに覆おおわれている。しかしその下にベースとなる部分が地じ盤ばんのように広がっているのだ。不毛地帯は、たまたまそのベースが巨きよ大だいな三角形の形状だったために起きた現象なのだ』

　つまり地盤を失った為ため、その上に載のっているオブジェクトも崩ほう落らくしたということか。

『ならばラグナブリンガーといえど、普通の剣でも打ち合えると言うことか』

『そうだな。まあ、一いち撃げきで剣を砕かれるだろうか』

　その情報から俺は、ラグナブリンガーと戦う手段と作戦を用意した。

「サタナキア!!」

　俺は右手を挙げる。

　次の瞬しゆん間かん、天から降ってきたかのように、一本の剣が俺の前に突つき刺ささった。

「な……どこから？」

　壮馬は目を白黒させ、剣が飛んできた方向を見上げた。

　背の高い建物が並ぶメインストリートの端はじ。その屋上で弓を構えるサタナキアとダークエルフ軍団が目に映っていることだろう。

　そして──、

「はっ!?」

　壮馬が素す早ばやく後ろへ下がった。

　俺と壮馬の間に、何本もの剣が突き刺さる。さらに俺を取り囲むように、百本もの剣が飛んで来て地面に突き立った。

　それらは色も形状も様々で一つとして同じものがない。俺がサタナキアに命じて大陸中から集めさせた剣けんだ。

「ヘルシャフト……君は……」

　俺は目の前に刺さった剣を引き抜ぬく。青白い光を放つ、美しい剣だ。

「それはブルークリスタル……」

　俺が持つ剣を見て、壮馬がつぶやいた。

「よく知っているな」

「あれはメタルブレイブ……ホワイトナイト……ベスピオスパーダ……こんなに集めてどうするつもりだ？　何を用意しようが、このラグナブリンガーには敵かなわないよ？」

「そうだな」

　壮馬が踏ふみ込んで来る。

　俺は反射的に剣を振った。火花が散り、ブルークリスタルとラグナブリンガーが激突する。両者が弾はじき返され、ブルークリスタルは粉々に砕くだけ散った。

　すかさず俺は次の剣、メタルブレイブを地面から引き抜くと壮馬を下から斬きり上げる。

「っ!!」

　油断したのか、壮馬は無理な体勢でそれを受ける。メタルブレイブが砕け、俺はホワイトナイトを右手に、左手にベスピオスパーダを握にぎる。

「ヘルシャフト……貴様」

　憎にくらしそうな顔で、壮馬は俺を睨にらんだ。

　耐たい久きゆう力の弱い剣を次々と持ち替かえて戦う。これはまさに壮馬の戦法。すなわち──、

「いい戦い方だと思わないか？　俺はこの戦法をインフィニティ・ソードと名付けた」

　壮馬の瞳ひとみに、怒いかりの炎ほのおが燃え上がった。

「ふざけるなぁああああああああ！　それは僕の！　僕の──っ！」

　左右にフェイントを入れながら、凄すさまじい速さで俺に迫せまる。

　だが俺も今は堂巡駆流じゃない。魔王ヘルシャフトだ。厳しいが、辛かろうじて壮馬のスピードに付いていける。

　壮馬の鋭するどい一撃をホワイトナイトで受け、その隙すきにベスピオスパーダで脇わき腹ばらを狙ねらう。

「がっ!?」

　俺の一撃を受け、壮馬が体を折った。

　俺は体を回転させながら、右手で近くの剣を引き抜く。

「くそっ！」

　しかし次の俺の攻こう撃げきは空を斬った。そして両手の剣が次々と砕かれる。

　だが問題はない。

　俺の剣は、まだまだある。

　新たな剣を両手に装備し、壮馬に向かって構える。

「調子に乗るなよ……ヘルシャフト」

　壮馬の表情から感情が消えた。目が冷たく危険な色を帯びてゆく。

　──ここからが本気か。

「いくぞヘルシャフトぉおおおおおおおおおおお!!」

　凄まじい速度で迫る。

　──来やがれ!!　壮馬っ!!

「うおぉおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　ラグナブリンガーが縦じゆう横おう無む尽じんに振ふり回される。白と黒の光のラインを打ち消すように、俺は真っ向から剣を叩たたき付けた。

　しかし壮馬のスピードは、朝霧のアクセラレーター並に速い。

　くそっ！　追いつかない!!

　次々と剣が光の破は片へんに変わってゆく。

　俺は必死になってラグナブリンガーの猛もう攻こうを防ぐ。もはや隙を突いて攻撃するどころじゃない。しのぐだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　あれほどあった剣が、底をつく。

　壮馬は余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべ、からかうような声を出した。

「どうしたんだいヘルシャフト？　さっきの威い勢せいはどこへ行ったんだい？」

　畜ちく生しよう！　このチート野や郎ろうがっ!!

「第二陣じん！　撃うてぇーっ!!」

　サタナキアの声が響ひびき、空から再び剣が降ってくる。

「ちっ！」

　壮馬は空を見上げると一いつ旦たん下がる。

　──今だ！

　俺は右手の指をＬ字形にしてメニューを開く。

　やはり俺の切り札はこれだ。

　どんな相手だろうと、精神ステイタスに異常を来きたす俺だけに許された禁断の魔ま法ほう。




「『エクスタス』!!」




「……ん？」

　補ほ充じゆうされた剣を手に取らず、素す手でで構える俺に壮馬は怪け訝げんな顔をした。

　くそっ！　一回じゃ効かないのか!?

「『エクスタス』！　『エクスタス』!!」

　エクスタスの三重掛がけ。

　あのウルリエルでさえ正気を失った三重の罠わな。これならば──、

「ヘルシャフト、それは何の真似まね？」

「!?」

　な、

　なんだと!?

　壮馬はしかめた顔で首をひねっている。

　くっ……ならばこれはどうだ!?

　俺はもう一つの切り札を発動する。偶ぐう然ぜん性が支配するのでリスキーだが、やむを得ん！




「『ヘル＆ヘヴン』!!」




　俺は世界が変わるのを待った。

　しかし──、

　何も……、

　何も起こらないっ!?

　俺の頭はパニックになった。

　なぜだ!?

　どうして!!

　全身から冷や汗あせが溢あふれ出した。

「もしかして、魔法を使おうとしてる？」

　壮馬が冷れい笑しようを浮かべながら訊きいた。

「確かに、ヘルシャフトなのに魔法を使わずに剣に固こ執しゆうするのも変だなと思ってたんだけど……もしかして今までも使ってたのかな？」

　何だ、こいつのこの余裕は。

「言っておくけど、僕の魔法耐たい性せいは完かん璧ぺきだからね？　あの魔王サタンでさえ攻こう撃げき魔法は通じなかっただろ？　ましてやこの僕に効くはずがないじゃない」

　い、いや。仮にそうだとしても、精神攻撃であるエクスタスなら……そうだ、サタンにだって効果はあった。

「あと幻げん惑わく系も効かないよ。精神ステイタスは最強にしてあるからね」

　──な、

　まさか、アダルトモードであるエクスタスやヘル＆ヘヴンすらも……封ふうじているというのか？

　だとしたら、

　勝ち目がない。

　俺の切り札が──封じられた。

「あれ？　どうしたの。なんかショック受けてるみたいだね」

　壮馬が勝ち誇ほこったように含ふくみ笑いを漏もらす。

「く……」

　どうすればいいんだ!?

「さあ、そろそろ行くよ」

　壮馬が体を前に倒たおす。

　畜生！

　俺は新しく飛んできた剣を引き抜くと、壮馬の一いち撃げきを防いだ。

　そしてまた凄まじい攻撃が繰くり返される。

　俺は必死でラグナブリンガーを防ぐ。

　極限までの緊きん張ちよう感かんが続き、頭が朦もう朧ろうとしてくる。

　精神力の限界が近付いてきていた。

「第三陣！　撃てぇーっ!!」

　三み度たび、百本近い剣が飛んでくる。

　この補充が最後だ。

　剣を使い果たせば、打つ手がなくなる。

　俺はラグナブリンガーによって消去され、ここにいる魔王軍も、ヘルゼクターも、そして２Ａギルドも消される。本当の意味で殺される。

　畜生……っ！

　息が上がり、体に力が入らない。

　それでも剣を引き抜き、必死に耐たえる。

　残り、あと五十本。

　また隙を突いて、直接剣を叩き込むことが出来れば。

　しかしそれも今の状態では。

　もう手に力が入らない。

　機械的な反射で攻撃を防いでいるだけだ。

　いつラグナブリンガーが俺に触ふれて、この世から消えるか分からない。

　全身を冷たい汗が流れる。

　恐きよう怖ふが俺の体を支配する。

　手足が震ふるえる。

　腹の底が震える。

　頭がぼんやりして、だんだんどうでもよくなってくる。

　いっそ負けてしまえば、死んでしまえば楽になる。

　残る剣けんはあと二本。

「それが最後だね。大事に使うといいよ」

　嗜し虐ぎやくに満ちた顔で、壮馬が告げる。

　ラグナブリンガーをわざと大おお振ぶりで斬り付ける。

　俺は右手の剣でそれを受ける。

　砕くだけた。

「あはははははは！　あと一本！　あと一本！」

　壮馬がはしゃいだ声で俺を煽あおる。

　わざとらしいゆっくりとした動きで、ラグナブリンガーを前に出す。

　俺は左手の剣でそれを弾はじいた。

　最後の一本が砕けた。

　──終わった。

　俺の膝ひざから力が抜ぬける。

　がくりと地面に膝をつき、うなだれた。

「ははははは！　みっともないね！　ダサいよ！　全然いいところないじゃん！　盛り上がらないよ！　こんなラスボスないって！　バグ報告に出しておかないとなあぁっ！　あはははははははははは!!」

　壮馬は文字通り腹を抱かかえて笑った。

　これで終わりか。

　結局、誰だれも救えずに終わる。

　すみません、哀あい川かわさん。

　でも出来の悪いバイトにしては、良くやった方じゃないですかね？

　アドラ、グラシャ、サタナキア、フォルネウス。俺はお前たちに見合う魔王になれなかった。許してくれ。

　雫石、それから２Ａギルドのみんな。

　一之宮、よく考えたらお前も謎なぞの存在だったな。

　まあ、もうどうでもいいけど。

「ははは……笑いすぎて、お腹なかが痛いよ。どうしてくれるんだい？」

　壮馬は、どうするんだろう？

　もし無事にログアウト出来る日が来たら──、

　こいつは殺人罪に問われるのだろうか？

「ひどいラスボスだったけど、開発中だったしこんなものなのかな。でもこの異世界はゲームと違ちがって僕がちゃんとした世界にしてみせる。だから安心して逝いっていいよ」

　壮馬がラグナブリンガーを無造作に振り上げる。

　そうか、こいつはここを異世界って信じ切っていたもんな。

　俺たちをここに閉じ込めた奴やつに感謝するんだな、壮馬。

　結局、誰が犯人なのか分からずじまいだったけど。

「お疲つかれさま、ヘルシャフト」

　壮馬が近付いてくる。

　その姿もどこか虚うつろだ。

　ぼやけて、

　代わりに別の人ひと影かげが俺の目に映った。

　かつて俺が憧あこがれた少女。

　太陽のような、一点の曇くもりもない笑え顔がおで俺に微笑ほほえんでいる。

　……なあ、朝霧。

　やっぱり俺には、お前が犯人だなんて思えないんだ。

　教えてくれ。

　朝霧、お前は──、

　俺の目に映る朝霧がにっこり笑いかける。

『きっと次会ったら、大聖堂の中庭で教えた剣が見られると楽しみにしてるんだ』

　──。

　壮馬は笑いながら、適当に剣を振ふり下ろした。

　その瞬しゆん間かん、

　俺の背中から炎ほのおが噴ふき出す。

　その炎に手を伸のばすと、炎は一筋の光となる。

　まだ、あった。

　俺には、まだ剣がある。

「!?」

　壮馬の顔に驚きよう愕がくが走る。

　俺は片かた膝ひざを立て、腕うでを伸ばす。

　振り下ろされたラグナブリンガーの腹に、炎の剣をぴたりと付けた。そしてラグナブリンガーに巻き付けるように回転させる。

　ラグナブリンガーが宙に舞まった。

　夕ゆう闇やみが迫せまる空に、壮馬の手を離はなれた白と黒の剣が踊おどるように回転した。

　驚きと焦りの入り交じった顔で、壮馬は空を見上げる。

「あ……」

　壮馬は、落ちてくるラグナブリンガーに手を伸ばす。

　その隙すきだらけの胸に、

　俺は炎の剣を突つき刺さした。

「ぐぁあああああああああああっ!?」

　俺は立ち上がると、残った力を振り絞しぼって突とつ進しんする。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　わずかに開かれた正門に激げき突とつした。

「ごふぁっ!!」

　壮馬の体が押し潰つぶされて血が飛び散る。

　門が弾かれるように開き、俺はさらに突進する。

「や……やめろ……ヘル──」

　大聖堂の入り口を突き破った。

「ぎゃぁああっ!?」

　精せい緻ちな彫ちよう刻こくを施ほどこした石の門が砕けて穴が開く。破は片へんを飛び散らせながら、俺は突き進む。

　大聖堂の中には、大勢の司祭が集まっていた。驚おどろいたような顔で、俺たちを見つめる。

　俺は聖堂の真ん中を突っ切り、祭さい壇だんに激突した。

「ぐは……っ!!」

　壮馬が大量の血を吐はいた。

　俺は肩かたで息をしながら、壮馬から離れる。

　その時、寿じゆ命みようを使い果たした壮馬の装備が砕け、素す肌はだが現れる。

　上じよう半はん身しん裸はだかで祭壇に串くし刺ざしにされた壮馬は、まるで殉じゆん教きようした聖者のようだった。

「へ、ヘルシャフト……貴様、許さない……ゆるさないぞぉおおお！」

　手足を痙けい攣れんさせながらも、俺を睨にらみ付ける。

「壮馬……ここまでだ」

「あぁ!?　馴なれ馴れしく呼ぶな！　この──」

　俺は、

　メニューを操作し、魔ま王おうの鎧よろいを脱ぬいだ。

「──？」

　相馬の目が見開かれる。

　そして固まった。

　目の前に立っている堂巡駆流という人間の存在が信じられないかのように。

「か……」

「もう十分だろ？　壮馬」

「駆流……？」
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　壮馬は震える唇くちびるで俺の名を呼んだ。

「う、噓うそだろ？　駆流。これは何かの冗じよう談だんだろ？　何だよ、これ？」

　俺は答えられず、思わず視線を落とした。

「答えろぉおおおおおおおおおおおお！　駆流ぅううううううううううううう!!」

　奥歯を嚙かみしめ、俺は顔を上げた。

「あぁ！　そうだよ!!　俺がヘルシャフトだ!!」

　壮馬の顔色が蒼そう白はくになる。

「なんで……何でだよ？」

　舌がもつれそうになりながら、壮馬は訴うつたえる。

「こんなのおかしいだろ？　約束したじゃないか。僕と君でこの世界を救うって。なのに」

「ここは異世界なんかじゃないんだ！」

　耐たえられず、俺は叫さけんだ。

「ここはエグゾディア・エクソダスの中だ！　壮馬がデバッグをしていたゲームの中だ！　俺はヘルシャフトのデータ作りのバイトをしていたんだよ！」

「な……駆流も……バイト？」

「そうだ。俺たちは事故でログインをしているだけだ。そして今はログアウト出来ない。無理にログアウトすれば死ぬ」

　壮馬は微かすかに首を左右に振る。

「そ、そんなこと、ない。僕たちは、転生したんだ。この世界に──」

「いい加減目を覚ませ!!」

　壮馬がびくりと震える。

「ラグナブリンガーで消しよう滅めつさせるのは、本当の死と同じだ。本当に死ぬんだよ！」

「それが、どうしたぁあっ!?」

　血を吐きながら壮馬が叫ぶ。

「あんな奴らが死のうが生きようが知ったことか!!」

　その言葉が俺の耳に絶望的に響ひびく。

「壮馬。俺を恨うらむのは当然だ。どんなに理り屈くつを言おうが、お前を騙だましていたのは事実だ」

「つ……っ!!」

　壮馬の瞳ひとみから涙なみだがあふれる。

　その涙を見ると、決心が揺ゆらぎそうになる。

「ぼ、僕が聞きたいのは、そんな……そんな告白じゃないんだ……っ!!」

「悪いのは俺だ。恨むなら恨め。だが──」

「駆流！　僕たちが親友だというのも噓だったのか!?」

　それは──、

「今までずっと僕に噓をついていたのか!?　僕を騙して笑っていたのか!?　答えろ！　駆流!!」

　胸が苦しくなった。

　それは、

　そんなの、

　決まってる。

　俺は最初からお前を利用するつもりだった。

　だから、

　でも！

「親友だと思ってるよ!!」

　俺の頰ほおに熱いものが流れ落ちる。

「そんなお前に人殺しなんかさせるわけにいかねえだろうが！」

「何を綺き麗れい事をほざいているんだ!!　この噓つきが！　そんな噓をついて人を騙す奴の言うことを誰だれか聞くと思ってるんだ!?」

「今からでも遅おそくない！　二年Ａ組の奴らを殺そうとするのをやめるんだ！　ラグナブリンガーを渡わたせ!!」

　壮馬はぼろぼろと涙を流しながら、歯を食いしばった。

「僕は……やめない」

「壮馬、頼たのむ」

　壮馬は微笑みを浮うかべた。

　それは自分のプライドを守ろうとする、意地の微笑み。

「そうさ、ラグナブリンガーがこの手から離れたところで、僕が装備していることに変わりはないんだ！　僕が装備を外さない限りは、誰にも奪うばうことは出来ない！　だから僕は無敵だ！　絶対に２Ａギルドを排はい除じよしてみせる！　今度は君もだ！　駆流!!」

　俺は目を閉じて下を向く。

「……そうだな。お前を倒たおすのは難しいだろう。だから、お前がやっていたことを参考にさせてもらう」

　俺は手を挙げて大聖堂を埋うめ尽つくす、数百人の司祭に呼び掛かけた。

「この者はオルゼリア教を騙かたり、今まで多くの罪を重ねてきた！　よって懲ちよう役えき刑けいに処す！　眠ねむりの魔ま法ほうをかけよ！　意識を奪い、深い眠りにつかせるのだ!!」

　壮馬がぎょっとして目を剝むいた。

「ふざけるな！　お前ら！　そいつの方こそ裏切り者だ!!　そいつを捕つかまえろ！　反逆者っ、異教徒だ！」

　数百人の司祭が一いつ斉せいに立ち上がった。

「ふはははは！　見たか、駆流！　さあ捕まえろ！」

　しかし司祭は微び動どうだにしなかった。大聖堂に静せい寂じやくが広がる。

「お、おい……どうした!?　早くしろ!!」

　俺は壮馬に冷たく言い放つ。

「無む駄だだ。司祭の服を脱いだお前は、ただのインフィニティ・ソード。オルゼリア教の司祭じゃない。誰もお前の言うことなど聞かない」

「な……」

　壮馬が眉み間けんに深いしわを刻み、驚きに口を大きく開いた。

「お前のチート能力は相手に触ふれないと使えない。声だけでは洗脳出来ない。違ちがうか？」

「……っ!!」

　壮馬が能力を使うときは、アイテムの強化も、ＮＰＣを洗脳するのも、常に相手に触れていた。離れた場所にいるＮＰＣに幾いくら叫んでも意味がない。

「で、でも、駆流の言うことだって──」

「俺に特別な地位を与あたえてくれたろ？」

　眼球が飛び出そうな程ほど、壮馬は目を見開いた。

　俺は数百人の司祭に向かって叫ぶ。

「法王クリスティーナ代理の名において命ずる！　この者、赤上壮馬を拘こう束そくし、催さい眠みんの魔法で眠りにつかせよ！」

　司祭たちが一斉に呪じゆ文もんを唱え始めた。

「無駄だ！　僕には魔法耐たい性せいが……っ！」

　一いつ瞬しゆん、壮馬のまぶたが閉じる。

「あ、あれ？」

　呆ぼう然ぜんとした顔で、宙を見つめた。

「い、今……」

　壮馬の顔に恐きよう怖ふが浮かんだ。

　大聖堂に数百人による魔法の詠えい唱しようが続く。

「お前の装備にダメージを与えて剝はぎ取るつもりだったが……どうやら耐たい魔ま法ほうの効果を発揮していたのは、破れた上着だったようだな」

　壮馬の額から滝たきのような汗あせが流れる。

「や、やめろ……」

　天てん井じようの高い聖堂に詠唱の声が反はん響きようする。

「心配するな。殺しはしない。全すべてが片付くまで眠っていてくれ」

「やめろ！　駆流!!」

「元の世界へ帰ったら……俺を好きにしろ。だが今は──」

「駆流ぅうううあぁああぁあぁあああああああああああああああ!!──────」

　壮馬の首ががくりと前に折れた。

「眠っていろ……俺の──」

　初めての、親友。
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　俺は法王クリスティーナに命じて、魔王軍との停戦を宣言させた。

　壮そう馬まはＮＰＣキャラを操あやつる能力により、法王クリスティーナに絶対遵じゆん守しゆの洗脳を行っていた。命令の第一優先順位は壮馬、そして第二優先は俺だ。

　すなわち、法王クリスティーナもオルゼリア教も、今後は俺の言いなりになる。

　オルゼリア教はヘルランディアの管理下に入り、騎き士し団も魔王軍の下部組織となった。

　これで俺は、世界の70％を支配下に収めることになる。

　拡張パックが適用された旨むねのメッセージが表示されないことに疑問を抱いだいたが、しばらくすると、アルズヘイムのお使い妖精フエアリーが、モンフォールが出現したとの報告を伝えに来た。

　どうやら、何らかの不具合でメッセージが表示されていなかっただけのようだ。

　それと、大聖堂の立ち入り禁止地区で吉よし原わらと松まつ戸ども無事発見された。

　司祭が交こう替たいで催眠の魔法をかけ続けることで二人を延々と眠り続けさせていたのだ。目を覚ますと面めん倒どうなので、眠っている間に大聖堂の外へ放ほうり出すように指示をした。

　これでオルゼリア教の問題は全て解決──いや。

　最後の後始末が残っている。




　　　　＋　＋　＋




　俺は魔ま王おうヘルシャフトとして数百人からなる司祭を連れて、モンフォールへ向かった。

　大勢の司祭を連れて行くのは、壮馬を眠り続けさせるためだ。

　数日をかけて陸路を移動し、一行はバルガイア大陸の北、要よう塞さいのような小島が浮かぶ海までやって来た。

　モンフォール。直径三百メートルほどの島の頂点に、城とも聖堂ともとれる建物を頂き、その下には城下町が急坂に張り付くように広がっている。

　その姿は、フランスのモン・サン・ミッシェルそっくりだ。

　──ここに来るのは、メルと出会って以来だな。

　メルに助けてもらい、空からあの島が沈しずむところを眺ながめた時のことを思い出す。

「ヘルシャフト様、道が現れてきました」

　司祭の一人が俺に報告にやって来た。

　見ると、岸からモンフォールに向かって、一本の道が海の中から現れていた。

　潮が引いて、盛り上がった海底の一部が顔を出したのだ。

「よし。渡るぞ」

「はい」

　静かに礼をすると司祭は俺の後を付いてくる。

　干潮時のみ現れる道を通り、一行は島へ入った。町は相変わらず廃はい墟きよとなっていて、生き物の気配がない。細く急な石いし畳だたみの道を上り、城の中へ入ってゆく。

　ホールの奥にある狭せまい階段を上ると、教会のような部屋に出た。窓から明かりが差し込み、どこか荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きがある。

　全て石で出来た部屋の中に、ぽつんと金属の棺が取り残されたように存在していた。

　俺は司祭に命じて、運んできた棺かん桶おけを開かせる。

　その中には、魔法で眠り続ける壮馬がいた。

「よし、お前たちは外へ出ろ。そしてそのままグラスレーナへ戻もどるのだ」

　俺が命じると、司祭たちは何も言わずに出て行った。

　部屋の中には、俺と眠り続ける壮馬の二人きり。

　俺は壮馬の体を抱き上げると、メルが眠っていた金属の棺に移し替かえる。

　──緊きん急きゆう用データ保護装置。

　メルは俺にそう言った。

　そして一度封ふう印いんされると、外からしか開けることは出来ないと。

　俺はゆっくりと蓋ふたを閉じてゆく。

　壮馬、ここなら安全だ。

　全てが終わったら起こしてやる。

　それまでここで眠るんだ。ラグナブリンガーと共に。

　低い音が響ひびいて、蓋が閉じられた。まるで大きな歯車が動いているような音がして、棺が床ゆかに沈んでゆく。そして棺が床下にしまわれると、石のレリーフが閉じて蓋となった。

　もう棺は影かげも形も見えない。

　これでオルゼリア教の問題も、ラグナブリンガーの問題も、そして壮馬との友情も終わった。

　胸がチクリと痛み、切ない気持ちが広がってゆく。

　そんな感傷的な想おもいを振ふり払はらうように、俺は頭を振った。

　それよりもすることがある。

　このモンフォールには、何か秘密がある気がする。

　なぜメルがここで眠っていたのか。

　そういうイベントが仕込まれているのかも知れないが、どこか腑ふに落ちない。

　これを機会に、徹てつ底てい的に調べてやろう。

　司祭も帰したし、邪じや魔ま者ものはいない。俺一人だ。

　俺は指をＬ字形にして右にひねる。すると何もない空間にメニューが開く。メニューをタッチし、俺は魔王の鎧を解除した。

　俺の体が光り輝かがやき、視点が一気に下がる。

　魔王ヘルシャフトから堂どう巡めぐり駆流かけるへ。

　光が弾はじけると、そこには人間としての俺が現れる。

　さて、どこから調べるか──、

　ガタン、と物音がした。

「!?」

　誰だれかいるのか!?

　振り向くと、出口の近くに青い法衣とペストマスクを被かぶった司祭が立っていた。

　ちっ……念のために口を封じるしかないか……。

「おいお前、こっちへ来い」

　──命令通り動かないお前が悪いんだ。悪く思うなよ。

　しかしその司祭は突つっ立ったまま身動きをしない。

　何だ？　こいつは？

　そういえば、やけに小こ柄がらだな。

　こんなキャラパターンの司祭もいたのか。

　その司祭は震ふるえる手で、ペストマスクに手をかけた。

　乾かわいた音がして、

　ペストマスクが床に転がり、

　法衣のフードが下がり、

　すべるように長い黒くろ髪かみが流れた。










　雫しずく石いし乃音のんがそこにいた。
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「ねえ、なるちゃん……誰もいないね」

　わたし雛ひな沢ざわ菜な流るは、羽う衣い子こ、レオンハルト、一いち之の宮みやを連れてアステルの町へやって来た。

　というのも、あのアホの大おお原はらと話をするためだ。話の内容は、もちろん元の世界へ戻るために協力をさせること。

　まあ、戦うのが恐こわいなら、それはそれで仕方ないけどバックアップというか、何らかの形で協力させる。少なくとも、お互たがいに連れん絡らくが取り合えるようにしてもらわないと。

　カルダートをホームタウンに設定させるのが一番だけどね。

　それはそうと、

「……なんか、ホントに人っ子一人いないわね」

　何か雰囲気がおかしい。

　大通りの商店街に、誰もいない。

　客もいなければ、店番も。

　取り巻きの子がやってた店も覗のぞいたけど、がらんとして人の気配がなかった。

「ドーシタンダヨ？　夜よ逃にゲカ？」

　この男は、相変わらず本気か冗じよう談だんか分からない。返事をするのが億おつ劫くうなので無視していると、一之宮が返事をしていた。

「町の住人が全員揃そろって夜逃げというのも、現実的じゃないな」

「あ、あ……あれ！」

　羽衣子が震えながら、道の先を指さした。

「どうしたのよ？　何が──」

　真っ直すぐ続く道の先に、巨きよ大だいな壁かべがある。その壁には大きな門があって、でも開くことは出来ないって話だったんだけど。

「ちょっと！　門が開いてるじゃない!?」

　見るからに重そうな金属の門が、どうやったのかわからないけど開いてる。

「それだけじゃないぞ……手前を見てみろ」

　うわ……なにあれ。

　この先に広場があるんだけど、その周辺の建物が全部壊こわれてる。まるで局地的な地じ震しんでもあったみたい。

「行ってみよう」

　一之宮を先頭にして、わたしたちは進んでゆく。

　本当にこの世界はどうかしてる。

「ね、ねえ、なるちゃん。なんか嫌いやな予感がするよぉ～帰ろうよ～」

　羽衣子がわたしの背中にすがり付くようにして、涙なみだ声ごえで言った。

「だいじょーぶよ！　このわたしが付いてるんだから、安心しなさい」

「う、うん」

　とはいえ、油断は出来ないのは事実。

　わたしなりに、この世界のことを考えている。

　恐おそらく、次世代ＶＲシステムがトラブったという推測は本当だろう。でもそれだけでは説明出来ないことが多い。

　それに、前々から疑問に思っていることがある。




　あいつ、何者なの？




　どうにも得体が知れない。

　何より、みんながあいつに疑問を抱いだいていないってこと。これが一番おかしい。

　そういうわたし自身も、最初は気にしていなかったけど。

　恐らく、あいつが今回のトラブルに関係しているに違ちがいない。

　でも迂う闊かつには動けない。

　ちょっと調べようかと思ったけど、単独行動がしづらいし。

　わたしの背後で、また不安そうな声がする。

「本当に、大だい丈じよう夫ぶかなぁ……ね？　なるちゃん」

　この通り、羽衣子はいつもべったりで離はなれないし。

　……そうだ、今度雫石にでも相談してみよう。

　あの子なら２Ａギルドから距離を置いてるし、丁度いい。

　どこに行けば会えるのか分からないけど。

　それか、まあ、あいつでも仕方ないか。

　──堂巡。

　あの男も２Ａギルドの中じゃ、アウトローって感じだし。

　それに、とぼけたフリをしてるけど、意外と切れる。

　戻もどったら、とりあえず話をしよう。あの男を助手として使うのも悪くない。

　あれ？

　広場の中央に誰かいる。

　なんか見たことない装備をしてるわね。

　なんかボロボロな感じで、野性味溢あふれる装備。ちょっと世紀末感漂ただよう雰ふん囲い気きだけど、あのテイストは嫌きらいじゃない。

　両りよう腕うでに鋼鉄のナックルを装備しているところを見ると、闘とう士しかな？

　でも誰？

　どうみても大原じゃないわよね？

「あれは……」

　一之宮が立ち止まり、みんなも足を止めた。

　わたしも目をこらしてその男の顔を見つめた。

「……あ！」

　わたしは駆かけ出した。

「待てっ！　雛沢！」

　後ろから一之宮の声がする。なに？　気付かないの？

　まあ、だいぶ雰囲気変わってるもんね。

　でもわたしは隣となりの席だったから。

　その男の前まで行くと、わたしは片手を上げた。

「なによ、この町にいたなら前に来たとき声をかけてよ」

「……お前」

「お前じゃないでしょ？　雛沢って言いなさいよ」

　そいつは離れた所にいる羽衣子たちに視線を動かした。

「そうか……やっぱり、お前らはこっち側にいたんだな」

「こっち側？」

　わたしは開いた扉とびらを見つめた。

「もしかして、あんたあの壁の向こうにいたの？」

「ああ」

　そいつは私に近付くと、




　私の胸にそいつの腕うでがめり込──!?




「雛沢──っ!!」

　遠くで一之宮の声が聞こえる。

　景色が急に傾かたむいて、

　あ、地面がせまって来、

　全身に衝しよう撃げきが、あれ？　倒たおれたの？

　目の前に、そいつの足が見える。

「ぐ……あぁ」

　息が苦しい。

　痛い。

　手で胸に触ふれると、穴が開いている。

　何で？

　何で、こんなことを？

「し……式しき場ば……」

　辛かろうじて、そいつの名前だけを呼ぶ。

「馴なれ馴れしいぞ、無礼者が」

　──がっ!?

　顔に強い衝撃を受けて、地面に頰ほおが押し付けられた。

　うそ……か、顔を踏ふまれて、る？　し……信じらんない!!　この──

「俺は第だい六ろく天てん魔ま王おう──天下を統一する者だ。頭が高いぞ」

　──は？

　わたしを見おろして、そいつ──式場拓たく海みは、教室とは別人のような、

　凶きよう悪あくな顔で笑った。

「な……」

　何イタいことほざいてんの、この男。

　あんた、そんなキャラだった？

　ぼやける景色の手前に、やけにくっきりとウインドウが映った。

　今までせき止められていたメッセージが一気に流れ込むように、次々とウインドウが開いてゆく。その中に、




『拡張パックが適用されました』




　え、なにそれ？

　いや、そんな場合じゃない。ヤバイ。

　ＨＰを回復させないと。

　でも、動けない。

　目の端はじに映るステイタスを確かく認にん、

　ＨＰ　０

　あーあ。

　ま、いっか。カルダートに戻ったら、みんなに、

　またウインドウが開いた。










『拡張パック適用後は、一度死ぬと復活することは出来ません。ご注意下さい』










　え？

　待って、

　わたし、

　まだ

　────────────────────────────────








あとがき






　オルゼリア編完結の第六巻、いかがでしたか!?　久く慈じマサムネです！

　実に見どころの多い巻ですね。何と言っても壮そう馬まとの決着！　二人の戦いに相応ふさわしい内容になりました。どう転んでも切ない結果になるのが分かっているという、つらい戦いではありましたが、この二人の関係性を描えがけて良かったと思っています。

　そして一方、女子対決!!　朝あさ霧ぎりと雫しずく石いしの初対決というビッグマッチが実現しました！　果たしてどちらが勝つのか？　二人の心の中を想像しながら読んで頂きたいと思います。

　……そういえば、雫石は哀あい川かわさんとの初対決もありましたね！　戦いの種類が全然違ちがいますけど！（笑）

　女子対決や顔合わせは書きたかったシーンでもあるので嬉うれしかったですね。特に出会うはずがないこの人とこの人が!?　という邂かい逅こうには気分も上がります。それと、今回はゼラギエルとウルリエルの両女王が表紙を飾かざり、そのご尊顔を拝むことが出来ました。

　他ほかにもキャラ紹しよう介かいや地図もバージョンアップしていますので、チェックしてみてくださいね！　２Ａギルドはコミック版では先行して全キャラのデザインが明らかになっていましたが、原作でも今回やっと全員の顔が掲けい載さい出来そうです。

　閑かん話わ休きゆう題だい。ストーリーにさらなる暗雲が垂れ込めてきました。２Ａギルドだけでなく、全すべての人に不ふ穏おんな空気が忍しのび寄よります。ヘルゼクターのみなさんは、強さのアドバンテージを維い持じ出来ず、次第に人間に追おい詰つめられてゆく。そしてメルにも異常が発生し、朝霧と一いち之の宮みやの関係も危あやういものに。鏡の仮面だけでも驚おどろきなのに、ラストで一段とヤバそうな奴やつが登場しましたが、こいつは何者なのか？　雛ひな沢ざわさんは心当たりがあるようでしたが、その雛沢さんが!!

　適用された拡張パックにより開かれた、新たなる地じ獄ごくの門。

　ここからいよいよ物語の最終章に向けた激動の展開が始まります！　七巻を刮かつ目もくしてお待ちください!!

　それでは謝辞を。大変な折に多くの素す晴ばらしいイラストをありがとうございます！　平たいらつくねさん。いつもお世話になってます、おにぎりマンこと担当編集のＩさん。この本の出版に携たずさわって頂いた全ての方と、読者の方々に感謝を！

　それでは第七巻をお楽しみに！


久慈　マサムネ









電子書籍特典　書き下ろし短編

『第一回ヘルシャフト杯　ビーチバレー大会ｉｎインフェルミア』







　俺には悩みがあった。

　まあ、悩みの多さにかけてはちょっとした自信のあるこの俺だ。数を数えたらキリがない。もう軽く精神病むレベル。

　そんな数多くの、浅いも深いも取りそろえた悩みの中で、比較的軽い案件。

　ヘルランダーたちへの娯楽についてである。

　古代ローマでは、闘技場の娯楽と公共の風呂を提供して、民衆を満足させることにより支持を集めたという。国を支配し、人々を統治してゆくには、娯楽が欠かせないのだ。

　一応、ショーや劇場などもあるこのインフェルミアだが、今ひとつ大勢で盛り上がれるイベントというものが少ない。

　一番人気は闘技場での決闘で、次は公開処刑だ。実に殺伐としているというか、魔王城には相応しいラインナップ。

　公開処刑はともかく、闘技場での決闘は格闘技イベントさながらの盛り上がりだ。モンスターや腕に覚えのある戦士が激突し、死力を尽くして戦う様は確かに見応えがある。

　しかし、貴重な戦力が再起不能になったり、死んでしまうことも普通にある。そこが問題だった。

　そこで俺は考えた。

　ローマが風呂を作ったのなら、俺はプールを作ってみては？

　インフェルミア周辺では、内海から水を引いて濠を作る工事が順調に進んでいる。ならばその水を引き込み、プールを作るのだ。ついでにどこかの砂浜から砂を持ってこさせて、人工の砂浜を作る。

　インフェルミアにビーチリゾートを出現させるのだ。

　だがそれだけでは足りない。そこで行うイベントが大事なのだ。

　その第一弾がビーチバレー大会!!

　本当はお手軽に出来る水着コンテストとかも考えたのだが、哀川さんが鬼のような顔で睨むので保留にした。

　そこで探った妥協点。その解答こそがビーチバレー!!

　ビーチバレーなら、あくまでスポーツイベントという建前で、水着を思う存分堪能出来る。しかもそんな水着を着て、激しく躍動する肢体を鑑賞出来る。素晴らしい。観客は男も女も大興奮に違いない。

　そして試合としての魅力も当然ある。熱い展開になれば、勝敗の行く末に観客たちは一喜一憂し、大いに盛り上がるだろう。みな人間を越える能力を持つモンスターたちだ。きっと激熱な試合になる。

『さあ！　いよいよ始まりました第一回ヘルシャフト杯！　実況は私、哀川愁子。そして魔王ヘルシャフト様、御自らの解説でお送り致します』

「うむ。皆の者！　存分に楽しむが良い!!」

　うおおおおおおおおお！　とヘルランダーたちの歓声が沸き起こる。

　砂浜に作られたコートの周りに大勢のモンスターが座り込み、その外側に仮設のスタンドが組まれているが、そちらも満席だ。

　ざっと三千人はいるだろうか。第一回にしてはなかなか盛況だ。各軍団対抗となっているので、応援も熱くなるに違いない。

『では試合に先立ち、各軍団の軍団長による模範試合を行います』

　砂のコートに四人の幹部が登場した。

　グラシャ、アドラ、フォルネウス、サタナキア。しかし四人の姿はいつもとは違う。そう！　水着姿である！

　日の光を受け、グラシャは鍛え上げられた見事な肉体を披露する。筋肉に浮かぶ筋が影を作り、皮膚の下にある筋肉の形を主張している。盛り上がった上腕二頭筋、厚い胸筋、深く割れた腹筋。ローマ彫刻顔負けの体に、赤白ツートンカラーの競泳水着。

　そしてお揃いの水着を履き、白い肌を日差しの中へ晒す吸血鬼の軍団長。グラシャほど筋骨隆々ではないが、一切の無駄をそぎ落とした引き締まった体は、剣のような鋭さと美しさを感じさせる。

　そんな二人に、女性モンスターから黄色い声が上がりまくった。

「きゃぁああああっ！　団長ぉおおおおお!!　すてきいぃいいいいい！」

「アドラさまぁああああああっ!!　頑張ってくださぁぁああああいっ！」

「グラシャさん！　かっこいぃいいいいいいいい!!」

　魔獣軍団と吸血鬼軍団は勿論のこと、二人とは関係のないダークエルフ軍団の女子たちも、応援の声を上げ、手を振っていた。

「おぉう！　ありがとよっ!!　へへへ」

　グラシャは得意げな笑顔で、手を振って声援に応えている。対照的に、アドラは興味なさそうに、中指でメガネの位置を直した。

「どーしたんだよアドラ？　テンション低いな」

「ああ。今月の収支報告のチェックがまだ終わっていないのだ。それに、急いで反乱部族の掃討に軍団を派遣せねばならぬというのに……」

「まーいいじゃねえか。どうせ一試合余興でやるだけだろ？」

「まあな。確かに、余興とはいえ貴様と同じチームを組まねばならぬ方が、ストレスが大きいかも知れん」

　その言葉を聞き、グラシャは悪そうな笑顔を浮かべた。

「……何だその顔は」

「いやー試合の勝敗以外でも楽しみが増えたもんだからよ」

　アドラは露骨に嫌そうな顔をした。

「言っておくが足を引っ張るな。余興とはいえ、女どもに負ければ軍団の志気にかかわる」

「ったりめえだろ。あいつらには負けられねえ」

　グラシャとアドラは、ネットの向こうに立つ二人を見つめた。

　それは残る二人の軍団長。

　お揃いの水着を身に着けた、フォルネウスとサタナキアだ。対照的な白と褐色の肌。青白のツートンカラーのビキニがそのどちらにも良く映えている。乳首が見えそうなギリギリを攻めるビキニライン。そしてお尻が半分以上見えてしまっているＴバック。

　観客から大きな声援と口笛、そしてラブコールが起こる。

「ひょおおおおおおっ!!　すげえぇええなんだあの乳っ！　ケツ！」

「エロ過ぎだろうがぁあこんちくしょうっ!!」

「ほあぁああっ!!　ふぐぅぅううううぁあああぐうぅぅっ!!」

　気持ちは分かるが興奮し過ぎだ。

「うほおおっ！　ダークエルフ軍団とアンデッド軍団の連中がうらやましいぜぇ！　あ、いや、アンデッド軍団はうらやましくないかな……」

　そのアンデッド軍団の骸骨たちは、カタカタと手の骨をぶつけ合わせて乾いた音を響かせている。一応、拍手のつもりらしい。

　うむ。盛り上がって参りました。俺も身を乗り出したい気持ちをぐっと堪える。

　──ギロリと、となりに座る哀川さんから、痛い程の視線を感じてるし。

　フォルネウスとサタナキアは手をつないで言葉を交わしている。こちらは男子組と違って、実に平和的。

「頑張りましょうね、フォルネウス」

「もちろんなんだもん。男共なんてぼっこぼこのギッタギタのボロぞうきんにしてやるんだもん」

　試合への意気込みは、あまり平和ではなかった。

『それでは、試合開始です!!』

　哀川さんのアナウンスが会場に響き渡る。

「よーし！　そんじゃ、いっくぜぇええええ!!」

　まずはグラシャのサーブ。ボールを高々と投げ上げ、助走をつける。そして砂を巻き上げ、大きくジャンプ。

「うらぁああああああああああっ!!」

　グラシャの右腕が巨大化し、魔獣の一撃がボールに叩き付けられる。

　まさしく弾丸の如き強烈なサーブ。ネットの上ギリギリをかすめ、相手コートへ襲いかかる。炎が出そうなその弾丸サーブを、

「はーい」

　のどかな声を上げながら、フォルネウスは拾った。殺人的とすら言えるグラシャのサーブをあっさりと。

「ナイスですフォルネウス」

　サタナキアはかなり高くトスを上げる。

「お願いします！」

「まかせるんだもん！」

　白い翼を広げた瞬間、弾かれたようにフォルネウスの体が空へ飛び上がった。

　そうだよな……あいつ空飛べたもんな。

　あっという間にボールに追いつき、フォルネウスは空中に静止。一瞬、重力がなくなったように大きな胸がふわりと宙に浮かぶ。

「さあ、いくんだもん！」

　通常では有り得ない高さで、フォルネウスは体をひねる。そして、回し蹴りをボールに叩き込んだ。自由すぎる。

　落下してくるボールはまさに流星。アタックを警戒しネット際に立っているグラシャの後方、ラインギリギリに落下する。

　──が、

「はっ！」

　瞬間移動かというスピードでアドラがボールを拾っていた。

「良くやったぜ！　アドラ！」

「偉そうに言うな！　いいから決めろ!!」

「おうよ!!」

　グラシャはネットに向かって走り、ボールに向かってジャンプした。砂を蹴った瞬間、爆発したように砂が舞い上がる。

「うおおおおおおおおおおっ!!」

　ネットの遥か上に飛び上がり、右の豪腕を引き絞る。

「させないんだもんっ！」

「な!?」

　フォルネウスがグラシャの目の前でブロックした。

　そうだよ。こいつ飛べるし。

「くっそがぁああああ!!」

　ブロックに構わず、グラシャは渾身の力を込めて右腕を振り抜いた。

「あっ!?」

　強烈な勢いで撃ち出されたボールは、フォルネウスの手の平を強引に押し開き、その間をすり抜けた。

「サタナキア！」

「任せて下さい！」

　勢いの削がれたボールにサタナキアが追いついた。

　それよりも、砂浜を走る褐色の肢体。サタナキアの巨乳が、走る度にぶるんぶるんと大きく揺れる。そういう分かりやすい部位だけではない。背骨とか、鎖骨とか、肩甲骨の動くところとか──哀川さんの視線が痛い。

「あの、哀川さん。実況を……」

「もうプレイがいちいち超人的だし、早過ぎて見えないし、実況無理よ!!」

　ですよね。

　サタナキアが上げたレシーブをフォルネウスが空中でトスする。

「やっちゃうんだもん!!」

　もう何をやってるのか、良く分からない。

　体を起こしたサタナキアが、ボールの落下地点へと走る。

「行きます！」

　大きくジャンプ──っていうか、普通砂に足を取られてジャンプ力が落ちたりすると思うんだけど、この人たち砂とか関係ないよね。

　高く舞い上がったサタナキアの体が大きく反る。褐色の胸が大きく弾む。Ｔバックのビキニからはみ出したお尻が、ぷるんと揺れる。

　腕を引き、しなやかに体を反らせた姿は、溜息が出るほど美しい。銀色の髪が、空を駆けるサタナキアの軌跡を描く。

　そして──、

「たぁあああああああああああっ!!」

　サタナキアの細腕がバネ仕掛けのように一気に振り抜かれ、ボールを射出する。しなやかな体はねじりが加わり、くの字に曲がった。

　渾身の力を込めた一撃。そのボールが反対側のコートに──、

「ぬあぁあああああああっ!!」

　グラシャの巨大化した豪腕が、取れるはずのないアタックを拾う。

「アドラっ!!」

　アドラが既にネット前でジャンプしていた。

「……ツーアタック」

　クールに呟きながら、相手コートへボールを叩き込む。つか、何だかんだ言って、ルールや戦法を把握してきたんだな。

　これでやっと一点！

　と、思ったら──、

「はーい」

　のどかな声を出しながら、フォルネウスが空中でボールを拾った。いや、お前本当にボール落とさないのな。

　──というラリーがこの後も延々と続いた。

　最初はその美技に、絶美に、美しき競演に見惚れていたが、さすがに一点も入らずに三十分が過ぎたとき、俺は立ち上がって試合を止めていた。

　こいつらに試合をさせると終わらない。タイムを競うような競技でないとダメだ。

　次からは、もう少し考えてから計画しようと、俺は反省した。

　そのとき、隣の哀川さんがマイクに向かって話しかけた。

『えー……模範試合が終わりましたので、これから第一回ヘルシャフト杯を始めます』

　そういえば、まだ始まってすらいなかった。
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